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　漆(しつ)黒(こく)の空に、満(まん)月(げつ)が輝(かがや)いている。――それをなぜか、十五歳の少年、村(むら)雲(くも)護(ご)狼(ろう)は軍用ヘリの中から見ていた。

（いきなり、どうしてこんなことに……）

　空っぽの格(かく)納(のう)庫(こ)の中で、護狼は壁から引き出された椅(い)子(す)に座らされていた。鉄(てつ)骨(こつ)が剝(む)き出しの壁についた小窓から、月明かりだけが差し込み、照らす。そこに見えるのは自分以外にもう一人――。護狼を「拉(ら)致(ち)」同(どう)然(ぜん)につれてきた、迷(めい)彩(さい)服姿にヘルメットの、ある男性隊員だった。

（落ち着け。今(いま)更(さら)だけど、状況を整理しよう。うん）

　護狼は緊(きん)張(ちよう)感(かん)に身を包みながらも、どうにか頭を働かせる。汗ばんだ手で触(ふ)れるのは、部屋着代わりに愛(あい)用(よう)していた、学校指定のジャージだった。靴(くつ)も、体育の授業で履(は)き古したシューズである。

（……そうだよ。俺はついさっきまで、中学の寮(りよう)の自分の部屋で、寝てたってのに）

　もうすぐ卒業だったのに。護狼はあっという間に窓の外に遠ざかった、全寮制中学の校(こう)舎(しや)を思い起こす。なぜこんな目に遭(あ)っているのか――護狼には、ちゃんとわかっていた。

　それは自分が「特(とく)殊(しゆ)」な生まれであるからだ。

（だからこそ、こうして……いきなり呼び出しを受けて）

『おい護狼！　今すぐ迎(むか)えをよこすから、出て行ける準備をしとけ。――どうしたのかって？　ハ！　そんなもの……《五代目》のお前が呼び出されるんだ。なんとなく事情はわかるだろ？　じゃあな！』

　父である村雲士(し)輝(き)からの電話を思い出して、護狼は余(よ)計(けい)に苦(く)悩(のう)する。

（ああ、もう！　寝てるところを叩(たた)き起こされたと思ったら、ほんと、一方的にしゃべるだけしゃべって！）

「……そういえば、どこへ向かうんですか？　やっぱり《組織(チーム)》の本部施(し)設(せつ)ですか？」

　護狼はふと、向かいに座った隊員に声をかけた。だが。

「さあ。下位組織の自分たちには、なにも」

　うるさいプロペラ音の中、男性隊員は首を横に振るだけだ。

「このまま《結(けつ)界(かい)》内の指定ポイントへ行きます。ですが、それ以上のことは」

「そ、そうなんですか」

「《五代目》こそ、《組織(チーム)》から知らされていないのですか？」

「いや、《五代目》って言われても。俺は、その。父さんが……《四代目》の父が、『魔(ま)族(ぞく)』たちと――魔界と和(わ)平(へい)を取り付けた後に、生まれましたから」

　そうなのだ。「歴(れき)代(だい)最強」と呼ばれた父が、大魔王バアル・ゼブブと和(わ)解(かい)して――すでに十六年。その間、小(こ)競(ぜ)り合いのひとつもなかったはずだ。

　だから《五代目》の護狼は、今まで普通の暮らしができたのだ。「義務教育が終わるまで」という制限付きではあったけれど。それなのに、本当にいったい何が起きたのか。

　いや、護狼はふとあることを思い出す。

（そうだ……一度だけ。十年程前にも、ちょっとした騒(そう)動(どう)はあったっけ。それ以(い)来(らい)か？）

　――それはまだ、護狼が小さかったときのことだ。もうほとんど覚えていない。

　ただはっきりと思い出せるのは、ちょうど護狼の母が臥(ふ)せっていた頃だった、という記憶だ。体の弱かった母の死に目に、騒ぎのせいで多(た)忙(ぼう)を極(きわ)めた《四代目》の父は、会うことができなくて――。

　故(ゆえ)に、護狼は魔族があまり好きではない。たとえ、もう敵(てき)対(たい)する存在ではなくても。

（……母さん）

　それでも護狼は《五代目》なのだ。父と同じく、魔族と関(かか)わることから逃(のが)れられない。

　やがて窓の外に、あるものが見えてきた。雲の上すれすれを隠れるように飛ぶ機体より、高い位置に頂(いただき)を持つもの。白い雪を纏(まと)わせた霊(れい)峰(ほう)だ。と、機体は雲の下へと降下する。雄(ゆう)大(だい)な山の裾(すそ)野(の)に広がる、月光に浮かび上がった「樹(じゆ)海(かい)」が見えた。

「！　ここは……《結界》の領(りよう)域(いき)内？」

　護狼は小窓から見える、真っ黒な森を見て思わず呻(うめ)く。それくらいの知識はあった。深い自然が人の立ち入りを拒(こば)むここに、見えない《結界》が張られているのだ。

　それは魔界との接点ができたとき、何もないここに、その「裂け目」を押しとどめるためのもので。――だが。

「《五代目》、指定ポイントに到着しました！」

「へ？　えっ」

　突然男性隊員にそう言われて、護狼はぽかんとしてしまう。それは冗(じよう)談(だん)でも何でもなかった。ごん、と重い音を響かせて、格納庫の後部ハッチが開く。空中で静止した機体のプロペラ音と、冷たい風が入って来た。

　そこから十数メートルほど下に見えるのは、わずかに樹海の木々が割れた空間のみ。

「いや、え？　ここって……だって。《組織(チーム)》の施設、じゃないですよね？」

「はい。《結界》のど真ん中です」

　平然と、その隊員は言い放った。

「この真下が、確かに指定されたポイントになります！」

「はいー？　でも、降りるったって……ロープで？　いやいや、俺――そういう特殊訓練とか、まだひとつも受けてないですから。ただの非力な中学生ですし、そんな無茶な」

「大丈夫。《勇(ゆう)者(しや)心(こころ)得(え)》だけは習っているのでしょう？」

「は？」

「《勇者心得》、その４４４を思い出してください。っつーか、ハ！　思い出せ、護狼」

　いきなり口調をがらりと変えて、その隊員がにやりと笑った。あっ、と息を呑(の)む護狼。隊員は、目(ま)深(ぶか)にかぶっていたヘルメットを脱ぎ捨てた。露(あら)わとなったのはなんと、三十代後半ながらも精(せい)悍(かん)な、護狼のよく見知った顔で。

「父さん!?　なんで……」

「その４４４。『死んで、覚えろ』！」

　だろ？　と変(へん)装(そう)していた父、士輝が片目をつぶる。同時に、どんっ、と護狼を蹴(け)飛(と)ばしていた。もちろん機体の後部ハッチから下を見ていた護狼は、そのまま足を踏み外した。重力に引かれて、地面へと真っ逆さまに落ちていき――。

「ぎゃあっ、ちょ……ちょっとおおおおおおおおおおおお!?」



















　ぼきり。という、頭から落ちた自分の首が、折れる音を聞いた気がした。

　直後、意識は途切れる。あれだけの高さから落ちて、木々の梢(こずえ)をへし折り、岩だらけの固い地面に叩きつけられたのだ。死ぬのが当たり前だった。けれども――。

（痛え……って！　お、俺は）

　ふわり、とした浮(ふ)遊(ゆう)感(かん)とともに、護狼はすぐに目を覚ます。いや、それは肉体を置いて来た感覚だ。魂(たましい)だけが体を離れ、何もない真っ白な世界にぽつん、と浮かんでいた。透(す)き通るほどの白さに満ちた、地(ち)平(へい)線(せん)すら存在しない、静(せい)寂(じやく)の空間である。

（これ、死後の世界？　いや、でも……違う）

　死ぬのは初めての護狼だったが、なぜかそう思えた。ずっと教えられてきたことだ。

　護狼は普通の人間ではない。「勇者」だ。――それは人でありながら、人の「理(ことわり)」から外れた者。その魂と肉体は、滅(ほろ)びない。

（そうだ。俺は勇者だから、死んだけど）

　死なないんだ。そのことを護狼は知っている。この純(じゆん)白(ぱく)の世界は、自動再生された肉体に魂が戻るまでの、一時的な「保管所」なのだ。

　対魔族人間兵器「勇者」とは、絶対に死なない戦士なのである。だからこそ強大な力を持つ魔族と、唯(ゆい)一(いつ)対等に渡り合って来られたのだ。

　そして、特(とく)異(い)な存在である勇者どうしの間では、奇妙な《共(きよう)命(めい)》作用が起きるという。

『おお勇者よ、死んでしまうとは情(なさ)けない――ってかあ？　ハ！　よう護狼、初めて死んでみた感想はどうだ？』

（！　父さん？）

　突然聞こえた「声」に、護狼は驚く。意識を向けたそこに、何やら光の塊が浮かんでいた。そこから聞き覚えのある、もう一人の勇者である父、士輝の声がしたのだ。

（あ……そ、そうか。これが魂の、《共命》現象？）

『そういうことだ。な？　死んで覚えるのが早いだろ？　オレの意識が死んだお前につられて、ここまで飛ばされてきたのさ』

（って、な、なんで俺がいきなり殺されなきゃならないんだよ？　父さん！　だいたい、変装までしてこんなこと）

『こいつは国家の極(ごく)秘(ひ)任(にん)務(む)ってヤツだ。ハ！　誰(だれ)にも聞かれず話をするには、ここは最(さい)適(てき)の場所だろうが』

（最適って……それは、まあ。そうだけど）

　光の塊を前に、護狼は納得するしかない。合理的だが、やることは無茶苦茶。それが父の士輝なのだ。

（！　でも、極秘任務って……。それって当然、勇者が関係すること？　なにがあったの父さん。まさか――魔族との戦いが、また始まったとか）

『ってなわけでもないんだが。ハ！　今んところ魔族とは、なんのいざこざもねーよ。このオレが取り付けた和平だぜ？　そう簡単に覆(くつがえ)されてたまるかってんだ』

（あれ？　そうなの？　じゃあなんで……）

『まあその和平に関することなんだがな？　まったく、魔族ときやがったら。寿(じゆ)命(みよう)がやたら長いせいか、ほんとにのんびりしてやがるんだよ。今になって「準備は整った」とか、一方的にぬかしてきやがって。十年以上もなにしてたんだって話だぜ。なあ？』

（……。あの、話がまったく見えてこないんだけど。準備って、とっくに整ったはずの和平の？　どっちみちそれだと俺は必要ないよね）

『――それがだな。真の和平終(しゆう)結(けつ)のために、お前にしかできねえ任務ってのがあるのさ。とりあえず……お前にはこれから、ある学校に行ってもらうことになるから！』

（え？　真の和平？　学校？）

　なんでそんな話に？　護狼は唖(あ)然(ぜん)とするばかりだ。突然すぎてついていけない。

（えーと、とにかく高校に行け、ってこと？）

『まあ。高校じゃあないんだけどな』

（？　もしかして中学の三学期も終わりのこの時期に、転校とか？）

『うーん。そういうのとはちょっと違うなあ。なにしろ生徒じゃないからな、お前は』

　にやり、と笑ったのだろうか？　白い光となった父が、その輝きをわずかに歪(ゆが)めて。

『大魔王がつくった魔族の学校で、お前には「教師」をやってもらうことになってる！　いいな？』

（は……はいー？　今なんて！）

『だからよ、教師だって。ちゃんと聞いとけよな』

（す、すごく聞いてたよ！　でも意味がわかんな……なんで俺が、魔族の、先生に？）

『心配しなくていい。教えるのはたったひとつ、人間の常識ってヤツだからな。ハ！　ずっとフツーの生活をしてきたお前には、ぴったりの役目だろ？』

（ええええええ。いやそんな、無茶なっ）

『いいから！　――《組織(チーム)》長官のオレが、正式に命じてやる。《五代目》勇者、村雲護狼は魔界に赴(おもむ)き、そこで魔族の教育者として従(じゆう)事(じ)すること！　わかったな？』

（わかんないわかんない、だって）

　魔族の教育者？　魔界に赴く？　何もかもがあまりにもいきなりすぎて、護狼は頭が真っ白になる。

（な……なんでー！）




　はっ、と護狼が目を覚ますと、そこはもう白い空間ではなかった。

　闇(やみ)に包まれた樹海の中。辺りを照らすのは、明るい満月の輝きのみだ。冷えた溶岩が固まってできたごつごつした岩だらけの地面で、護狼はようやく身を起こす。

「い、痛ええ～。うう……」

　首や体のあちこちに、まだわずかな痛みが残っていた。しかし出血や、怪(け)我(が)はない。どんな傷も『神の加(か)護(ご)』で、再生してしまうのだ。

　それでも大変なことになっていた痕(こん)跡(せき)は、擦(こす)れたジャージの生地などに残っていた。

『とにかく。すぐ迎えの「お客さん」が来る手はずになってる。次元の「穴」をつくるのには、膨(ぼう)大(だい)な魔力を消費するんだと。二つの世界が繋がっていられるのは、ほんの短い時間だけだ。必要な荷物も一緒に落としてある。いいからとっとと生き返れ！』

　肉体の修(しゆう)復(ふく)が終わり、魂が白い世界を離れる寸(すん)前(ぜん)――父がそう締(し)めたのを思い出す。

「なんて勝手な……はあ」

　本当に、いつもこうなんだから。と護狼はあまりの突(とつ)拍(ぴよう)子(し)のなさに、目(め)眩(まい)を覚える。

（そりゃ父さんは、俺なんかと違ってなんでもできる人だから。簡単に言うけどさ……）

　護狼も勇者の血(けつ)族(ぞく)である。役目を果たす責任感は、当然持ち合わせている。

　――それはずっと昔のこと。護狼が自分で誓ったことだ。だが。

（それでも……いきなり、こんな。俺が勇者を継(つ)ぐ、大事なことだってのに）

　勝手にすべて進めなくても。護狼はさすがに反感を覚える。と、ようやく闇になれた目が見つけたのは、すぐ側(そば)に転がっていた大型のリュックだった。

「ああ、これが父さんの言ってた？　って、うわ」

　カーキ色の防水リュックの口を開けて、護狼は月明かりの下で、ぎょっとする。そこに詰められていたのは、なんと教科書の数々だ。

「『楽しい算(さん)数(すう)』に『歴(れき)史(し)』、『保健体育』まで！　やっぱりマジ、なのか……」

　リュックを手にして、護狼はがっくりと肩を落とした。やれやれ、と思いながらも不安がどうしても胸に宿(やど)る。

「いや。《勇者心得》その７、『勇者はどんなときもくじけるべからず』……とは、ご先(せん)祖(ぞ)様が言うけどさ」

　くじけそうだ。護狼はさっそく、心が折れそうになるのを感じた。――そのとき。

「！」

　ぞわり！　と護狼は背筋に、嫌な感覚が走った。はっと振り返ったそこに、いきなり異変が起きていた。月明かりだけが照らす、樹海の闇。それ以外には何もないはずの空間の一部が、ぱっくりと大きな口を開けていたのだ。

　生きているもの誰をも魅(み)了(りよう)する、不(ふ)思(し)議(ぎ)な月の淡(あわ)い輝き――。その力が最も強くなる満月の夜、「人」と「魔」の、すぐ側にある二つの世界までもが惹(ひ)かれ合う。すなわち、魔界との『穴』が空きやすくなるのだ。護狼のすぐ側にできた、『穴』。そこよりこぼれ出るのは、闇より深くよどんだ「漆黒」と――そして。

　身の丈三メートルはあろう、てらてら光る鈍(にび)色(いろ)の装(そう)甲(こう)を持つ、四つん這(ば)いになった巨人だった。岩だらけの樹海の大地を、鋼(はがね)の足が踏み砕く。長い腕が邪(じや)魔(ま)そうに、鋭い爪(つめ)で周囲の樹木を押しのけた。たやすく太い幹(みき)をへし折る。

　突然そこに現れたのはまさに、化け物だ。それがおそらく魔族だった。

「う、うわああ！」

　いきなりの登場に、護狼はリュックを抱えて尻(しり)餅(もち)をついた。何しろ護狼にとっては、魔族と対面するのは初めてのことなのだ。

（これが……ま、魔族っ!?）

　護狼は父から、「人とは違う異(い)形(ぎよう)」だと聞いたことはあった。だが「そいつ」は護狼の予想を超えるほど、醜(しゆう)悪(あく)で凶(きよう)暴(ぼう)な気配を放っていて。――獣(けもの)のようなどう猛な目が、硬い顔の装甲の下で、ルビーのごとく赤く輝く。その光がわずかに細くなったのは、慌てふためいた護狼を嘲(あざ)笑(わら)ったのか。

　しかしごつい爪を動かして、その魔族は護狼を誘った。

『キサマが勇者カ――クるガいイ』

　こもったような独特の、しゃがれた声だ。が、それは確かに日本語だった。

「！　こ、言葉が通じる？」

『フン。たかダか、人間の言語ダ。我ラの「魔法」デ、習得すルのハ造(ぞう)作(さ)もナイぞ』

「あ、ああ。そう……」

『どうシた、こナいノか？　……勇者とハ、存外臆(おく)病(びよう)なノだナ。クク』

「！　行くさ、行けばいいんだろっ」

　かちんときて、思わず嚙(か)みつくように叫んでいた。自分のことはどう言われても構わない。半人前以下なのは十分承知だ。だが父を含めた、勇者という「損(そん)な役回り」を押しつけられた者たちを、馬(ば)鹿(か)にされるのは許せなかったのだ。それも、よりによって魔族なんかに！　恐怖で震えそうになる足を拳(こぶし)で叩き、立ち上がる。『ホう？』とわずかに魔族が眼(がん)光(こう)を細めた。

『見た目ヨり、威(い)勢(せい)がイいな？　人間』

「あ。いや……その」

『フン、我が手ヲ貸してヤる。放スなヨ――』

「うわ。なんか、ぬるっとして……」

　護狼は差し出された相手の爪ではなく、丸太のような腕に生えた突(とつ)起(き)を摑(つか)んだ。意外にも生物のような感触に怖(お)じ気(け)づく。しかし、そんなことを気にしている間もなかった。いらついたように魔族が、ぐい、と護狼を引き寄せたのだ。

「わわわっ!?　ちょ――！」

『うルさイぞ。黙(だま)ッて、しがミつイてイろ！』

　巨体の魔族は護狼をリュックごと抱えて、魔界へと続く次元の穴へと飛び込んだ。

　静かに降り注ぐ月光の下。やがて空間にできた亀(き)裂(れつ)が、音もなく閉じた。

　――最初からそこに、何もなかったかのように。




「行ったか」

　その様子を、《組織(チーム)》本部の監(かん)視(し)ルームに戻ってきていた士輝は、映像越しに見届ける。

　樹海のすぐ側に設(もう)けられたこの建物内には、巨大スクリーンを兼(か)ねた、ドーム型の特殊な監視施設があった――。この日本に勇者という存在が押しつけられて、六十余年。《初代》が創(そう)設(せつ)し、《四代目》を継いだ士輝が二十年にわたって維(い)持(じ)してきた場所である。

　その中で一段高く設けられた場所に、士輝の座るデスクはあった。その下では、制服姿の専属オペレーターたちが、様々な角度からの映像やセンサーの数値をチェックしている。護狼が消えたポイントには、樹木のうろなどを利用して、隠しカメラなどを設置していたのだ。「空間の断(だん)裂(れつ)、回復していきます」「出現した魔族０１、完全に消失」「《五代目》、ロスト」と、次々に報告が上がった。

　そして士輝の傍(かたわ)らで、不気味な輝きを放つ黒い宝(ほう)石(せき)が、その光を失い始めた。

　デスクの上にあったのは、魔界を統(とう)治(ち)する大魔王、バアル・ゼブブの声を届ける特殊な石だ。魔族の持つ「自然界の現象を借り受ける」力、魔力――。その純(じゆん)然(ぜん)なエネルギーのみを物質化させたものらしい。

　しかし世界と世界の壁がこじ開けられ、その「揺り戻し」が始まった。自然の復元力により、月の力を持ってしても、人間界と魔界は個別であろうとする。故に宝石を介しての魔界との通話も、途切れようとしているのだ。

『――そちらの協力、感謝するぞ。シキ』

　その直前、石が震えて重(じゆう)厚(こう)な声を発した。ハ！　と鼻で笑うのは士輝だ。

「なあに。オレとあんたの仲だ」

『そうだな。だが』

　消える寸前。宝石の向こうで、青年のようでありながらも威(い)厳(げん)を湛(たた)えた声の主が、一言だけ付け加える。

『余(よ)は、お主が来ると思ったが。よもや息(むす)子(こ)とは、な』

　そして宝石は輝きを失う。士輝が手を伸ばしつまみ上げるが、もう何も聞こえなかった。ぽん、と軽く空中に投げて宝石をキャッチし、士輝は自分の席に身を預ける。椅子の厚い背もたれを軋(きし)ませた。

「……世(せ)代(だい)交(こう)代(たい)ってヤツさ。そうだろ？　オレも――あんたも」

　士輝は一人、沈(ちん)黙(もく)した石に向かって呟(つぶや)いた。
















「う、あッ!?」

　――粘性(ねんせい)の高い液体の中に、落ちていくような感覚があった。それが護(ご)狼(ろう)の「穴」を通った感想だ。同時に、ぐっ、と喉(のど)が詰まる。空気はどうやらあるようなのだが、よどんだように黒く重い。それがほんの少し先でさえ、見通せなくしているほどだ。

（これが……世界と、世界の狭間(はざま)……？）

　その中を巨体の魔(ま)族(ぞく)が、絡(から)みつく空間そのものを掻(か)き分けて突き進む。護狼はその魔族に抱えられたまま――やがてささやかな「光」の存在を見つけた。それは月が放つような、仄(ほの)かな白い輝きだ。魔族はどうやらそれに向かって、真(ま)っ直(す)ぐ進んでいるらしい。

　すると「光」は急に護狼たちへと接近し、周囲のすべてを包み込んで――。




「……ぷはあ！」

　唐突に、黒いよどみに満たされた回(かい)廊(ろう)は終わりを告げた。護狼は大きく息をする。

　肺(はい)の奥まで吸い込んだのは、ひんやりとした驚くほど清(せい)浄(じよう)な空気だ。樹(じゆ)海(かい)の空気も澄(す)んでいたが、光から解放されて魔族と共に降り立ったこことは、まるで比べものにならない。むしろ、異質さを覚えるほどに「違い」すぎた。

　世界を――「闇(やみ)」が染め上げていた。それも、黒一色ではない。赤っぽい闇もあれば、青い闇、緑の闇が存在する。それらは薄(うす)雲(ぐも)のかかる夜空に浮かんだ、三つの「月」のせいだった。赤い月に、青い月、緑の月。それらは互(たが)いに折り重なっていたものの、ゆっくり離れていこうとする。重なった部分は、なんと闇を白く染めていた。

「こ、ここが……魔界？」

　明らかに人間界とは違う様子に、護狼は思わず呻(うめ)いてしまう。そんな異質な空の下、護狼と巨体の魔族は石(いし)畳(だたみ)の大地に刻(きざ)まれた、複雑怪奇な魔方(ほう)陣(じん)の上に立っていた。周囲を取り巻くのは分厚い石造りの壁である。ひとつひとつの石が、護狼よりも大きかった。それらは精(せい)緻(ち)に組み合わされ、不気味な装(そう)飾(しよく)さえ施(ほどこ)されている。

　そして同じ手法でつくられた無数の塔が、壁で囲まれた広大な敷地のあちこちにそびえていた。どうやらここは「城(じよう)塞(さい)」の中である。

　その庭(てい)園(えん)の一画に、護狼たちは現れたのだ。遅れて護狼は、はっと気付く。

（なに？）

　城のあちこちから、こちらの様子を遠巻きに窺(うかが)う者たちがいた。その姿を目にして、護狼は息を呑(の)まされる。

　両腕が蒼(あお)く揺らめく炎の翼(つばさ)となった、異形の少女が塔の上に腰掛けていた。護狼と目が合い、逃げるように屋(や)根(ね)の後ろに隠れてしまう。それとは逆に興味津々な様子で、城壁の上から身を乗り出すのは、額(ひたい)に一本の白い角を持つ少年だ。また庭園に設置された噴(ふん)水(すい)では、水を吐き出す異形の像が絡み合う側(そば)で、人(にん)魚(ぎよ)の少女がぱしゃりと跳ねた。

　人に近い者たちばかりではない。黒い獅(し)子(し)の鬣(たてがみ)を持った獣人や、ヒョウ頭、猫目、カラス頭といった顔ぶれも並ぶ。――仮面をつけた頭だけが寄り集まった、球体型生物もいた。二メートルほどもあるヒトデが、サッカーボールほどもある濁(にご)った一つ目をぎょろつかせる。その横では血のように赤い霧が、静かに佇(たたず)んでいた。果ては銀色の鱗(うろこ)を持った、強(こわ)面(もて)の「竜」までいた。護狼とともにいる巨体の魔族の、さらに倍の体(たい)軀(く)を持つ四つ足のドラゴンだ。

　ざっと見回して、四十体近くはいるだろうか？　彼ら魔族はどうやら、護狼を待ち構えていたらしい。「あれが、勇(ゆう)者(しや)？」「なんか弱そうだなー」「個性のない顔！」などと、何やら口々に会話している。

　だが、護狼にそんな余裕はない。ただただ、ぞっとするばかりで。

（って……俺。ここで、こんな連中相手に、教師をやるっていうのか？）

　やっぱり無茶なんじゃないか？　と、今更ながらに実感する。

　隣にいた巨体の魔族が見(み)透(す)かしたように、『フン』と軽く鼻で笑った。

『どウしタ、人間。我らガ恐ろシいカ？　クク』

「うっ。いや、外見がみんな違うから、びっくりしただけで」

『強ガるナ。魔族ハ、人ト真逆の存在ダ。恐怖に怯(おび)エて当然なノだ。キサマたチのソの畏(い)怖(ふ)こソ、むシろ我らニは心(ここ)地(ち)いイ』

　そう告げて――いきなり巨体の魔族の背中が、ぱかりと開いた。どがんっ！　と石畳の上に落ちたのは、ごつい爪(つめ)のついた両腕だ。は？　と護狼は言葉を失う。肘(ひじ)から先を失った腕の付け根に、なんと「手」が見えた。黒い爪が特徴的な、五本の細い指が動く。その手で重そうな頭部を下から持ち上げた。いきなり鈍(にび)色(いろ)の頭が外れる。

（って、鎧(よろい)なのか!?）

　最後に「ふうッ」と軽い吐(と)息(いき)を漏らし、中身の魔族が兜(かぶと)を脱ぐ。すると――さらり、と魔界の風になびいたのは、燃えるような真(しん)紅(く)の髪だ。髪飾りのように貼(は)り付くのは、ねじれた太い一本の角か。

　護狼を見下し瞬(またた)くのは、その髪よりも鮮(あざ)やかな、ルビー色の瞳(ひとみ)である。唇も、緋(ひ)色(いろ)。病的なほどに白い肌が、その色を引き立てる。護狼の目は釘(くぎ)付(づ)けになった。

　いや、もちろん異形の存在である。肌を覆うのは、尖(とが)った刃のごとき漆(しつ)黒(こく)の鱗だ。それらは直接肌に貼り付いているのか――肌そのものなのか。薄く幾重にも折り重なって、触れれば切れそうなラインを描いている。どうやら自在に伸(しん)縮(しゆく)し、動きを邪魔しないしなやかさも持ち合わせているようだ。だが護狼の目を何よりも惹(ひ)いたのは、その鱗を纏(まと)ったくびれのある腰や、胸の豊かなふくらみで――。

「なっ、な……！」

　鈍色の鎧を脱ぎ捨てたその魔族は、明らかに女性体であった。

　それも、とびきりの美少女だ。

「どうした人間？　じろじろ見て」

　そんな彼女の冷たい眼(まな)差(ざ)しさえ、独特の色気となって、護狼のハートを貫(つらぬ)いた。

「フン、失礼なヤツだ。我は魔族の中でも《王(クイーン)》の座に着くもの。大魔王バアル・ゼブブが一人娘、魔王ベルゼビュートだぞ？　人間ごときが対面できることさえ、本来は」

「えっ！　魔王、だって？　でも、か……」

「？　なんだ？　か？」

「――か、かわいい……」

　脱ぎ捨てた鎧の上に立った魔王ベルゼビュートを見上げて、護狼はつい見とれた。思ったことをそのまま口にする。えっ？　と固まったのは彼女の方だ。「あ、いや」と護狼は、赤くなって慌(あわ)てて誤(ご)魔(ま)化(か)す。

「ち、違うんだ。その、鎧があんまりごつかったから。中身はもっとおぞましいのかな、って思ったんだけど。でも出て来たのが女の子で――しかも、とびきりかわいい娘(こ)で……って、な、なに言ってんだろ、俺は？」

　嫌(けん)悪(お)の対象でしかないはずの、魔族。それなのに思ってもみなかった外見に、護狼は面食らったのだ。しゃべればしゃべるほど、護狼は耳まで赤くなった。しどろもどろになる。そもそも女の子は、どうも苦手なのだ。けれども赤面したのは、護狼だけではなくて――話を聞いていたベルゼビュートも、みるみるうちに真っ赤に染まる。

「っ!?　な、なななな――！」

　ぺたん。と彼女は両の手のひらで、熱くなった頰(ほお)を押さえた。

　だがもちろん、そんなことでは色づいた顔を隠すことなどできなくて。

「なにを言っているかっ、キサマは――――!!」

「へ？　……ごはあッ!?」

　照れたベルゼビュートが思いきり平手を放った。「魔王」である彼女の、全力の一撃である。ごしゃっ！　というものすごい音とともに、護狼の意識と体が吹っ飛んだ。




†




（ぎゃあ！　――ま、また死んだっ!?）

　最後に、視界がぐるん、と回ったのを覚えている。いや、首ごと三百六十度回転したのか――。その直後、護狼はまたもや白い世界にやってきていた。

　そしてここで再会するのは、見覚えのある光の塊(かたまり)だ。

『お前なあ……はあ～』

　わざとらしく声に出した溜(ため)息(いき)を吐(つ)いて、父である士(し)輝(き)がしゃべりかける。

『魔界へ行って、まだ五分と経(た)ってないぞ？　ったく、いちいち付き合わされるオレの身にもなれってんだ。肉体を再生するわけじゃないから、こっちは別に、一瞬の出来事で済むらしいけどよー』

（そんなこと言われても！　なんだよ。それがたった今死んだ、息(むす)子(こ)にかける言葉？）

『ハ！　不死人が一回二回死んだくらいで騒いでたら、世話ねえっつーの』

（うっ……それはそうだけど。でも、そもそも無理がありすぎるんだって。なんの力もない俺を、いきなり魔界に派遣させるから！）

『？　力がないって、馬鹿か？　お前だからこそ、送り込んだに決まってるじゃねーか』

（は？　えっ）

『どうやって死んだのかは、訊(き)かないでいてやる。しかし普通の人間なら、それで終わりだ。だがお前なら……どんなことがあっても生き返って、役目を果たせるだろう？』

（あ……）

『護狼、お前がいる場所は魔界で、相手は魔族だ。普通の人間がうろつけるところじゃねえ。――だからこそ、「絶対に死なない」勇者が適(てき)任(にん)なのさ』

（そ、それは）

　まさに身をもって理解したところだ。護狼は納得せざるを得ない。しかし。

（ええと、あれ？　……じゃあ。俺じゃなくって、現役バリバリの父さんが行けば）

『おっ、オレはいいんだよ！　面倒くさ――ゲフゲフン！　じゃなくて、抑止力のオレが人間界にいないと、まずいだろうが？』

（……父さん。今、うっかり本音が……。って、最初の発想が無茶なんだよ。いくら死なない勇者だからって、魔族相手に教師役なんて、まともにできるはずもなくて）

　護狼はあの、自分を殴り飛ばした赤毛の魔族の少女を思う。

（だいたい、和平してるにしてはなんか、友好的な態度じゃないし。なんで？）

『――ん？　もしかしてオレ、急いでたから細かいことまで教えてなかったか？　友好的じゃないからこそ、教育で魔族を変えていく必要があるってことでな？』

（……父さん。聞いてない、聞いてないよ）

『すっかり忘れてたぜ、ハハハ。それがなあ、バアルのヤツ。「人間界と和平したぞ」って魔族に通(つう)達(たつ)しただけで、ずっとほったらかしだったんだとよ！　やれやれだ』

（ほ、ほったらかし？　あ、だから今になって、教育でわからせようと？）

『そんなところだな。魔族ってのは人間と違って、「強さ」のみが絶対の階(かい)級(きゆう)制度なんだとよ。だからこそ大魔王バアル・ゼブブの命令に、誰も表向き逆らわないわけだが……しかしその実、ほとんどの魔族は、人間界侵(しん)略(りやく)派のままってわけだ』

（え、えええええ）

『んで、和平を結んでから十六年経った今になって、次世代を担(にな)う若手魔族を集め――人を教師に据えた学校、《パンデモニウム学園》ってのを、つくるに至ったんだとさ』

（《パンデモニウム学園》……？）

『もっともその設立の連絡が、向こうさんにしては珍(めずら)しく慌てて来たわけだが。そいつにもちょいと理由がある』

　と、今になってようやく内情を父が明かした。

『大魔王に仕える宰(さい)相(しよう)ってのがだな、予言の魔法に長(た)けているらしい。で、いきなり「一年後に新たな大魔王が魔界を統(す)べることになる」って、予知したんだとさ』

（？　えっ）

『新しい大魔王に取って代わる魔族は、どいつかはわかってないらしい。が、予言の的中率は百パーセントなんだと。――で、魔族ってのはなんでも、人間年齢でいう十三～十五歳あたりで、急激に魔力を成長させるもんらしい。ハ！　いわゆる成長期、ってヤツだな』

（十三～十五歳？　ほ、ほんとに？）

　護狼は異形の魔族たちを思い出し、訝(いぶか)しむ。少なくとも全員が、護狼と同い年かそれ以下ということになるのだが。見た目が違いすぎるせいで、さっぱり判別はできない。

（……でもあの中の誰(だれ)かが、次期大魔王になるってこと？）

『そうなんだろ？　だから現大魔王のバアル・ゼブブは、魔界中から成長期前の若手魔族たちを集めて、学校にまとめて放り込んだってわけだ。……どの魔族が次期大魔王になったとしても、人間界との和平を望むようにな。まったく、あいつときたら』

　大魔王バアル・ゼブブを、まるで親友のように父が語る。その精神の白い輝きが、ほんのりやわらかくなったのは、護狼の気のせいだっただろうか？

『とにかく、そういうわけだから護狼。お前は魔族たちが世(せ)代(だい)交(こう)代(たい)しても、きちんと和平を維(い)持(じ)できるようにだな。人間とわかり合えるよう教育するんだ！　いいな？』

（わかり合う……って、え。ちょっと待ってよ。一年後、って言った？　父さん）

『ん？　ああ、予言のことか？　そうだぞ、およそ一年後に、大魔王の世代交代がだな』

（じゃあ俺は一年もの間、魔界にいなくちゃいけないってこと？　い、いや問題点はそうじゃなくて。一年、むしろたった一年で、魔族たちが人間界を侵略しないように教育するってわけ？　無茶だ。中学や高校だって、普通は三年間の猶(ゆう)予(よ)があるってのに！）

『あー、それはお前』

　父はしばし考えた様子だったが、しかし。

『……なんとかしろよ、うん』

（な、なおざりー！　父さあん！）

『うるせえ！　ほら、《勇者心(こころ)得(え)》その８９にもあるだろ？　「勇者とは、不可能を可能にしてこそ勇者」ってな！　ハ！』

（だって。そもそも人間のことを教えるって言っても、いったいどこから始めたらいいのか――あれ？　父さん？　おーい！）

　唐突に、目の前に浮かんでいた父の意識体である、光の塊が遠ざかった。

　いや、護狼の方が離れたのだ。

　肉体の再生が終わったらしい。傷の癒(い)えた体へと、護狼の魂は引き寄せられて――。




「う、ん……父、さん……」

　やれやれ、と思いながらも息を吹き返した護狼は、胸一杯に空気を吸い込む。

　もちろんそれは魔界の空気だ。しかし、意識を失う前とは違って、どこか濃(のう)密(みつ)な「甘ったるさ」を感じた。なんだ？　と思いながら、ゆっくりと瞼(まぶた)を開ける。

　まず視界に飛び込んで来たのは、虹(にじ)色の天(てん)蓋(がい)だった。やわらかそうな半透明の布がかけられ、窓から差し込む複雑な月明かりに染められている。

　ここは？　護狼はゆっくりと認識する。どうやら自分は、大きなベッドの上に寝かされていたようだ。円形の、直径五メートルはあろう代物である。その規格外のサイズに、護狼は最初に驚かされた。そうして次に気が付くのは、とてもやわらかであたたかな、後頭部に当たる感触と――改めてふわり、と鼻(び)腔(こう)をくすぐった、さきほどから感じているとても甘くていい匂(にお)いで。

「え……わ？」

「うふふ。ようやくお目覚めになられまして？　勇者さま」

　いきなり顔を覗き込んできたのは、一人の少女型魔族だった。ぷっくりとした桜色の唇で、彼女は微笑(ほほえ)む。

　魔族だというのに、どこか清(せい)楚(そ)な雰(ふん)囲(い)気(き)がする。あの赤毛の魔族とはまるで違った。護狼はどきっとさせられる。まず吸い込まれるのは、左右で違う深い瞳だ。右は透き通るほどの神秘的な青で、左はまばゆいまでに輝くゴールド。いわゆるオッドアイである。

「き、君は……」

　その彼女の背中には、片側だけに生えた三枚の白い翼があった。どこか天使をイメージさせる、汚れなき空気を纏った美女だった。感じた甘いいい匂いは、どうやら香(こう)水(すい)のような体臭か。その彼女が長い銀髪を掻(か)き上げるだけで、はあ、と護狼は見とれてしまう。着こなすのはゆったりとした花びらのようなドレスだ。そして――。

　そのドレスを大きな胸のふくらみが押し上げていた。体は細身であるというのに、アンバランスなほどの巨乳の持ち主である。しかもその二つのふくらみは、護狼のすぐ目と鼻の先にあった。寝そべったままの護狼は、なんと下から見上げる恰(かつ)好(こう)になっている。

　いや――そのおしとやかな魔族が、膝(ひざ)枕(まくら)をしていたのだ。護狼は慌てて跳ね起きた。

「ご、ご、ごめん！　って、なに？　なんで膝枕？　いったい」

　どういう？　と混乱しつつも平謝りな護狼を前に、天使のような魔族はしばし、きょとんとして――くす、と誰もが魅入られるような、やわらかな笑みを再び浮かべた。

「すごいですのね、勇者というのは。あれだけの傷を負っていながら、もう自己修復して、何事もなかったかのように動けるなんて。なるほど……わたくしども魔族が長年戦っても、勝てなかった理由がわかりましたわ」

「！　俺……もしかして。そんなに、ひどかった？」

「ええ。とっても」

　思わず首をさすった護狼に、魔族の少女がゆっくりと頷(うなず)いてみせた。はは、と護狼は頰を引きつらせるばかりだ。しかし思い出すのは首筋に残る、膝枕の感触で――。

　初めての体験に、護狼は耳まで赤くなった。

「いや、その。で……君がずっと、ここで介(かい)抱(ほう)してくれてたの？」

「はい。だって人間界からわざわざ来られた、勇者さまですもの！」

　ぽふ、ときれいな白い手を合わせて、魔族の少女はにこにこした。

　なんだ。と、ほっとするのは護狼である。

（中にはこんな魔族もいるのか……よかった）

　友好的な態度に、護狼は魔族の認識を改めた。いつまでも嫌っていても埒(らち)が明かない。

　それよりも――こういう相手が一人でもいるなら、教師役を押しつけられた自分でも、なんとかなるかもしれない。護狼は密(ひそ)かにそう感じた。

「？　どうかされました、勇者さま？」

「ううん、なんでもないよ。それより、その。『勇者さま』って呼ばれるのは、どうも」

「あら。どこか問題がありまして？」

「なかなか慣れなくて」

　第一、自分は半人前以下もいいところだし。という言葉はどうにか飲み込んだ。

「俺のことは護狼、でいいよ。村(むら)雲(くも)護狼、それが俺の名前だから」

「はい、ゴローさま！」

「いや……だから、そもそも『さま』ってのが――」

「わたくしのことは、ルシフェルとお呼びくださいませ。ゴローさま」

「ルシフェル？　ああ」

　まるで天使のような名前に、ぴったりだ、と護狼は頷く。けれども。

「魔族の始(し)祖(そ)である、初代大魔王サタンの娘――《王(クイーン)》の一人、ルシフェルですわ。ふふ、どうぞお見知りおきを」

「えっ」

「わたくしのような名家の魔族に、矮(わい)小(しよう)でゴミでクズで同じ空気を吸うのでさえはばかられる存在でしかない人間など、本来目視できる距離にいることすら許されないのですが。そこはわたくしの不断の努力と崇(すう)高(こう)な精神によって堪(た)えますので、ゴローさまはお気になさらないでくださいましね？」

「あれ……あれえー!?」

　今ここにいる彼女となら、うまくやっていけるかもしれない。――そんな希望は唐突に、粉々に砕かれた。

「ところで、ゴローさま。ゴローさまが、その……一年後に予言された、新たな大魔王を決めるのでしょう？」

「へ？　違う違う。俺は魔族に人間のことを教えて、お互いがわかり合えるようにだね」

「あら、同じことですわ？　だって『勇者の教える知識を最も学べた者こそが、次期大魔王としてふさわしい』――大魔王さまからは皆、そう承(うけたまわ)っておりますもの！」

「……え。なんだって？」

「わたくしどもにとって、大魔王さまの言葉は絶対ですわ。ですから、ぜひ！　このわたくしめを大魔王にしてくださいませ。一(いつ)生(しよう)懸(けん)命(めい)覚えますわ！」

　ね？　と白い手を合わせて、上目遣いでルシフェルが訴える。しかもなぜか、ベッドの上で身を寄せてきた。細い腕を絡ませてくる。自然と当たるのは、彼女の豊満な胸で。ふにょん、としたその柔らかさを衣服越しにも感じて、護狼は「！」と真っ赤になった。

「いやいやいや、ルシフェル。あ、当たってる、当たってるから！」

「当然ですわ。――わざとですもの」

「な、な……？」

「率直に言いますわ、ゴローさま。わたくしのこと、好きにしてくださって構いませんの。そのかわりに……ひいきをお願いしたいのですわ。ね？」

「ね？　じゃないよ。そ、そういうのはちょっと」

「あら。もしかしてゴローさま、こういうのお嫌い？　ふふ」

「苦手なんだよ。ど、どうしていいかわかんなくなるから、ほんとに――うわっ！」

　いきなり、ルシフェルが護狼の胸板に指を這(は)わせる。そういえばシューズこそ履いたままだったが、ジャージの上着はいつの間にか脱がされていた。広いベッドの脇(わき)に、月明かりに黒く煌(きら)めく革張りのソファーがあった。そこに護狼のリュックとともに、上着も置かれている。――薄手のシャツ越しに、いけない感触が伝わってきた。ぞわりと護狼は身震いし、お尻(しり)をつけたままベッドの上で後ずさる。

「わ、わ！　待って待って待って！」

　だがそんな抵抗もむなしく、何やら背中にどん、と当たった。えっ？　と振り向けばそこに、もふもふの黒い毛皮に覆われた、大きなぬいぐるみがひとつ転がっていた。この寝室にはまったく似つかわしくないものだ。

　なんでこんなところに？　とぎょっとするものの、ぬいぐるみは意外と重(じゆう)量(りよう)があるようで、背中で押したくらいではびくともしない。おかげでくっついてくるルシフェルから、逃げ切ることはできなくて――一瞬の隙を突かれ、あっという間にシャツを剝かれた。「ひゃあ！」と半裸の体を慌てて隠し、護狼は必死に懇(こん)願(がん)する。

「勘(かん)弁(べん)してよっ。俺はその。君と違って、こういうことしたことなくて……！」

「あら、心外ですわ。わたくしも経験はないですわよ。わたくしほど高貴な魔族につり合う殿(との)方(がた)など、これまでいませんでしたし」

「？　だ、だったら、自分を大事にだね！」

「わたくしじゃあ、駄(だ)目(め)ですの？　生半可な気持ちで、こんなことできませんわっ」

　左右で色の違う瞳を潤(うる)ませて、ルシフェルが真剣に訴える。

「……あのね。手段が、間違ってるよね？」

「あら。姑(こ)息(そく)なことのなにがいけませんの？　ゴローさま」

「り、倫(りん)理(り)観(かん)が違う!?」

「そもそも、いったいなんのご不満がありますの？　相手は、このわたくしですわよ！　家柄も階級(ランク)も申し分ない、知的で気品あふれる、非の打ち所もない完(かん)璧(ぺき)な！」

「ははは。それを自分で言い切っちゃうのは、どうかと思」

「もしかして、もっとがさつなのがタイプですの？　そういえば、ベルゼのことを『かわいい』とか言ってらっしゃいましたわね」

　護狼がやってきたときのことを見ていたのか、ルシフェルが思い出しながら訝しむ。

「よもやああいう、粗(そ)暴(ぼう)で低(てい)脳(のう)で、頑(がん)丈(じよう)な体くらいしか取り柄のない――ポンコツなお馬鹿さんが好き、とか！　……まさか億千にもありませんわよね、そんなこと。うふふ」

「えっ。それは……」

「だ、れ、が……ポンコツで馬鹿だと？　ルシフェル――っ!!」

　そのとき。ベッドの天蓋を覆う布をわななかせて、強烈な怒号がもたらされた。同時に、ひゅん、と何かが護狼の鼻先を掠(かす)める。べしゃり！　とそれはルシフェルの顔に叩(たた)きつけられた。その勢いで「ひゃう!?」と彼女は倒れ込んで、護狼から離れる。

「冷たい！　な、な……なんですの―――――!?」

　ベッドの上で這いつくばり、ルシフェルが怒る。彼女の顔面に貼り付いて、含んだ水を飛び散らせたのは、一枚の布きれだった。ぐっしょりと豊かな胸元まで濡(ぬ)れて、ルシフェルは慌てて顔から引き剝(は)がした。

「このわたくしの美しい顔に、こんなものをぶつけるだなんて……ゆ、許せませんわ！」

「なにが許さぬ、だ。我のことをこき下ろすなら、せめて畏(い)怖(ふ)を混ぜた賞(しよう)賛(さん)にしろ！」

「！　君は――」

　聞き覚えのある尊大な口調に、護狼ははっとさせられる。ベッドの置かれた広い寝室。その出入り口と思(おぼ)しき、扉がわりの厚手のカーテンを押しのけて――見覚えのある魔族の少女が立っていた。濡れタオルを投げつけた恰好のままルシフェルを睨(にら)むのは、あの赤毛の魔王少女、ベルゼビュートである。あの特徴的な黒い鱗は、自由に引っ込められるのか。今はほとんど人と変わりない外見だ。フン、と彼女は鼻で笑った。

「まったく、どういうつもりなのだ？　ここに運び入れるときも、介抱も手伝わなかったキサマが。いつの間にここに潜り込んだ？」

「うぐっ。それは……！」

「あ、あれ？」

　言葉を詰まらせるルシフェルに、きょとんとするのは護狼である。

「介抱って……ルシフェル。君がやってくれてたんじゃ」

「……う、うふふ。邪魔が入って残念ですわ、ゴローさま」

　ベッドの上にタオルを置いて、ルシフェルはささっと乱れた銀色の髪を直す。そうして、にっこりと微笑んで。

「ではまた、二人きりのときに楽しみましょう――」

　ばさっ、と彼女は背中の三枚の翼を広げる。と、やわらかなベッドを蹴(け)って、跳(ちよう)躍(やく)した。三つの月が見える、ガラスのはめられていない石造りの窓から飛び出す。ふわり、と漆黒の魔界の空に舞い上がった。




「に、逃げたっ？」

　円形のベッドの上で、思わず護狼は叫ぶ。――そのときにはベルゼビュートが動いていた。真紅の髪をなびかせて、アーチ型に石の組まれた窓へと駆け寄る。窓から身を乗り出して見つけるのは、三つの月が昇る魔界の空に羽ばたいたルシフェルの姿か。

　と、彼女は咄(とつ)嗟(さ)に窓枠を摑(つか)んだ。次の瞬間、ごりっと黒い爪を食い込ませて、窓枠の石をもぎとる。そして――ぶん投げた。ものすごい速さで。

「うふふふ。血相を変えても無駄ですわよ、ベルゼ？　翼のないあなたでは、追いかけてくることなんてでき……ふぎゅっ!?」

　めごっ！　という、護狼にまで聞こえる音が、ルシフェルの途切れた捨て台詞(ぜりふ)と共に届いた。やがて、ばきばきと枝葉の折れる音もする。どうやら飛んでいたルシフェルは、この《パンデモニウム学園》を取り巻く庭園のどこかに、墜(つい)落(らく)したようだ。

　それをしっかり見届けてか、「よし」とベルゼビュートが頷いた。ククと笑う。

「愚(おろ)か者はキサマだルシフェル。いちいち追いかける必要などあるか。思い知れ！」

「うわ……い、いいの、今の？」

「フン。残念だが、そう心配することもない。ああ見えてもあやつは、我と同じ《王(クイーン)》階級(ランク)の魔族だ。この程度で死ぬわけがない」

「いや、この程度って。いくらなんでも怪(け)我(が)くらいしてるんじゃ」

　ベッドの上に投げ捨てられていたシャツをそそくさと着て、護狼は思わず自分の首をさする。ベルゼビュートに吹っ飛ばされたときのことを、嫌でも思い出させられた。と、ふと見つけるのは、側に落ちていたタオルだった。「あ」と護狼はそれを拾って、改めてベルゼビュートに目を向ける。

「……そうか。ええと、ベルゼビュートだっけ？」

「なんだ、人間」

「あのさ。ほんとは君が、介抱してくれてたんだね」

　冷たい水をしっとりと含んだタオルを持って、護狼は軽く苦笑した。

　はっ、とするのはベルゼビュートだ。

「ふ、フン。ただ我がやったことだから……ここに運び入れるくらいはだな」

「ははっ、なんだ。意外とかわいらしいところもあるじゃないか」

「！　きっ、キサマ――だから！　我のこと、かわいいとか言うなッ!!」

「へ？　ごふう!?」

　瞬時に、真っ赤になったベルゼビュート。彼女はベッドの端に転がっていた、あの黒い毛並みのぬいぐるみを摑み取る。それを容(よう)赦(しや)ない速度で護狼へと叩きつけた。「だああっ!?」と護狼はいつぞやのように、またもや吹っ飛ぶはめになる。それでも二、三度ベッドの上を跳ねただけで済んだのは、ぬいぐるみのやわらかさのおかげだろうか。

「い、痛たた……なにー！」

「我は、魔王だぞ？　キサマはよりによって、一度ならず二度までも……！」

「わ、わかった、言わない。気を付けるよ！」

　なんで、それくらいで？　とは思ったものの、また殺されてはたまらない。生き返るけど、痛いものは痛いのだ。護狼はぬいぐるみを抱きしめた恰好で、必死に平謝りする。その直後――護狼はぎょっ、と目を見開いた。

　ただのぬいぐるみだと思っていたそれは、どうやら猫を模(も)したものか。らんらんと光る目が、大きなボタンで縫(ぬ)い付けられている。けれどもその下に、もうひとつの「顔」があった。よく見れば、ぬいぐるみの毛よりも濃い闇色の黒髪を、ツインテールにはみ出させた幼女である。鼻に引っかけているのは、装飾の施されたモノクルだ。その奥で、深いエメラルド色を湛(たた)えた瞳が、静かに動いて護狼を捉(とら)え――。

「う、うわあ！」

　護狼は素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げ、黒猫の着ぐるみを着た魔族の幼女を放り出した。

　転がった彼女をかわりに摑み上げるのは、ベッドの上に飛び乗ったベルゼビュートだ。

「アスタロト？　こんなところにいたのか」

『あー、ベルベルなのだ！』

　首根っこを摑まれた幼女魔族アスタロトは、ネコミミとなぜか二本に分かれた尻尾(しつぽ)をぴこぴこ動かす。ただし、彼女自身はしゃべらない。しかもまったくの無表情だ。表情豊かに口を開くのは、身を包む生きた着ぐるみの方である。

「べ、ベルベルはやめろっ」

　動(どう)揺(よう)した様子でベルゼビュートが言う。なんで？　とばかりにモノクル越しにつぶらな瞳を向けるのは、アスタロトだ。

『にゃふ？　ベルベルは、ベルベルなのだ。って、アーちゃんが言ってるのだ！』

「いや……だから我の威(い)厳(げん)が、だな」

『昔からアーちゃんはそう呼んでるのだ。今更なのだ！』

「う。それは、そうだが……」

『ね、ね！　そういえばアーちゃんのつくった「２７号」はどうだったのだ？　ってアーちゃんが訊いてるのだ』

「うむ？　人間界へ行くときに借りた、鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》か？　……形状は我の好みだが、さすがに重くてかなわなかったぞ。帰ってきたらすぐ脱ぎ捨ててしまった。それよりアスタロト、お主こそ《魔法生物(クリーチヤー)》を新調したのか？　まったく」

『にゃふん！　勇者が来るから思い切っておめかししたのだ！　ってアーちゃんが～』

　アスタロトが改めて護狼を見やった。が、護狼はベッドの上で、唖(あ)然(ぜん)とするばかりで。

「……着ぐるみが、しゃべった？」

『きぐるみ？　なんなのだそれ？　「２８号」は、アーちゃんがつくってくれた《魔法生物(クリーチヤー)》なのだ』

「アーちゃん？　アーちゃんっていうのは、ええと。着ぐるみ……じゃない、その《魔法生物(クリーチヤー)》とかいう、『生きぐるみ』の中身のことかよ？」

「フン。サタン、バアル・ゼブブに並ぶ三大魔族、ディアボロス家のアスタロトだ」

　アスタロトにかわってベルゼビュートが説明した。

「その名、魔族の中の魔族と呼ばれる家系だぞ。とりわけ魔法の扱いに秀(ひい)でた魔族だ。こうして自らの声を捧(ささ)げてまで高めた魔力は、我と同じ《王(クイーン)》の階級(ランク)に至らしめるほどだぞ？　勇者ならそのくらい、知っているだろう」

「へ？　いやー、それが」

「!?　よもや……知らないのか？」

「……無知でごめん。いや、だって俺はずっと人間界で暮らしてたし」

　学ばされたのは４９９まである、《勇者心得》くらいなのだ。素直に謝る。

　フン、とベルゼビュートがさげすんだ目をした。

「そのようなことで、我らの教育係が務まるというのか？　お笑いぐさだな」

「うっ。それは――でも。……知らなければ、訊いて理解していけばいい。そうだろ？《勇者心得》その１２９にも、こうある。『知らないことは恥(はじ)ではない。知ろうとしないことが恥なのだ』って」

「なんだと？」

　――そうだよ。と自らにも言い聞かせながら、護狼は告げた。

「それはきっと俺だけじゃなくて、魔族にも当てはまることだろ。うん、その溝(みぞ)を埋めるために、俺はこうして送られてきたんだ」

「？　なんだ……その、《勇者心得》というのは？」

「あ。俺のご先祖様たちが代々受け継いできた、大事な教訓みたいなものだよ」

『にゃふー。その考え方は理解できるって、アーちゃんも言ってるのだ！』

　閉口したベルゼビュートとは違い、アスタロトがぶら下がった恰好で、二本の尻尾をぷらぷらさせる。にぱっ、と着ぐるみが、作り物の歯を見せた。

『探求心はいいことなのだ。でないと、つまんないのだ！　にゃはは！』

「って……な、なに持ってんの、君？」

　そのときになって護狼はようやく気付く。アスタロトがなぜか、見知ったモノを握りしめていたのだ。

　それはいつの間にリュックから抜き取ったのか、なんと『保健体育』の教科書だった。しかもあろうことか、よりによって「男女の体の違い」のページを開いている。

『アーちゃん、人間界の文字まではまだ読めないけど。絵を見てるだけでなかなか興味深いのだ～。こういうこと教えてくれるのだ？』

「なにー！　そ、そこはたぶん教えない。俺にはハードル高いから！」

　あわあわしながら護狼はとにかく、教科書を奪い取る。

「そうか。なんでこんなとこにいたのかと思ったら。こっそり読みふけってたわけか？」

『あー、アーちゃんが夢中で読んでたのに！　つまんないのだ。にゃむー』

　教科書を奪われたアスタロトが、着ぐるみの頰をふくらませた。もっともその顔は、やはり無表情だったけれど。

「相変わらず物好きだな、アスタロト。……我は、人間などに学ぶことなど、なんの価値もないとは思うがな」

　呆(あき)れた様子のベルゼビュートが、護狼を突き放す。とことん気に入らないようだった。

「だが、まあいい。『勇者の教える知識を最も学べた者こそが、次期大魔王としてふさわしい』――フン、それがどんなに滑(こつ)稽(けい)なことであっても、我ら魔族は大魔王バアル・ゼブブの言葉には従わねばならぬ。……誰か、側にいるか？　誰か！」

　それでも彼女は赤い髪をなびかせて、ベッドから身軽に降りた。そのまま足を向けるのは、部屋の出入り口である。厚いカーテンを掻き分けて、外に向かって声を上げる。

　すぐに――一体の魔族がはせ参(さん)じた。

「は、はい！　あの、私……」

　おどおどしながら顔を見せたのは、両手が蒼い炎の翼となった、鳥型の魔族の少女だ。ベルゼビュートの前で傅(かしず)き、ちらりと部屋の中にいる護狼たちにも視線を向ける。

　その彼女に、無(ぶ)遠(えん)慮(りよ)にベルゼビュートは申し渡した。

「他の魔族どもに伝えるがいい。勇者が目覚めた、これから授業とやらを始める、とな。部屋を用意し、全員を集めろ。いいな？」

「はいです！　でも……あのう。バ、《子爵(バイカウント)》の私のような、低階級(ランク)の魔族にそのような大役を任せられて。そのう」

「くだらん。我にとっては、ほぼすべての魔族が下位の存在だぞ。いいからさっさと行け！」

「は、はいですう！」

　羽毛の太い眉(まゆ)をひそめていた少女が、ぱっと明るく微笑むと、すぐに翼を羽ばたかせた。あっという間にその場から立ち去る。

「――人間、父上の命令どおりにお膳(ぜん)立てはしたぞ？」

　見送ったベルゼビュートが、寝室のベッドの上にいる護狼へと向き直った。

「さて。我らにいったいなにを教えてくれるのか、見物だな！」

「は、はは……ねえ？」

　護狼は苦笑いしつつ、ああ、と心の中で頭を抱え込む。

（って、確かに、ほんと俺。い、いったいなにを教えたらいいんだか――）




††




　蒼い翼を持つ魔族の少女が手配したのは、この《パンデモニウム学園》でも最も広い部屋だった。

「こ、ここは……またすごいな！」

　準備ができた、ということで護狼はジャージの上着を引っかけて、荷物をリュックにまとめ直した。ベルゼビュートやアスタロトと一緒にやってくる。学園の最上階にあった寝室から、いくつかの螺(ら)旋(せん)階段を下りた先に、その大広間は存在していた。足を踏み入れたとたん、護狼はその豪(ごう)華(か)さと奇妙な造りに圧倒される。

　見上げると、首が痛くなるほどの高さに天井があった。高さは二十メートル以上あろうか。まるで石造りのホールである。神(しん)殿(でん)のごとくそびえる太い石柱があり、組まれた石の表面には、不気味だが荘(そう)厳(ごん)にも見える装飾が施されていた。あちこちに大粒の宝石がちりばめられ、きらきらと煌(きら)めいている。それらを明るく照らすのは、シャンデリアのように規則正しく寄り集まった、浮遊する無数の炎だ。

　その下に――階段状の床があった。十三もの段が連なるものだ。表面を覆うのは、マーブル模様に明(めい)滅(めつ)する不思議な石畳か。さらに、金色に光る黒い絨(じゆう)毯(たん)が敷かれている。その横を流れるのはなんと「水(すい)路(ろ)」であった。護狼はここまで来る途中、幹(かん)線(せん)道路のように広い大回廊にも、水路が設けられていたのを見ている。この施設全体に、どこからともなく水が循(じゆん)環(かん)させられているようだった。――そういった設備が必要な理由は、「ついてこい」とベルゼビュートに誘われ、一番高い場所にまで上った護狼にはわかった。

「な、なるほど。魔族ってのはやっぱり、多種多様だなあ……」

　改めて一望するのは、下の階層に集まった、数十体の魔族である。真ん中を占(せん)拠(きよ)するのは、図(ずう)体(たい)の大きなドラゴン型魔族だった。銀色の鱗に覆われた巨体を収めるには、確かにこれだけの広さがいるだろう。そして水路から顔を出すのは、人魚型やクラゲのようなゼリー状の体を持つ、水(すい)棲(せい)系生物の姿をした魔族たちだ。

　もちろんその他大勢の異形の者たちが集まり、護狼たちを見上げている。

　それとは別に、十三段目で護狼たちを待ち構えていた者もいた。据え置かれた水晶のごとく透明な椅(い)子(す)に座っていたのは、なんとあのルシフェルである。

　その周りにいるのは、ヒョウ柄の体毛と褐(かつ)色(しよく)の肌の、少し大人びた魔族の少女と――対照的にまるでゴスロリ調の恰好をした、垂(た)れたイヌミミを持つ幼女魔族だ。

「あら、ゴローさま！」

　ルシフェルが護狼のやってきたのに気付き、ぽふ、と手のひらを合わせる。椅子からすぐに腰を上げると、護狼を出迎え「ね、どうですの？」とその場でくるりと回転した。

「へ？　なに、いきなり!?」

　大きな胸がやわらかく弾(はず)むのを見て、護狼は慌てて目を逸らす。

　もうっ、とふくれるのはルシフェルだ。

「ちゃんと見てくださいまし！　ドレスを、仕(し)立(たて)屋(や)のシトリーに直させたのですわ！」

「あ、ああ。そういえば」

　なるほど、と護狼は遅れて理解する。気を取り直して視線を向けると、確かにルシフェルのドレスは、さきほどのものとデザインが少し変わっていた。丈(たけ)がかなり短くなっている。側にいたヒョウ柄の少女が、おそらくシトリーという魔族なのか。きれいに切った、ドレスの端を持っていた。

「でもちょっと短すぎない、それ？　いくらなんでも、素足が見え過ぎな気が……！」

「あら、うふふ。わたくしの脚(きやく)線(せん)美(び)が拝見できて、よろしいでしょう？　大胆にカットしてみたのですわ。なにせ――誰かさんのせいで、裾が破れてしまいましたので！」

「……ほほう。てっきり、どこかの間抜けが調子に乗ったせいだと思っていたが？」

　あからさまに睨んだルシフェルの視線を受け流すベルゼビュート。彼女は最上段に並んでいた、三つの椅子のうちのひとつに腰掛ける。ちょうど真ん中の席だ。

　残った最後の席に座るのは、着ぐるみ姿のアスタロトだった。短い足で『にゃんしょっ』と飛び乗り、尻尾の生えたお尻を降ろす。――もっとも彼女はさっきから、どうにもふてくされた態度だったが。よほど、『保健体育』の教科書を奪われたのが、気にくわなかったらしい。椅子の肘掛けに顎(あご)と長い尻尾をのせて、黒猫の顔がわかりやすくむくれている。それでも護狼のことには、まだ興味があるのだろう。

『ねーねー。さっそく始めないのだ？　ってアーちゃんが訊いてるのだ～』

　無表情な本体の顔はモノクル越しに、護狼をしっかり見据えていた。ネコミミがぴくぴく動く。「ですわね！」と、頷くのはルシフェルだ。

「くだらないやり取りをしている場合じゃありませんわ。なにせ、新たな大魔王選別の、第一歩となるのですから！」

　銀髪にオッドアイの魔族の少女は、言い争っていたベルゼビュートにわざとらしくそっぽを向く。そして短くなったドレスの裾(すそ)を翻(ひるがえ)し、すぐ側にあった自分の椅子へと舞い戻った。にこやかに、再び護狼に微笑みかける。

「ではどうぞ、ゴローさま！　――本来、このような謁(えつ)見(けん)の間で人間ごときが、わたくしのような高貴な魔族と対面することなどあり得ないのですけれどね？」

「……それを笑顔で言うか、君は!?　でも、その、ちょっと待って！」

　しかし、護狼は戸惑いを返すばかりだ。シトリーという魔族が段の下へと降りていき、イヌミミの幼女はドレスの切れ端を持ったまま、なんとその場で透明になって掻き消えた。え？　と思ったときには、イヌミミ魔族はシトリーより先に、他の魔族たちのいる十三段下に現れていた。そびえる太い柱の裏に身を隠して、護狼の方を見上げてくる。

　だからこそ、嫌でもはっきり気付かされた。そう、三つの椅子だけが用意されたこの位置に残されたのは、護狼と三人の《王(クイーン)》階級(ランク)の魔族だけで――。

「なんでこの配置に？　いや……おかしいよ、これ！」

「？　なにか問題があるか、人間？」

　横に立つ護狼の方を、椅子に座ったベルゼビュートが見やる。ルシフェルもきょとんとした。アスタロトだけは相変わらず無表情だったが、かわりに小さく首を傾(かし)げる。

「いやいやいや、だって！　教室がないのは仕方がないにしても……なんで横に、三人だけが座ってんの!?　それも、他の魔族たちを見下ろす形で！」

「それは、当然だろう？」

　ベルゼビュートが、しれっとした態度で答えた。

「ここは玉(ぎよく)座(ざ)の置かれていた広間だ。《王(クイーン)》階級(ランク)の我らがここに座らずに、どうする？」

「玉座？　……そのさ、来たときからなんとなく感じてはいたんだけど。《パンデモニウム学園》だっけ？　この建物って、もしかして」

『ここって以前、大魔王さまのお城だったのだ！』

　護狼の訊きたいことを察して、アスタロトが真っ先に答えた。

『よくベルベルと遊んだって、アーちゃんが言ってるのだ～！』

「む、昔のことはいい！　アスタロト！」

　余計な情報まで付け足したアスタロトを、ベルゼビュートが叱(しか)りつける。そこに追い打ちをかけるのはルシフェルだ。

「そうそう、ベルゼとアスタロトは幼い頃からよく会ってましたのよね？　まあこの城はずっと、人間界侵略への、要(よう)塞(さい)施設としての機能を果たしていましたから？　バアル・ゼブブさまの右腕たるディアボロス家の者が出入りするのは、ごく自然なことですわね。――で、アスタロト。ベルゼの幼少時代って、どうでしたの？」

『？　んーとなのだ。帰るときになるといっつも、泣いて嫌がってたってアーちゃんが』

「アスタロトっ！　だ、だからやめろと言っている！」

　ベルゼビュートが思わず玉座から腰を浮かせた。もっともアスタロトの方は、『にゃふ？』とモノクルの下で、瞼を瞬かせていたけれど。くすくすと楽しそうに笑うのは、してやったりのルシフェルだ。ただし護狼はそんなやり取りより、「大魔王の城」「要塞施設」といったキーワードにくらくらする。

（ああ、だからこんな変なことに？　というか……机もなにもないここで、いったいどう始めればいいんだ）

　持って来たリュックを背中から降ろしてみるも、そもそも講義ができる部屋として成り立っていないことに、護狼は頭を抱えてしまう。何を教えるとか以前の問題だった。

（いや、確かに……まともな設備が整ってる、とか思う方がおかしいわけで）

　第一――普通の教室などしつらえたところで、無意味だ。護狼は巨大なドラゴンや、人魚、石柱から突き出た装飾にぶら下がったカラス頭の魔族などを見て、思い知る。全員がきちんとそろって机に向かう姿など、想像できない――。

「それでもせめて、配置だけでもなんとかしないと。こんなものどうにもならないぞ？」

「なんだ人間？　さっきからブツブツと」

「いや、あのさ。三人とも、ちょっとみんなと同じ場所で固まってくれるかな？」

「なに？　それは我らに下まで降りろ、ということか？　あり得んぞ!?」

　ただでさえ不機嫌そうなベルゼビュートが、いっそう嫌な顔をする。「そうですわ！」と、このときばかり同調したのはルシフェルだった。

「魔族にとって階級(ランク)制度は絶対ですのよ？　それこそ幼い頃から切(せつ)磋(さ)琢(たく)磨(ま)し、己の魔力を高めることで得たものですから。――まあわたくしのように、生まれも育ちも特別な者は、最初から高階級(ランク)でしたけど？　ふふふ」

「ごめん、その階級(ランク)ってのは、俺にはよくわからないんだけど……？」

「あら。人間のようにちっぽけな存在だと、大差ないですものね？　当然ですわ」

「いや……おいー？」

『にゃむ？　でも確か、人間界でも階級(ランク)みたいなのはあったはずなのだ。魔族の制度を取り込んで、支配層ってのができたはずだって、二千年以上前の書物に載ってたのだ～！　って、アーちゃんがここの図書館で読んだらしいのだ！』

「そうなの？　あ、いや。確かに魔族ってのは――ずっと昔は人間界と交流があって、それでいろいろな説(せつ)話(わ)に残ってるって話を、父さんが話してたことがあるような」

　アスタロトの説明に、護狼は少し納得した。人がまだ、魔族を「神」として崇(あが)めていた、遠い昔のことである。

『ちなみに魔族の階級(ランク)は下から《男爵(バロン)》、《子爵(バイカウント)》、《伯爵(マーキス)》、《侯爵(カウント)》、《公爵(デユーク)》、そしてアーちゃんたち《王(クイーン)》って続くのだ！』

「そして……それら６階級(ランク)の外にいる例外的な存在が、『大魔王』というわけですわ」
















　ルシフェルが続ける。彼女はぽふ、と手のひらを合わせてふんわりと微笑んだ。

「ですから。結局はわたくしたち三体の《王(クイーン)》から、大魔王は選ばれますの。『一年後に新たな大魔王が生まれる』と、宰相のルキフゲスが予知しましたけれど――それはどう考えても、わたくしたちの中の一人としか考えられませんわ。他の魔族たちは、身の回りの世話のためや、今から媚(こ)びを売っておくために使わされた者ですの！」

「――そんな！」

　護狼は思わず、集まっているその他大勢の魔族たちを見渡した。

　しかし彼ら彼女らから、ルシフェルの言葉に対しての反論はない。誰もが「なにをいまさら」という様子で、互いに顔を見合わせていた。だからこそ十三段もの頂(いただき)に、三体の魔王少女たちのみがこうしているのだ。けれども――。

「違う……違う、違う違う違うっ！」

　一人だけ、拒絶する者がいた。それは、魔族の常識に囚(とら)われていない存在。この場にいる唯(ゆい)一(いつ)例外の、人間である護狼だった。

「生まれつき特別だとか、そんなの！　いいわけがない!!」

「なんだと？」

『にゃふ!?　どうしたのだ？』

「ゴローさま？」

　側で聞いていたベルゼビュートが、ルシフェルがびっくりする。アスタロトもモノクルの下でわずかだが目を見開いた。その態度に、護狼はすぐにはっ、と我を取り戻した。

「あ、ごめん！　ただ……俺は」

（俺は知ってる。「勇者」っていう特別な自分が、決していいものじゃないってことを）

　それは父から「行けるときには行っておけ」と、全(ぜん)寮(りよう)制(せい)の中学に入れられた護狼だから、わかることだ。――護狼は、母と早くに死別した。その直後、たった一人の《五代目》として、事情を知る大人たちから良かれ悪(あ)しかれ別格の扱いを受けたことがあった。当時はわからなかったものの、その異質さは今になって理解できる。

（あのときも今みたいに、父さんって勝手に俺の進路、決めちゃったんだよな。でも）

　護狼は「普通」の生活をして、思い知った。それがたとえ平凡であっても――特別扱いされないということは、どんなに自分を育ててくれるものか、ということを。

「……。少なくとも人間の学校じゃあ、そういうことはあり得ないんだ。もちろんそれぞれ、誰しも生まれや能力に差はあるよ。けど――」

　慎(しん)重(ちよう)に言葉を選びつつ、護狼は大広間にいる魔族たち全員に向けて語る。

「だからこそ、学校に通う生徒となったら、そこに身分や階級(ランク)なんて関係ない。ここに集った生徒はみんな、平等なんだ！」

　ところが。この発言が、いけなかった。

「なにを、馬鹿な！」

「平等って……どういうことですの!?」

　真っ先にベルゼビュートとルシフェルが、ものすごい剣(けん)幕(まく)で立ち上がる。一緒にいたアスタロトが、『うにゃっ？』と驚いてか、黒い毛並みを逆立てるほどだ。

　他の魔族たちも口々に、「階級(ランク)がない？」「まさか！」「せいと？」とざわつく。あまりにも常識が違いすぎて、受け入れられない理(り)念(ねん)らしい。

　さらにアスタロトの言った、何気ない一言が拍(はく)車(しや)をかける。

『にゃふー？　それってつまり……アーちゃんたち《王(クイーン)》階級(ランク)だけじゃなくて、他の魔族にも大魔王になれるチャンスがあるってことなのだ？』

　瞬間――どっ、と大広間の空気が震えた。

「おれたちが……大魔王に、なれる？」

「そんな、まさか！　ここにおられる魔王様たちを差し置いて？」

「けど確かに、大魔王様の命令は、『やってくる勇者にゆだねよ』ということだし――！」

　誰もが明らかに動揺し、収拾がつかなくなる。そして何より血相(けつそう)を変えるのはベルゼビュートだ。

「なぜ、そうなる!?　人間！」

「う、うわあっ！」

　護狼の足が宙に浮いた。ベルゼビュートがその細腕で、護狼のジャージの胸ぐらを摑み、軽々と持ち上げたのだ。その力に、さすがに護狼はぞっとする。

「ち、ちょっと!?　苦しいって～～！」

「キサマというヤツは！　なにが平等、だ。我らのように明確な階級(ランク)も持たぬ弱い人間だからこそ、そんな突(とつ)飛(ぴ)なことを言い出すのだ！　……やはり我ら魔族が、人間界を侵略し、統治するしかないな！」

「な、なんでそんな話にっ」

「フン。キサマにはわからないか」

　くだらない。とばかりに、ベルゼビュートが護狼を放した。どうやら今回は死なずに済んだらしい。どうにか絨毯の上に着地して、護狼は少しほっとする。

　げほげほ、とむせながらも、護狼はなんとなく理解した。なぜ魔族は、人間界を支配しようとするのか。それは――。

（染みついた階級(ランク)制度のせいなのか？　だから「下」に見ている人間を抑えつけることが、魔族たちからすれば当たり前のことで……まったく、こいつらは、なんて！）

「……いいや。君たちは間違ってる！　――これだけは譲(ゆず)れないよ」

「なんだと？　キサマ！」

「だって、そうだろ？」

　また突っかかってきそうなベルゼビュートを前に、しかし怯(ひる)まず護狼は続ける。そして、他の騒がしい魔族たちをも見回した。

「時代は変わろうとしてるんだ！　だからこそ俺が、魔界につれてこられた。そして俺が来た理由は、和平の教育のためだ！　……はっきり言って人と魔族は、互いに嫌い合ってる。けど、わかり合えるよう努力させるのが俺の役目なんだ。だから」

　いつしか魔族たちの喧(けん)噪(そう)は収まっていた。しん、となって護狼の訴えを聞いている。護狼はあえて、相手の目をひとつひとつ見据えて語った。

「誰が相手であっても、俺はきちんと公平に教えるよ。それが人間のやり方なんだ」

　最後に、側にいるベルゼビュート、ルシフェル、アスタロトの三人を見る。

「――問題ないよな？　だって……現大魔王が決めたんだろ？　俺から一番学べた魔族が、次期大魔王になれる、って」

　それが、大魔王の意志なのだ。その重みに、誰もが言葉を詰まらせる。しかし。

（やれやれ。なに言ってるんだよ、俺は？）

　表情には出さないものの、後悔している者が一人。なんと護狼である。

（階級(ランク)より、平等が大事だなんて。……その階級(ランク)のせいで魔族が大魔王の命令には逆らえない、ってのを利用して、こんな矛(む)盾(じゆん)したことを。汚い、俺は卑(ひ)怯(きよう)だなあ。でも）

　それでも――ここからでいい。護狼は自分を納得させる。

（ここからでも、お互いにわかり合うことができるなら、それで――）

「ふふ。わかりましたわ、ゴローさま♪」

　すると。優雅に微笑みながら、ふわりと背中に抱きついてきたのはルシフェルだった。

「！　ルシフェル？　や、あの。だから、ふにょっと当たってるってば！」

「ですから、故意ですのよ？　うふふ。だって」

　護狼の耳元に、仄かに花の香りのする吐息をかけて、ルシフェルが言う。

「要するに、やっぱりゴローさまに気に入られればいい、ということですのね？　まったく。ですからわたくし、言ったでしょう？　好きにしてくださっても構わない、と――その覚悟くらい、魔王の一人であるわたくしですもの。美しいまでの自己犠牲の精神で、乗り越えてみせますわっ！」

「いや、あの……ち、違うー！」

「そういうつもりだったのか、人間め!?」

　今度はベルゼビュートが反応する。

「クっ、少し見直したぞ？　なかなか卑(ひ)劣(れつ)ではないか！」

「いやいやいや、そうじゃなくって。ええい――とにかく」

　まずは授業だ！　護狼はルシフェルの腕から逃れると、リュックとともに段差を降りた。

「？　どこへ行くのだ、人間？」

「ゴローさま!?」

『にゃふ？』

「下へ行くだけさ、俺が。だって、そっちはそこから動く気ないんだろ」

　十三段目の頂にいる魔王少女たちにそう告げて、護狼は多くの異形の魔族たちの群れる、一番下の床までやってくる。「はいごめん、通して」と、大勢の魔族たちを掻き分けて、大広間の壁際で振り返った。そこは位置的に、階段状になっているこの空間を、見上げる形で一(いち)望(ぼう)できる場所だった。

「よし。ここだったら……ああ、みんなどうせなら、もうちょっと段差の方に詰めてくれる？　俺の周りを空ける形で、移動して欲しい。椅子代わりに段差に座っていいから」

　護狼はそう指示を出す。しぶしぶ、といった感じではあったが、魔族たちが従った。水路にいた魔族たちはどうにも動きようがなかったけれど、各々段差の一段目や二段目に腰を下ろす。あの巨大なドラゴン型魔族は、みんなの邪魔にならないよう、一番端で尻尾を丸めた。おお、と護狼は彼らを見渡す。中学や高校の標準的な教室とは大違いだが、これはこれでちょっとしたすり鉢(ばち)型のホールのようだ。

（なんとかなりそうだぞ。黒(こく)板(ばん)も、教卓もないけどさ）

　護狼は気を取り直し、持って来たリュックを傍らに降ろした。さて、まずはどこから始めようか。と初めての授業に頭を巡らせながら、荷物をまさぐる。

「そうだ。最初は自己紹介からだよな？　君ら魔族のことは、おいおい覚えていくとして……俺は、護狼。日本人の《五代目》勇者、村雲護狼だ。といっても勇者、じゃなくて、この場合『先生』って呼んでくれた方がいいかな？　さて」

　そう言いながら、しかし。はた、と護狼は困惑に手を止める。重大なことに思い至ったのだ。それは至(し)極(ごく)、当たり前のことで。今まで事態が急展開過ぎて、護狼自身でもさっぱり気が付かなかったことだった。

　が、ここにきてその、当然の問題に直面する。思わず護狼は改めて、段差の上にいるベルゼビュート、ルシフェル、アスタロトを含めた魔族全員を見回した。

　そして、「センセー？」と聞き慣れない言葉にきょとんとする彼らを前にして――記念すべき、護狼による魔界での、第一回目の授業は。

「ええっと、その……じ、自習―――――！」

　護狼は全力で、叫んでいた。

















「俺は……なにをやってるんだ……」

　他に誰(だれ)もいなくなった、《パンデモニウム学園》の大広間。そこに残された護(ご)狼(ろう)は一人、防水リュックの傍(かたわ)らで蹲(うずくま)っていた。膝(ひざ)を抱え、うなだれて、自己嫌(けん)悪(お)に胸を痛める。

　結局自分は『自習』としか、言えなかったのだ。

　もちろんその言葉を知らないベルゼビュートたちが、意味を護狼に訊(たず)ねてきた。

「ジシュウ、だと？　なんなのだ、それは？」

「自習ってのは……その。自ら進んで、学ぶという、人間界で最も難(なん)解(かい)であり――かつ、重要な授業なんだ。うん」

「そんなものが!?　クっ、人間にしてはやってくれるな！」

「な、なんてことですの？　ジシュウ……恐るべしですわ！」

　ルシフェルまでもそう呻(うめ)く。他の魔(ま)族(ぞく)たちも同様だ。どうしていいのかわからないようで、互いに顔を見合わせる。

　そんな中、十三段上にある玉(ぎよく)座(ざ)から、ぴょこんと降りたのはアスタロトだった。

『にゃはっ！　確かになかなか高(こう)尚(しよう)な教えなのだ、ってアーちゃんも感心してるのだ！　つまり……まずはゴロちゃん、アーちゃんたちが日頃どう自己鍛(たん)錬(れん)してるのか見てみたい、ってことなのだ？　だったら！』

　身軽に彼女は十三段ある床を、四本の足で駆(か)け下りる。と、護狼の側(そば)で一度だけ足を止めて、二本の尻尾(しつぽ)を軽く振った。

『じゃあアーちゃんはせっかくだから、学園の図書館に行くのだ！　あそこでたっぷり、いろんなことを調べるのだ～！　にゃふー！』

「え？　ちょ――」

　護狼が止める間もなかった。アスタロトは颯(さつ)爽(そう)と、扉のない大広間の出入り口から飛び出して行った。――それが、他の連中の引き金になる。「自己鍛錬……そうか」「普段通りのことを」「よし！」と、なぜか魔族たちが頷(うなず)き合って。

「なるほど、いいだろう」

　そう納得したのは、玉座から続いて腰を上げた、真(しん)紅(く)の髪の少女だった。十三段目の頂(いただき)から真(ま)っ直(す)ぐに、ルビー色の瞳(ひとみ)が護狼を鋭(するど)く見下ろした。

「ジシュウをしてやる。自ら考えいつもどおりに、人間界侵(しん)略(りやく)のための、鍛錬をな！」

「はい？　いや、おいー！」

「ああら。奇(き)遇(ぐう)ですわね、ベルゼ。わたくしと同じ考えに至るなんて」

　うふふ、と微笑(ほほえ)みながらもやはり立ち上がるのは、残った玉座にいたルシフェルだった。すると彼女は三枚の翼をさっと広げ、軽やかに床を蹴(け)る。

「お先に失礼、ですわ！　ゴローさまの要求どおりジシュウをやってみせますの！　そしてゴローさまに認められて次期大魔王になるのは、このわたくしですわ！　ふふふ！」

「フン、キサマの好きにさせるものか！」

　ルシフェルが飛んで大広間を後にする。すぐさまものすごい跳(ちよう)躍(やく)をベルゼビュートが見せた。十三段目の上から一気に、護狼のいる目の前に降りてくる。しかし彼女は護狼には一(いち)瞥(べつ)もくれず、ルシフェルを追って立ち去った。そんな魔王少女たちに、ついには他の魔族たちも動く――。地響きを立てて我先にと全員が、大広間から出て行った。

　こうして護狼は一人、ここに取り残されたのである。しかし原因が自分にあることは、自分が一番わかっていた。どうして自習だなんて、思わず口走ってしまったのだろう？

　いいや、それは必然だった。今にして護狼は痛(つう)感(かん)する。

「そうだよ……俺なんて《五代目》として勇者を継(つ)ぐのはまあ、納得してたけど。だからこそこうして魔界に飛ばされることも、なし崩し的でも受け入れたけどさ。だけど」

　――教師になるだなんて、考えたこともなかった。問題はそこなのだ。

（俺が誰かにものを教えるだなんて……昨日まで学校に通う、単なる一生徒だったのに。だってなにを教える、どころか。どう教えていいかさえ、さっぱりわかんなくて）

「……これ、俺のせいか？　俺が悪いのかな」

　はあ、と溜(ため)息(いき)が漏(も)れる。自(じ)嘲(ちよう)的(てき)な笑みが頰(ほお)に浮かんだ。今すぐ死んで、父に文句を言いに行きたくなったのだ。もっとも、きっとあの父のことだ。さらっと非難をかわして、逆に護狼をやり込めてしまうのだろうけれど。

　だから。今の護狼が精神的に頼れるものは、たったひとつだ。

「《勇(ゆう)者(しや)心(こころ)得(え)》その１５４。『勇者には立ち止まっている暇などない』、か……」

　護狼はようやく気を取り直す。いつまでもこうして、一人で落ち込んでいても仕方がない。嫌でも、スキルが足りなくても、何とかしなければならないのだ。

（俺になにができるかだなんて。そんなことはまだ、やっぱり見えてこないけど。でも）

　護狼はゆっくりとだが、しかししっかりと、その場で立ち上がる。

「なにもしない、なんて選(せん)択(たく)肢(し)はないんだ。とにかく、考えが追いつかなくてもいい。こんなところで一人くすぶってるのだけは、避けなくちゃ――」

　ちゃんとやる。そう、「約束」したんだ。護狼は教科書などが詰まったリュックを持ち上げて、大広間から外へと出た。




　大広間からいきなり伸びていたのは、《パンデモニウム学園》の一階にある大回(かい)廊(ろう)だ。両(りよう)脇(わき)に水(すい)路(ろ)が走り、幅はまるで片側三車線道路のようである。天井もドラゴン型魔族のような巨体に対応するためか、ゆうに十メートルもあった。そこに差し込む光は、あの三つの色の月明かりだ。

（どうも魔界の空は、ずっと夜のままみたいだ。……俺の知らないことばっかりだな）

　それでも三つの月は十分に、明るく世界を照らしていた。その光の下で護狼は、リュックの肩(かた)紐(ひも)につけられていたタフネスウォッチの、時刻表示を確認したのだ。既(すで)に魔界に来て、半日以上は経(た)っていた。そこから何となく察したのである。

（そうだ。俺が最初にやらなくちゃいけないことは、まず「知ること」で）

　だからとにかく、護狼はこうして大広間を出たのだ。何も知らない《パンデモニウム学園》の中を、好き勝手にうろついてみる。そこは確かに、もと大魔王の城というだけのことはあった。荘(そう)厳(ごん)な造りは、どこか神(こう)々(ごう)しくも感じられる。塵(ちり)ひとつ落ちていない、静(せい)謐(ひつ)な空間がどこまでも続いていた。

　しかし――魔族たちはさて、どこへ消えたのだろう？　人間の足では広すぎる施設内で、護狼は当然のように迷ってしまった。そのとき、護狼の耳が喧(けん)噪(そう)を捉(とら)えた。

　今のは？　聞こえた音を頼りに、護狼は進む。回廊どうしを繋(つな)ぐ階段を渡り、フロアを上がっては降りて――辿(たど)り着いたのはどうやら、この《パンデモニウム学園》の中庭らしい。建物に囲まれた空間がぽっかりと拓(ひら)けて、護狼を出迎えた。

　が、そこに踏み込む寸前に、護狼は「わ！」と立ち止まる。

「な……なにやってるんだ？」

　中庭はさながら、岩と砂(じや)利(り)とでつくられた枯(かれ)山(さん)水(すい)のような庭(てい)園(えん)だった。オブジェのように頑(がん)丈(じよう)そうな一枚岩が、無造作にいくつも転がっている。が、それは決して美しさを求めてのものではないことを、護狼は悟(さと)る。すべては、単なる機能美だった。他のものは必要ないのだ。ここでは大勢の魔族たちが、縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に駆け回り、交(こう)差(さ)する。いや、互いに拳(こぶし)や武器などをぶつけて、戦っていたのだ。護狼は唖(あ)然(ぜん)とするばかりだ。

「って、もしかして！　魔族たちの自習って、これのこと？　えええ」

　この中庭は訓練場というところか。ひゅんっ、と空を疾(しつ)駆(く)するのは、フクロウ頭の魔族である。と、急降下して玉砂利を飛び散らせ、血のように赤い鎧(よろい)を着込んだ騎(き)士(し)魔族とぶつかり合う。二体の魔族はもつれ合い、何度か風の爪(つめ)と赤い刃を交わらせた。

　その横でぶつぶつと何やら特殊な言語を呟(つぶや)いているのは、佇(たたず)んでいる少年魔族か。彼の額から伸びた美しい一本角に、突如光が収束した。瞬間、それは光の鞭(むち)となって空間を走る。ばっ、と当たる寸前でかわしたのは、鹿(しか)の角を生やした小(こ)柄(がら)な少女魔族だ。「たああっ！」と彼女が叫ぶと、飛び上がった周囲に暗雲がいきなりわき出る。ちかちかと、小さな稲(いな)妻(ずま)が彼女の体を包み込んだ。

　そして、中庭に転がるひときわ大きな岩の向こうから飛び出してくるのは、銀色の鱗(うろこ)を持つドラゴンだった。いや、弾(はじ)かれたように吹っ飛んでくる。ドラゴンに津(つ)波(なみ)のような水(みず)飛沫(しぶき)を叩(たた)きつけたのは、巨大なスライムの塊(かたまり)だった。不定型なその体を揺さぶって、さらにドラゴンへと迫っていく。

　そんな混戦の中――。圧倒的な存在感を放っていたのは、あの赤毛の魔王少女だった。

「フン！　しょせん、この程度かキサマたちは……！　鍛錬にならんな」

　砂利の上に腰を下ろして、ベルゼビュートは面白くなさそうにそう吐き捨てる。彼女の周囲には、すでに倒された有(う)象(ぞう)無(む)象(ぞう)の魔族たちが、山となって重なっていた。

　すべて、一人で倒したということか？　何者をも寄せ付けない光景に、護狼はさすがにぞっとした。と、彼女のルビー色の瞳がたまたま護狼の方を向いた。反射的に護狼は、手近にそびえる回廊の柱の陰へと身を隠した。

「って、あ、あれ？　なにやってんだ、俺？」

　それはおそらく、本能的な行動だった。が、「いやいやいや」と護狼はこっそり頭を振る。怖(お)じ気(け)づいても仕方がない。少なくとも護狼はせめて教師らしく、しゃんとしていなければならないのだ。たとえ、それが上辺だけでしかなくても。

（大丈夫だって。俺、死なないんだから。死ぬときの苦痛は普通にあるけどさ。はは）

　どうにか自分にそう言い聞かせる。けれども相変わらず、石柱に貼(は)り付いたままであったが。――しかし情けない姿なのは、実は護狼一人ではなかった。

「ま、まったくもう、なんですの!?　ベルゼったらほんと、容(よう)赦(しや)ないんですから！　わたくし、がさつなあなたと違って億千倍は繊(せん)細(さい)ですのよ？　――あ、ゴローさまっ！」

「……ルシフェル？」

　隣の太い石柱の裏にいたのは、銀髪にオッドアイの魔王少女だ。ルシフェルである。彼女もびっくりしたのだろう。金と青の瞳を見開き、しかし――ドレスについていた砂(すな)埃(ぼこり)をぱぱっと払い、ふ、と唇をほころばせた。

　ぽふ、と手を合わせながら、すぐさま護狼の方へと駆け寄ってくる。

「そうですわ。なにもわたくしが、今更こんな汚れるようなことしなくても……！」

「なに？」

「こっちのことですわ、お気になさらずに～。ところでゴローさま、いつからここに？」

「つい今し方だけど。……これってやっぱり、人間界侵略のための、訓練ってヤツ？」

「もちろんですわ」

　それ以外になにがありますの？　と一点の曇(くも)りもなく、ルシフェルが微笑んだ。

「たまにこうして体を動かさないと、鈍(にぶ)ってしまいますもの！　まあ、中には加減というものを知らない手合いもいますけどね……」

　そう言ってルシフェルが横目でちらりと、中庭にいるベルゼビュートの方を睨(にら)む。

「だいたい発(はつ)憤(ぷん)しすぎですわ！　力だけなら、ベルゼと互角に張り合える魔族なんていないんですから。――それでも相手をしてさしあげる、このわたくしの身にもなってみればいいんですわ。もうっ」

「！　それ、どうしたの？」

　と、ふいに護狼はあるものを目にする。勘(かん)付(づ)いたのは、ルシフェルの手についた黒い汚れだ。いいや、それは汚れではない。次の瞬間、護狼ははっとさせられる。――ルシフェルの右腕の白い肌から、黒い液体がにじみ出ていた。まさか、と護狼は息を呑(の)んだ。

「それって……血？」

「えっ。ああこんなもの、ちょっとこすっただけですわ。……ま、負けてませんわよ、わたくし!?　あえて、退(ひ)いてあげましたの！　それにこの程度の傷、少し休息を取ったり食事をすれば、あっさり治(ち)癒(ゆ)して」

「なに言ってるんだ。待って、確か荷物の中に、応急手当のキットが入ってたような」

「？　な、なんですの？」

　きょとんとするルシフェルの前で、護狼は背中のリュックを降ろした。中身をごそごそ引っかき回して取り出すのは、コンパクトなケースに収まった「医(い)療(りよう)キット」だ。

　そこから消毒液の小型ボトルを摑(つか)み取る。

「染みるかもしれないけど、我(が)慢(まん)してくれよな」

「我慢？　染みるって、いったい――ひゃううううっ!?」

　ぷしっ、と消毒液を吹(ふ)きかけたとたん、ルシフェルが大げさに飛び上がる。

「な、なんですの今の！　毒(どく)霧(ぎり)!?　わ、わたくしの、この麗(うるわ)しい腕に！」

「毒じゃないよ。傷口をきれいにしたんだ。あとは」

「傷口？　……ですからこんなもの、放っておいても」

「駄(だ)目(め)だよ。擦(かす)り傷程度でも、女の子なんだから」

　次いで護狼が選んだのは、大きめの絆(ばん)創(そう)膏(こう)だった。それを「腕出して？」とルシフェルを促(うなが)し、傷口に貼る。

「……終わりですの？」

「うん。俺には、こんな簡単な処置しかできないけど。ごめん」

「いえ……別に。か、かまいませんわよ？」

　びくびくしていたルシフェルだったが、貼られた絆創膏をしばし見つめてようやく落ち着く。それから視線を上げて、護狼を見て。――なぜか、ゆっくりと頰を赤らめた。

　しかし、彼女はすぐに気を取り直して。

「うふふ。ゴローさまったらあ～」

「わ！　な、なにっ、いきなり寄りかかってきて？」

「だって。わざわざこんなことしてくださるなんて、それはもうわたくしのこと、特別扱いしてくださるって証(あかし)ですわね？　ね？」

「そんなんじゃないってば。俺はその、教師だから。生徒だったら誰にでもやるってば」

　ぽふ、と手を打ち、そのまましがみついてくるルシフェル。その自(じ)慢(まん)のやわらかな胸が押し当てられて、護狼は耳まで赤くなる。

「だからその、胸を当てるのはちょっとー！　やっぱりわざとなのか？」

「ですわよ。当然ですの！　激しく動くときにはどうにも邪魔なモノですけれど……ふふ、こんなときには役に立つものですのね？　殿(との)方(がた)なら人間ごときでも、こういうのに弱いのでしょう。ましてや《王(クイーン)》階級(ランク)で、とびきり美しいわたくしのですから！　それはもう、あらがえないですわよね？」

「自分で言うか？　これはいいから、おいー！」

「無(む)駄(だ)ですわ。ベルゼほどではありませんけど、わたくしも人間よりは力があるんですのよ？　というか、ゴローさまもいい加減、割り切ってくださればいいのに」

「俺の話聞いてないよね？　って、割り切りなんて器用なこと、できないんだってばっ」

　そういう問題？　護狼は困(こん)惑(わく)するばかりだ。もっとも腕力で引き剝(は)がそうにも、確かに彼女の言うとおり、一見護狼よりも華(きや)奢(しや)に見えるルシフェルの腕はびくともしない。そればかりではなかった。「もうっ！」と突然、ルシフェルが護狼を押しやる。護狼は回廊の太い石柱に、背中をどん、とぶつけた。逃げ場がなくなったせいか、いっそうふにょっとしたやわらかさが、ジャージの上からでも伝わってくる。
















　さらにルシフェルは、さきほど治療したばかりの右腕を、護狼の顔の横で突っ張った。互いの息がかかるほどの距離で、彼女は色の違う二つの瞳をいきなり見開き――。

「わたくしがここまでしているのに、煮え切らないお方ですのね。こうなったら、えい！」

　そのルシフェルの金色の左目が、ふいに不気味に煌(きら)めいた。――刹(せつ)那(な)。

「う、ぐっ!?」

　どくん。護狼の動(どう)悸(き)が早くなった。と、眼前に焼けるような熱さを感じる。くらくらと目(め)眩(まい)を覚えた。

　護狼の目の前に突然出現したのは、黒い光の塊だった。それはルシフェルの瞳と同じ、丸い形をしたものだ。その輝きは染み入るように、護狼の額に貼り付いた。くすくすと、銀髪の魔王少女が楽しそうに目を細める。

「《邪(じや)眼(がん)》による支配の《刻(こく)印(いん)》ですわ、ゴローさま。サタン家は代々、魔族の中でもとびきり魔法に秀(ひい)でてましてよ？　この力……人間ごときには、逃れられませんわ」

「そ、そんな……」

「初めからこうすればよかったのですわ！　まったく、わたくしとしたことが。育ちがいいせいか、魔族にしては性格がいいのが欠点なのですから。うふふふ――あ、あら？」

　しかし、彼女の笑みはすぐに消えた。護狼の額から、黒い光の《刻印》がすうっ、とあっさり消失したのだ。焼けるような熱さもなくなり、護狼はほっと息を吐く。

「ごほ、ごほっ。む、無駄だって。俺には、魔法は効かないよ」

「な、なんですの!?」

「《勇者心得》その６――『魔法など気にするな。神の加(か)護(ご)の前には無力だ』って、ね」

　なるほど、こういう意味だったのか。護狼自身も驚きながら、額をさすった。

「勇者は、魔法に強い免(めん)疫(えき)力(りよく)があるんだよ。だからこそ、昔から対魔族人間兵器として戦ってきたわけ。知らなかった？」

「し……知っていましたわ、そ、それくらい！　わたくしのような高位魔族にとっては、呼吸をするかのごとく当たり前すぎて、うっかり忘れていただけですわ！」

「なんか、噓(うそ)っぽい……」

「う、噓を吐(つ)くのも魔族としてのたしなみですわ！」

「……。じゃあやっぱり、うっかりじゃないってことで」

「きゃーきゃー！　ち、違いますわ！　違いますの！」

「というか、無理矢理俺を支配とか……さすがに、ひどいよ？　俺が勇者だったからよかったものの。いや、魔界に来てからこっち、そういう場面ばっかりだけどさ」

「そ、それは、そのう。――うふ？」

　おたおたしたルシフェルだったが、護狼から離れ、ぽふと手を打つ。そうして彼女はにこやかに、ふんわりとした微笑みを残して――逃げた。それも、思い切りだ。

　まさに脱(だつ)兎(と)の如(ごと)く、である。すすっと後ろに下がったかと思うと、次の瞬間には三枚の翼を広げていた。そのまま石柱を回り込むように隠れて、飛び立つ。あっという間に護狼を残して、ルシフェルは中庭を横切るように高々と飛翔していた。

　その後ろ姿を見送って、護狼は唖然とするばかりで。

「ろ、ろくでもない……」

　口を突いたのは、そんなやるせない感想だった。

　逃げていくルシフェルを見上げるのは、護狼だけではなかった。いつの間に、中庭にいたその他大勢の魔族たち、全員を倒していたのだろう。あの巨大な銀色のドラゴンさえ這(は)いつくばらせて、その上に黒い鱗を全身に纏(まと)ったベルゼビュートが立っていた。赤い髪についた埃(ほこり)を払い、「フン」と彼女は空を仰ぐ。

　そんな様子を遠目に見て、護狼は今更ながらつくづく思い知る。

（こいつらは、人とは、まるで違うんだ……）

　本当に理解し合えるのだろうか？　せっかく持ち直した心が折れそうになる。

　もちろんそんな自信は、これっぽっちも護狼になかった。
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　けれども、嫌でも魔界での日々は過ぎていく。――その間、相変わらず護狼は苦悩する一方だった。何日経ってもどんな授業をすればいいのか、さっぱり見えてこないのだ。

「駄目だあーっ、やっぱりわかんない！　俺は、なにから始めたらいいんだ……！」

　お互いがわかり合うための授業。その答えを求めて、護狼はリュックに詰まっていた教科書を片っ端から読みあさった。が、もともと護狼の成績は、よく言って中の上だ。他人に教えられるほどの頭脳を、最初から持ち合わせていないのである。

（そもそも先生って、みんなこんなに考えて、授業をやってたものなのか？　……というか俺が単に、人に教える才能がないだけかも）

　もう少しちゃんと授業を受けていればよかった。と、後(こう)悔(かい)してもいまさらだ。「どうせ勇者の修行で、高校には行かないし」と高(たか)をくくっていたせいである。もっとも不幸中の幸いなのは――魔族はどうやら、そんな護狼を少しも気にしていないらしい、ということだったが。人間よりも遙(はる)かに長(ちよう)寿(じゆ)で、そもそも時間の概(がい)念(ねん)が違うのが原因か。

「なあ、あのさ。ごめん、いろいろ考えているんだけど……次の授業がなかなかいいのを思いつかなくてさ。ちょっと時間をもらえるとありがた」

「なんだ？　つい先日、ジシュウとやらをやったばかりだろう？」

「えっ、そんな対応？」

　素直に打ち明けた護狼に、ベルゼビュートは首を傾(かし)げるばかりだった。彼女だけではない。ルシフェルも似たような反応で、「そんなことよりゴローさまあ」とくっついてくる始末だ。アスタロトに至っては、いつものような無表情で、『にゃふーん』と興味なさ気な様子だった。

　他の魔族たちも同様だ。授業がなかったところで、それが「当たり前」といった態度なのだ。どうやら魔族にとって、まず「毎日同じことをする」という習(しゆう)慣(かん)は皆(かい)無(む)らしい。三人の魔王少女以外の者たちは、仕(し)立(たて)屋(や)のシトリーのように、得意とする雑(ざつ)務(む)を頼まれてこなす程度である。護狼としては苦笑いするばかりだが。

（それでも……時間がもらえるのは、俺にとっては都合がいいか）

　ただし、何もかも勝手が違うこの魔界で、護狼が平穏無事な毎日を過ごせるはずもなくて――。さしあたっての問題は、「寝室」だった。

　なんと『勇者を十分にもてなすように』との、大魔王バアル・ゼブブの命令のせいで――護狼はあの、大きな円形のベッドがある寝室で、三人の魔王少女たちと一緒に寝るはめになったのだ。それは大魔王の城であった《パンデモニウム学園》で、まともな寝室というものが、ここひとつしかなかったためでもある。

「いやいやいや。あり得ないから、これは。まずいって！」

　もちろんさすがに護狼は、丁(てい)重(ちよう)に辞退しようとした。

「いくら種族が違うといっても、そっちは女の子だしさ。俺、別の部屋で寝るから！」

　ところが、にっこりと微笑むのは、ネグリジェのような半透明なドレスに着替えたルシフェルで。

「ではわたくしもご一緒しますわ。うふふ、ようやく二人っきりになれますのね？」

「そっちの方が豪(ごう)快(かい)にアウトだよ！　……やっぱりこっちで寝る、寝ます」

「ああん、もうっ。ゴローさまったら、人間のくせに我が儘(まま)し放題なんですから！」

「いや。そういう言い方する？」

「――どうでもいいが、我の眠りは妨(さまた)げるなよ！」

　そう言ってじろりと睨みをきかすのは、ベッドをともにするベルゼビュートだ。

　もっとも彼女の寝顔など、そうそう見られることはない。なぜなら寝間着の代わりに、全身のほとんどを、自前の黒い鱗で覆(おお)い尽くして寝るからだ。当然、顔の半分くらいまで隠れてしまう。護狼への警(けい)戒(かい)心(しん)の現れか、それが彼女の「お休みモード」のようだった。ちなみに、寝付いた後で護狼がちょっとでも身じろぎすると、その黒い鱗が棘(とげ)のように逆立つのだ。眠っていても、ちゃんと警戒しているらしい。刺されそうになり、ひい、と護狼はおののくばかりだ。けれどもベルゼビュートがそうして目を光らせているからこそ、ルシフェルも迂(う)闊(かつ)にここでは手が出せなかった。

　それでもさりげなく、ルシフェルが護狼の寝間着をいちいちまさぐろうとしたり――。対抗策として間に招き入れた、着ぐるみのままのアスタロトが、逆に寝(ね)惚(ぼ)けてもふもふの体をしがみつかせてきたりしたが。

（近づいたら駄目とか、むやみにくっつかれたりとか……どっちにしろ眠れないってば）

　なんでこんな、寝るだけで気が抜けない事態に？　毎晩、護狼は困惑しながら眠ることになる。しかし当然、魔族に手を出そうだなんて、最初から考えていない。

（やれやれ。そりゃベルゼビュートは、その、見た目はかわいいけど。……怖いし。ルシフェルは、勝手にべたべたしてくるけど、裏がありすぎるし。アスタロトは――ほんとに着ぐるみがしゃべってること、考えてんのかわかんないし？）

　それ以上に、とにかく護狼は女子に対する免疫がほとんどなかった。なるべく、こっち方面でのトラブルは起こさないようにしよう、とこっそり誓(ちか)う。

（って、アスタロトの薄い胸板の感触だって、俺には刺激が強すぎて……あああ）

　――だが。こんなものは、ほんの序(じよ)の口でしかなかった。




　あるとき――護狼は大失態を犯(おか)してしまう。それはこともあろうにルシフェルにつれられた、学園内唯一の「大(だい)浴(よく)場(じよう)」での出来事だ。

「いや、そりゃ確かにお風呂はありがたいけどさ。……どうせ、俺と一緒に入るとか、そんなこと画(かく)策(さく)してるんじゃあ？」

「あら、そんな。わたくしは単に、臭(くさ)くなった人間と接するのに忍(にん)耐(たい)が必要なのが、我慢できなくなっただけですわよ？」

「あの、その。ごめん……水では、拭ってるんだけど！」

「うふふ。では、ごゆるりとどうぞ？」

　それだけを告げて、ルシフェルは護狼の前から立ち去った。脱衣所に残されたのは護狼一人だ。

「……確かに、脱衣所も男女別に分けられてるみたいだし。大丈夫かな？」

　堅(けん)牢(ろう)な石造りでありながら、どこか温泉旅館の雰(ふん)囲(い)気(き)を持つ施設内に、護狼はつい気がゆるんでしまう。一応きっちり腰に持参したタオルを巻いて、脱衣所から一歩外に出ると、そこには三つの月が浮かぶ魔界の空が広がっていた。なんと露(ろ)天(てん)風(ぶ)呂(ろ)だったのだ。

　魔族の体格に合わせてか、岩でつくられた無数の湯船が、階段状に積み重なる。そこを流れるたっぷりのお湯が、護狼の心を弾ませた。「ひゃっほう！」と珍しく調子に乗って、開放感から思い切り、湯船のひとつに護狼は飛び込む。――それが大失敗だった。

「なんだ？　アスタロト、そこにいるのか？　……まったく、いきなり我を湯(ゆ)浴(あ)みに誘っておいて。水中用《魔法生物(クリーチヤー)》『２９号』の試験だったか？　昔なじみであるから、付き合ってはやるが。ほんとお主は好き勝手な性格だな。だいたい、あの人間の前で我が未(み)熟(じゆく)だった頃の話をするし。とにかく！　潜(もぐ)ったまま出てこないとか、いい加減に」

「へっ。あ、あ……！」

「ん？　――えっ!?」

　流れ落ちるお湯の滝がつくる、白い湯(ゆ)煙(けむり)。その向こうから、ひょいと顔を見せたのはなんと、全(ぜん)裸(ら)のベルゼビュートであった。

　そう、裸である。は？　と護狼は互いに、膝上くらいまでしかない浅い湯船に突っ立って、呼吸を忘れる。ほんのりと上気した赤毛の魔王少女の肌には、あの刺々しい黒い鱗は、剝がれ落ちたようになくなっていた。わずかに腕や太ももに残るくらいだ。かわりに護狼の目に焼き付くのは、つんと上向きになった形のいい、真っ白な乳房と――ほどかれた髪と同じ色をした、「大事なところ」をわずかに覆う体毛で。

　あまりのことに呆(ぼう)然(ぜん)と、護狼は彼女のきれいな裸体を見てしまう。赤毛の魔王少女の方も、ぽかんと口を開けたまま、微動だにしない。が、やがて――。突っ立っていた護狼の腰に巻いていたタオルが、さきほど飛び込んだ勢いで、ぽろりと外れて。

「！　き、きゃああああ!?」

　一瞬で赤面したベルゼビュートが、その場で水の中に体を沈めた。護狼も慌(あわ)てて股(こ)間(かん)を押さえ、落ちたタオルを必死に拾う。

「ごめんごめんごめん、見てない！　見たけど……見なかったことにするから！」

「な、なぜキサマがここに!?　クっ、新しい鱗を生成するには少し時間がかかるのに！」

「そ、そういうもん？　でも、なんで。どうして君がここに？　だって脱衣所じゃあ、俺以外の荷物はなかったし。ましてや、そっちが脱いだ鱗、だっけ？　それだって」

「それはこっちの台詞(せりふ)だ、人間!!　なぜキサマが!?　 階級(ランク)の劣る者たちは、我ら《王(クイーン)》階級(ランク)が浸(つ)かった後にしか、大浴場は使えぬようになっているのだぞ！」

「ええー！　そんなこと、一言も聞いてないぞ？」

「魔界では、階級(ランク)は絶対だと言っただろう！　低階級(ランク)の者どもと我が、同じ時間に入るものか！　恥(はじ)を知れ!!」

「時間帯で使い分けてるって、そうなの？　でも、そもそも脱衣所で男女別に分かれてるのになんで、中で一緒になってるんだよっ？」

「男女別？　脱衣所は《王(クイーン)》専用と、それ以外の劣(おと)る者たちでつくり分けられているのだ！　階級(ランク)の低い者どもは、ひとつの脱衣所を共同で使い回せば十分だろうが！」

「なっ。こっちって、そういう使い方してるの？」

「フン！　それともなにか？　キサマの言う『平等』とは、こんな場所にも適(てき)用(よう)するというのか!!　この……破(は)廉(れん)恥(ち)人間めが!!」

「破廉恥……あああ」

　ぐさり、と護狼の心がえぐれる。湯船の中でよろめいた。護狼も年頃の男の子なのだ。たとえ魔族であっても、女の子にそうののしられて、平気であるはずがない。お湯の中に身を沈めたベルゼビュートに背は向けていたが、彼女の鋭い視線が痛いほどわかった。

　と、何やらものすごい音がした。お湯の中で、岩が砕けたような音だ。さすがに護狼は振り向いてしまう。目にしたのは、湯船の底の一部をもぎ取り、振りかざしたベルゼビュートで――。ああ、と護狼は覚(かく)悟(ご)した。

「とりあえず、その頭をぶん殴って記憶ごと滅(めつ)してくれる！　死ね、死んで詫(わ)びろ!!」

「なんと言うか。どう言い訳しても俺が悪いよね、これは。結果的に……」

　仕方がない。護狼は冷静にタオルを固く腰に巻き直し、目を閉じる。そして。

「せめて、痛くないように、即死でお願いします！」

「……妙な頼み方をするなあああ――――！」

「ぐはあっ――!?」

　護狼の願いが聞き届けられたかどうか、は知らないが。直後、遠(えん)慮(りよ)の一切ない、ものすごい音がした。衝撃とともに護狼がどうにか感じたのは、宙(ちゆう)に浮いた感触だった。おそらく岩を顔面で受け止めたまま、湯船の水面を何度か跳ねる。鼻の潰(つぶ)れた音がした。きりもみしながら水飛沫に包まれて、そのまま意識が遠ざかり――。

「ゴローさまあ。うふふ、油断なさってたでしょう？　そろそろ頃合いですわね！　このわたくしが直(じき)々(じき)に、この胸でお背中を流しに……あれ？　な、なんですのー!?」

　すべてを仕組み、わざと遅れてやってきたと思われるルシフェルが叫ぶ。さらに、ぱしゃりという水の音とともに、『にゃふーん』という声もした。三人の魔王少女らしき肌色を、ぼんやりと最後に視界の端で捉えながら――護狼は鼻血を漂(ただよ)わせて、ぶくぶくとお湯の中に沈むのだった。




　――例によって死んだ護狼は、白い空間に魂(たましい)のみの存在となって飛ばされる。

　もちろんそこに付き合わされるのは、父の士(し)輝(き)だ。光の塊となって現れ、『ああ？』と不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに語(ご)気(き)を荒らげた。

『なんだなんだ？　前回死んでから、ちょっとは保ってるなと思ったら。護狼？』

（いや……これは不可抗力なんだって！　俺だって別に死にたくて死んでるわけじゃ）

　呆(あき)れ返る父に護狼は、切実に訴える。と、ついでに気弱な本音が飛び出した。

（というか。やっぱり俺、父さんみたいにはできないよ。ちっともうまくやれなくて……え。あ、あれ？　なに言ってんだ、俺？）

『ああ、ここはいわゆる精神世界だからな。自分の思考は駄(だ)々(だ)漏(も)れになるぞ？　――って、そうか。ははーん、お前。オレにコンプレックス持ってんのか？』

（うっ。だ、だって……。仕方ないだろ、父さんは歴(れき)代(だい)最強の勇者で、俺は……）

『おいおい。お前、オレが最初っから強かったとか、そう思ってんのか？』

（え？　父さん？）

『……まいったな。そうか、ここじゃあオレも、噓が吐けないってことか。まあいい』

　それは、少し照れているのか。光の塊となった父の姿からは判別できないものの、護狼はなんとなくそう感じ取った。

『いいか。どこのどいつも、最初っからうまくいってたヤツなんかいないのさ。それこそオレだけじゃねえ。あの大魔王バアル・ゼブブだって、そうだぜ？』

（？　なにが？）

『だから、オレとバアルが最初から、対等に話ができてたわけじゃねえっつーこと！　ハ！　ちょっと考えればわかるだろ？　勇者と、大魔王だぜ？』

（あ……）

『何度かガチでやりあって。そのうち、お互いに少しずつ変化していったのさ。ま、あっちには大きな転(てん)機(き)のきっかけがあったんだが――そいつは置いとくとして。オレが言いたいこと、わかるな？　確か《勇者心得》その４７７だったか。思い出してみろよ』

（《勇者心得》その４７７は、ええと。『死ななかった勇者はいない』、だったっけ。あ）

『そういうことだ』

（……うん。そう、だね）

『それでも――お前なら大丈夫だろ？　護狼』

　え？　と唐突な父の言葉に、護狼は驚く。肉体があれば、心臓が跳ねていたほどだ。

（まさか父さん、俺のこと、信頼して）

『なんせ魔族といえども、お前とは歳が近い連中ばっかり集めたらしいからなー。やっぱり十代には十代だろ！　ん？』

（……。俺に任せられた一番の理由って、それだけ？）

『他になにがあるってんだ？』

　ハ！　と父が軽く笑った。それはきっと隠しようのない本音なのだろう。ぬか喜びしかけた護狼としては、絶句するばかりである。

（そうだよね。俺、認められるようなこと、まだなんにもしてないし。馬鹿、少しでも喜んだ俺の馬鹿ー！）

『意思疎(そ)通(つう)はやりやすいだろ？　人間に近い姿の魔族も、けっこういるみたいだしな』

（そりゃ……話くらいはできる相手だけどさ。だからって、人間の十代と同じに考えるなってば。常識だってぜんっぜん違うし！）

『似たようなもんだっての。まあ向こうに言わせれば、魔族が人間に似てるんじゃなくて、人間が魔族の劣(れつ)化(か)版て感じなんだそうだけどな？　――魔界と人間界とで、どう進化の過程が関係してたのかは知らねえが……その気になれば交(こう)配(はい)も可能らしいぞ？　実際に、そういう例も昔からあるみたいだし』

（そうなの？　確かに、その。人間の女の子とかわらない、きれいな裸(はだか)してたっていうか――わ、わー！　なに言ってんの俺？）

　またもや本音がこぼれ出て、護狼は叫んで誤(ご)魔(ま)化(か)した。ぱっ、と思い出しかけた、あのベルゼビュートのいけない姿を必死に掻(か)き消す。ほほう、と反応するのは父の士輝で。

『なんだ。さっそくお楽しみかよ？　護狼』

（そ、そんなんじゃないよ！　だからいろいろ、不可抗力なだけでっ）

『ふーん。そういやバアルからの資料で見たが、現時点で次期大魔王に近い三人の少女魔族たちは、意外ときれいどころばっかりだったな？』

（へ？　う、うん。確かに、三人とも……って、俺は！　なにを！　うあああ）

『ハハ、よかったな護狼。どうやら魔界でも、十分に青春を満(まん)喫(きつ)できてるみたいで』

（と、父さん！　いやいやいや、そうじゃなくて）

『《勇者心得》その３２６にもあるだろ？　「ヤれるときにヤっておけ」ってな。ハ！』

（だああっ、それ、こんなときに使う心得なの!?）

　声だけでもわかる父のにやついた気配に、護狼は慌てふためいた。

　もっともよりによってそれを最後に、護狼の意識は白い世界から離れて――。




「……！」

　徒(と)労(ろう)感(かん)とともに、護狼はがばっ、と跳ね起きる。――そこはもう、あの大浴場ではなかった。見覚えのある、《パンデモニウム学園》最上階の寝室だ。三つの月明かりが差し込む中、円形のベッドでは三人の魔王少女たちが、すでに寝息を立てていた。

　やれやれ、と思いながらも護狼は状況を理解する。自分の恰(かつ)好(こう)は、シトリーの仕立てたいつもの寝間着に着替えさせられていた。

（そうか……って、うあ）

　しまった、と護狼は一人、起き上がったまま苦悩する。大浴場で吹っ飛ばされたとき、護狼はよくてタオル一枚という有様だった。最悪、外れていたかもしれない。

（あの後、全裸を晒(さら)した可能性が！　うわああ）

　おそらくルシフェルか、もしくはベルゼビュートが呼びつけた他の魔族あたりが護狼に服を着せたのだろうが。などと、推測していたら――。

『にゃふー。なんで……そんなところに、《魔法生物(クリーチヤー)》がくっついてる、のだ。って、アーちゃんが――にゃむにゃむ』

　護狼の枕(まくら)元(もと)で、丸くなったアスタロトの頭の上の黒猫が、そんな寝言を呟いた。はい？　と予想も付かないところからの情報に、護狼はさすがに動(どう)揺(よう)する。

（もしかしてそっちかよ？　よりによって！）

　思わず、自分の股間を押さえてしまう。アスタロトは寝ていても、着ぐるみは起きているのだろうか？　護狼と目が合い、にやり、と笑ったようにも見えた。うぐっ、と護狼は言葉に詰まる。しばし、ベッドの上で身をよじって悶(もん)絶(ぜつ)した。

（って……そ、そうじゃないだろ、俺。失敗なんて誰にでもある。そうだろ？）

　今さっき、父に教わったばかりだ。最初から完(かん)璧(ぺき)にこなすことなんて、無理なんだ。――それよりも。

「……。やれるときに、やれることを、か」

　護狼は《勇者心得》その３２６を、いいように解(かい)釈(しやく)する。いつも以上に、全身を黒い鱗で覆い尽くして寝る、赤毛の魔王少女の向こう側。そこに、アーチ型の窓から見える、三つの月が輝いていた。その色彩豊かな光に目をやり、護狼は心を落ち着ける。

（そういえば、《勇者心得》その２９に、『死にたくなければ考えろ』ってのがあったな）

　自分はまだ考えが足りないのかもしれない。護狼はそこに思い至った。いや、今までは気ばかりが焦(あせ)っていて、その余裕さえなかったのだ。どうすれば、自分は魔族たちとわかり合えるようになるのだろうか？

　考えろ。と護狼は強く、自分に念じる。きっと答えはあるはずなのだ。けれども――。

「でも《勇者心得》その２２９には、『考えても死ぬときは死ぬ』って言葉もあるんだよな……はは、は」




††




　だが、それからさらに数日後。事態は「考える」ことさえ、ついに護狼に放(ほう)棄(き)させた。

「も……もう無理だっての――――――――！」

　護狼は突っ伏したまま顔だけ上げて、漆(しつ)黒(こく)の魔界の空に向かって吼(ほ)えた。

「マジ限界！　耐(た)えられない！　どうして、どうしてこんなことに！」

　その原因は、とても根本的なところにあった。ぐうう――、と絶望の声を上げるのは、護狼の空っぽの胃袋である。――《パンデモニウム学園》の一階に設けられた、奇(き)々(き)怪(かい)怪(かい)な植物の生えた庭園に面するオープンテラス。そこの石造りのテーブルの上で、護狼は空腹を抱え、へばっていた。

　隣接するのは氷の倉庫を持つ、学園内でただひとつの「厨(ちゆう)房(ぼう)」である。ここは《パンデモニウム学園》の「食堂」なのだ。大小様々な魔族の体格に合わせて、サイズの違う椅子とテーブルが並んでいる。

　そこでおろおろするのは、純白の体毛を持つ、がっしりとした体(たい)軀(く)の青年魔族だった。頭に牛の角を持ち、全身には様々な道具を装着している。それらは何と、ノコギリ型の刃を持つ折りたたみ式包(ほう)丁(ちよう)といった、調理器具だ。帽子のようにちょこんと頭にかぶっているのも、よく見れば鍋だったりする。階級(ランク)《伯爵(マーキス)》の魔族、料理人のザガンだった。

「ま、また……口に合わなかったでござるか!?」

　革製のエプロン姿でよろめいて、ザガンは強(こわ)面(もて)で嘆(なげ)く。いましがた彼のつくった魔界料理が、護狼の突っ伏したテーブルにはいくつも並べられていた。が――やたらと固い、石のような魚の肉の刺(さし)身(み)だったり。彩(いろど)りだけは絵(かい)画(が)のように凝っているのに、少しも味のしないサラダとか。一刺しするごとに金属製のフォークが溶ける、灼(しやく)熱(ねつ)色(いろ)に燃えさかる骨付き肉だったりするのだ。

　どれも、まともに食べられない代(しろ)物(もの)ばかりだ。しかもたまに食べられるものであっても、ちっともおいしくないのである。

「泣きたいのはこっちだって……！　だ、だから、魔界の伝統料理はほんと無理なんだってば。ここんとこずっと言ってるのに！」

　魔界に来てもう一週間が過ぎた。その間、学園にいる唯一の料理人であるザガンが、毎日護狼のために料理をつくってくれたのだ。当然、ザガンから進んで行ったものではない。ルシフェルが護狼に媚(こ)びを売るために手配したのだ。しかし、結果は散々だった。

　なにしろ魔界の食材は、人間にはとことん合わないものばかりで、そのくせ味付けは皆無だった。何回か食べてやっとわかったことだけれど、魔界にはまず、胡(こ)椒(しよう)や砂糖といった調味料の類(たぐい)がまったくないのだ。素材の塩気があるだけで、そのまま焼くか煮(に)るか、切ったまま出すか。基本的にはそれだけである。それなのに――。

「拙(せつ)者(しや)は代々、大魔王さまの料理人をつとめた家系の出でござるぞ？　受け継(つ)いだ技法に、これっぽっちの過(あやま)ちもないでござるよ！　意地でも拙者の学んだやり方で、解決してみせるでござる！　でなければこのザガン、一生の不覚！」

「いや、その不覚って……もうこの一週間だけで何回聞いたと思ってるんだよ!?　おいー！　だいたい、食材そのものから吟(ぎん)味(み)してくれって言ってるのに！」

「心配ござらん。回数をこなせば、そのうち見えてくるものがあるでござるよ」

「あの。……だからもう、一週間経つんだけど？」

「まだほんの七日でござろう？　大丈夫でござる、半年くらいの間にはなんとか」

「飢(う)え死ぬわ！　生き返るけど！　その半年間に、何回死ねばいいと思ってんだああ!?」

　そう叫ぶ声にも力が入らない。護狼はぱたり、とやっぱりテーブルに倒れ込む。

（ゆ、勇者は死なないけど。でも……こんなにきつい死に方もあるのか……）

　護狼は痛感させられる。――勇者は寿(じゆ)命(みよう)以外で死ぬことがない。何度でも生き返る。

　だからこそ、餓(が)死(し)ほど大変な死に方はなかった。何しろ生き返ったとしても、空腹のせいで、すぐにまた死ぬことになるのだ。幸(さいわ)いまだどうにか、父に会いに行くはめにはならないけれど、ぐーぐー鳴る胃袋にそう遠い未来ではないことを護狼は悟る。

（《勇者心得》その４２にも、『飢え死には危険だ』ってあったけどさ！）

　こういう意味だったなんて!?　身に染みて理解した護狼はとりあえず、卓(たく)上(じよう)にある虹(にじ)色のガラスのコップに手を伸ばした。中に入っているのはただの水だ。もちろん魔界のものではあるが、水だけは人間界のミネラルウォーター並みの質だった。がぶがぶ飲んで空腹を紛(まぎ)らわす。この水と、持って来たリュックの中に詰められていた、いざというときの非常食で、今まではどうにか食いつないでいたのである。ただし、非常食はついに昨日で尽きた。だからこそ、もう一刻の猶(ゆう)予(よ)もないのだ。しかし――。

「ほんと、どこが悪いでござるか？」

　ザガンがいまさら、岩のように固い刺身を嚙(か)み砕いては首を傾げる。

「だから……なにもかも、悪いとこだらけなんだってば……」

　こっちの言うことを少しも聞かない頑(がん)固(こ)者(もの)に、護狼はテーブルの上で泣き濡(ぬ)れた。

（魔族の中では珍しく、俺とまともに接してくれてるけど。ありがたいけど！　……結局は、たかが人間って感じなのかな。くそー）

　おそらくザガンが何度でも料理の駄目出しに付き合うのは、単に料理人としてのプライドのせいか。

　それとも、「まったく役に立たない料理人ですわね！　人間ごときの舌ひとつ、満足させられないなんて！」と、ルシフェルにさんざんさげすまれたためなのか。

　ちなみにそのルシフェルときたら、それ以来、食堂には来なくなった。もともと魔族たちは、あまり食に対しての関心がないようだ。それは人間と違って、別に食べなくても死ぬことはないかららしい。

　――だが、テーブルに並んだ料理を、脇からつまんだ手があった。

「ふむ？　ここのところなにやら、日に何度も料理を作らせているようだが。いったいなにが不満なのだ、人間？　むぐむぐ」

「あ……？」

　いつの間にそこにいたのか。手摑みであの、赤黒く熱された骨付き肉を齧(かじ)るのは、赤毛の魔王少女だった。と、彼女だけではない。二本の尻尾を摑まれて、担(かつ)がれた状態でベルゼビュートの背中で逆さまになっているのはアスタロトだ。

　彼女は護狼と目が合うと、無表情ながらも『にゃはーい、ゴロちゃん！』と肉球の手を、軽く振った。もっとも珍しく、無表情な顔がわずかに引きつる。どこか痛めているような反応だった。よく見れば黒猫の口から長い舌が伸び、ぺろぺろと脇腹などを舐(な)めていた。

　突然の魔王二人の参上に、恐(きよう)縮(しゆく)するのはザガンである。

「これは、ベルゼビュートさまにアスタロトさま！　このようなところにまで来られるとは、なにかご用でござろうか？」

「フン。アスタロトが鍛錬で、少し怪(け)我(が)をしてな。それで飯を食わせに来たのだ」

『アーちゃんが真っ正面からかかっていって、ぼこぼこにされたのだ～。ちょっとは手加減して欲しかったのだ！』

「馬鹿め。この間の鎧型《魔法生物(クリーチヤー)》『２７号』の改良体の、実験をしに来たくせに。それくらいで済んでよかったと思え」

　ぴしゃりと言い放つベルゼビュートだが、そんなアスタロトをここまで運んでくる程度には気を遣っているのだろうか。などと、護狼は勝手に感じ取る。いつもの護狼ならつい、「意外とかわいいところも」などと、うっかり呟いていたところだ。今は空腹すぎて、テーブルにへばりついたまま、彼女たちに顔を向けるので精一杯だが。

　そんな護狼を気にもかけず、ちょうどよかったとばかりに、できたての魔界料理を前にベルゼビュートが手を放す。アスタロトはくるん、と見事に回転して着地を決めた。そこに、テーブルから奪った料理のひとつをベルゼビュートが皿ごと差し出す。

「ちゃんと食べておけ、アスタロト。《王(クイーン)》の我らが弱っているところなどみせては、低階級(ランク)の者に示しがつかないからな」

『にゃむー。アーちゃん別に、大魔王の座にはあんまり興味ないから、どうでもいいみたいなのだー』

「そういうことは他の者の前で言うな！　我ら魔王が口にしていい言葉ではないぞ」

『でもベルベルー。アーちゃんが、ベルベルだってアーちゃんの前で「大魔王になんかなりたくないよう」って、泣いてたって言ってるのだ？　お城まで抜け出したって……』

「！　そっ、それは昔の話だ！　第一、我がまだ幼く、力がなかったときのことで。……ええい、今は違う！　あのときのことはもう言うな、絶対にだ！」

　耳まで赤くなったものの、いっそうじろりとベルゼビュートが睨み付ける。アスタロトは平然とした態度で料理に手を伸ばしたが、かわりに身をすくめたのは、ついでに睨まれた護狼と体格のいいザガンだった。赤毛の魔王少女の眼光には、大柄な魔族も形無しらしい――。が、ザガンはすぐに気を取り直した。恐る恐る、といった感じだが、二人の魔王に声をかける。

「あの、ベルゼビュートさま、アスタロトさま。いかがでござるか？　拙者の料理は。どうにも人間には合わないもののようでござるが……」

「うん？　こんなものだろう？　お主の料理はよくできているぞ」

「！　も、もったいなきお言葉で！」

「文句をつける人間の方が、どうかしているのだ。まったく」

「え？　……ちょっ、おいー！」

　感涙すらするザガンの横で、さすがに護狼は身を起こした。

「俺には嚙み砕けないものはともかくとして。ほんとに、君らはこの味付けで満足してんの？　マジでうまいのか!?」

「？　なんのことだ」

「へっ。いや……だから味だよ、味！　うまい、おいしいとか。逆に、まずいとか！」

「だからなにを言っているのだ、キサマは？」

　ベルゼビュートはさっぱり意味がわからない、という顔をする。

　隣で頭の上の黒猫と共に、料理を分け合っていたアスタロトも同様だ。

『にゃふ？　うまい、ってなんなのだ？　アーちゃんがきょとんとしてるのだ？』

「あああ、今までそれ以前の話だったから、わかんなかったけど。もしかして……魔界って味に関しての評価とか、まさかないんじゃあ？」

「……料理とは、皿に盛った美しさと、歯ごたえを愛(め)でるものだろう？　フン、文化度が低いのだな、人間というものは」

　ベルゼビュートが鼻で笑う。くらくらするのは護狼だった。

「美しさ、歯ごたえ……そうか、うまいまずいっていう概(がい)念(ねん)がないわけで」

　やっとわかった。ふらり、と結局護狼はテーブルに倒れる。話が通じないわけだ。

（価値観が違いすぎる……はは、は）
















　もう駄目かもしれない。護狼は、このまま餓死して父と再会することを覚(かく)悟(ご)した。

　そのとき――。意外な光景が、護狼の視界の端に飛び込んでくる。

「ささ、お二方。どうぞでござるよ」

「うむ、ワインか。そうか、お主の家系で受け継がれているものだったな。もらおう」

「!?　ちょ、ちょっと待ったああ――っ！」

　跳ね起きて、護狼は全力で割り込んだ。あまりの勢いに魔族たちがぎょっとする。

「なんなのだキサマは？　いきなり！　我を驚かすとか、お、おのれ！」

『ゴロちゃん？　にゃうー』

「いや、だって。今なんて言った？　それ、ワインって」

「これは拙者の家系秘(ひ)伝(でん)の、ワインでござるが？」

　そう答えたザガンが握っていたのは、二つの新しいコップだった。虹色の半透明のガラス越しに、ただの澄(す)んだ水が見える。しかし、ザガンが何かをつまんで入れたとたん、その色が濃い赤に一瞬で染まった。

「拙者の魔力とともに、『ワインの種』を入れれば……ワインのできあがりでござるよ」

「なにー？　ごめんベルゼビュート、確認させてくれる？」

「……さっきから、キサマというヤツは。いちいちなんだ？」

　今にも口をつけそうだったベルゼビュートがむっ、とするが、護狼はお構いなしだ。彼女からコップを奪い、中身の香りを嗅(か)いでみる。

　つん、と護狼の鼻をついたのは、独特の発(はつ)酵(こう)したアルコールの風味で。

「これ……本物のワイン!?　いや、俺は飲んだことないからわかんないけど。でも……今コップになに入れたの、ザガン！　――それは！」

「この、ワインの種でござるか？　これこそが秘伝中の秘伝」

「それ、レーズン――干しブドウじゃないかっ!!」

　白い体毛に覆われたザガンの指先が、懐(ふところ)から取り出した透明な小(こ)瓶(びん)をつまんで見せる。自慢げに晒されたその中身の黒い粒(つぶ)に、護狼は思わず声を上げた。

　そう、それは確かに護狼の見知った食材で――。

「なんで人間界の食材が、こんなところに！」

「？　人間界のもの、でござるか？　はっはっは、まさかそんな」

「ワインの種がか？　馬鹿馬鹿しい。これはずっと前から魔界にあるものだぞ？」

　ザガンとベルゼビュートが失笑する。いやいやいや、と当然護狼は食い下がった。

「ほんとに人間界のものなんだって！　……ってことはなにか？　どこか、魔界と繋がってる場所があって、そこから運ばれてきたのか!?」　

「フン！　そんな『穴』などあるものか。一瞬繋ぐだけでも、膨大な魔力を使うのだぞ？　それをわざわざ人間界からモノを持ってくるためだけに、などと」

『それなら、あるのだ。ってアーちゃんが～』

　アスタロトの顔の上で、コップのワインを飲み干して黒猫が言う。それも軽い口調でだ。はあ？　と護狼も、ベルゼビュートもザガンも言葉を失った。全員の注目を浴(あ)びる中、相変わらずの無表情な着ぐるみ姿の魔王少女は、むしろ小首を傾げて――。

『図書館の記録で、アーちゃんが読んだのだ。この建物の地下ダンジョンが、人間界と繋がってるのだ、って～』

　なっ、と護狼は狼狽(うろた)える。

「――なんだって―――――――!?」


























　かくして、アスタロトの言うとおり。《パンデモニウム学園》の地下には、隠された扉があった。――そこはいったいどれだけの時間、出入りがなかったのだろう。情報がなければ、ずっと見つけられなかったに違いない。『ここなのだ！』とアスタロトが示したのは、あの大広間の十三段もある床の下だ。

　床の一部を、呼び出された魔(ま)族(ぞく)総出で押してずらした。その下に、幅の広い地下への階段が現れて――護(ご)狼(ろう)たちは大勢の魔族とともに、その奥へと降りたのだ。

　そこは水(すい)路(ろ)を通った水が、最後に流れていく場所なのか。水の流れに平行して、三つの月の光さえ届かない、冷えた回(かい)廊(ろう)が伸びていた。魔族たちは誰(だれ)もが暗くても平気らしい。一番に飛び込んだアスタロトなどは、黒猫のボタンでできた目をぴかぴかと光らせている。護狼はその光を頼りに進むのがせいぜいだ。

　何度か二番手に続くベルゼビュートとぶつかっては、赤い瞳(ひとみ)で睨(にら)まれた。ルシフェルなどは闇(やみ)に紛(まぎ)れて護狼にくっついてこようとするから、余計に歩くのが大変だった。

　が、護狼はいちいち気にしない。そんな余(よ)裕(ゆう)などなくて。

「！　ここが……長い間秘密にされていた、地下ダンジョンへの入り口？」

　辿(たど)り着いたその果てに、護狼は見る。ぞろぞろとついてきた魔族たちの中に、あの蒼(あお)い炎の羽を持つ者や、全身が光る赤い霧(きり)の魔族がいた。それらに照らされ浮かび上がったのは、一見「壁」のようにも見えた、巨大な錆(さ)びた扉だった。その大きさは回廊いっぱいに広がっており、横幅は十数メートル、高さ五メートル以上もある。

「フン、なるほど。父上の魔力の匂(にお)いがするな。これが封印か？　だが」

　扉には何と幾(いく)重(え)にも、鈍く輝く鎖(くさり)が張り巡らされていた。それをベルゼビュートが、あっさりと引きちぎる。鎖の破(は)片(へん)ががらがらと、崩れるように足元に散らばった。

「かなり古いものだな。かけられていた魔法も劣(れつ)化(か)していたぞ。後は、押せば……っ！」

　ごごっ、と赤い魔王少女の腕に押されて、扉がゆっくり開いていく。さすがに埃(ほこり)が舞い上がり、扉の向こうにぽっかりと空いた闇から風が吹いた。護狼にへばりついていたルシフェルが、慌(あわ)てて後ろに身を隠した。護狼を盾(たて)にしたらしい。

「力業なのはそれくらいしか取り柄(え)がないから仕方ないとして……もうちょっと、気を付けて開けてくださいましね、ベルゼ！　まったく、ドレスが汚れてしまいますわっ」

「我の知ったことか。自前で体を守る鱗(うろこ)をつくれない、キサマが悪いのだ。だから仕(し)立(たて)屋(や)のシトリーに、何度も頼ることになる」

「『魔(ま)望(ぼう)』があるとおっしゃって欲しいですわね。誰かさんと違って！」

　ルシフェルとベルゼビュートの、いつものやり取りがこんなところでも交わされた。

　もっとも、護狼は聞いていない。まったく別の感覚に心を奪(うば)われていた。

　それは開かれた扉から入ってきた、ダンジョンの風のせいだ。埃が落ち着いた後、ふわりと護狼の頰(ほお)に触れて――瞬間、はっとさせられる。

　匂いが、違った。魔界の清(せい)浄(じよう)な空気とはまるで別の、しかし護狼のよく知るもの。土の、緑の、動物の――「息づいている」空気だった。

「いるんだ……」

　護狼は呻(うめ)くように呟(つぶや)いた。

「繋(つな)がってる。やっぱり、この奥は人間界と!?」

　それは直感的なものだ。しかし、しばらく離れていたからこそ、護狼にはわかる。間違いない！　そう感じたのと同時に、扉の向こうの闇が、そっと払われた。ダンジョンを構成する、床、天(てん)井(じよう)、壁の石が輝いたのだ。ぼんやりとした緑色の光が、無数に分(ぶん)岐(き)した通路を浮き上がらせる。

　まさに「迷(めい)宮(きゆう)」の有様だった。おおっ、とこの場にいた大勢の魔族たちからも、驚(きよう)嘆(たん)の声が上がる。クク、とベルゼビュートが笑った。

「確かに空気がまるで違うな？　……人間界侵(しん)攻(こう)への足がかりとしてつくられた、城だとは聞いていたが。そうか、このような仕掛けが施(ほどこ)されていたということか！」

『ふんふん！　アーちゃんが、興味深げなのだ！』

　と、アスタロトが這(は)いつくばり、黒猫の光る目で魔族たちの足元を照らした。モノクル越しに彼女が注目しているのはなぜか、開いた扉の奥ではなく、その手前の床の方だ。そこにはよく見れば、複(ふく)雑(ざつ)怪(かい)奇(き)な絵文字のようなものがびっしりと彫(ほ)られていた。

『封印の術式？　しかも、暗号化された古代魔法文字？　もう使われてないのだ、って？　にゃむむむ、アーちゃんの伝えたいこと難しすぎなのだ～』

　通(つう)訳(やく)しきれない、とばかりにアスタロトの頭で黒猫が降参する。それさえ気にせず、アスタロトは毛並みを汚しながらも、絵文字の羅(ら)列(れつ)に夢中だった。

「もう少し詳しい話を聞いておきたかったが……アスタロトがこうなっては、無理だな」

　そうぼやくのは、アスタロトとは昔なじみであるベルゼビュートだ。

「ああら。でも、ダンジョンの成り立ちなんかどうでもいいことでしょうに？」

　と、護狼の背中にくっついて、ルシフェルがふんわりと微笑(ほほえ)みながら言った。

「要は、ここがまだ人間界と繋がっているのなら――それこそわたくしたち魔族の人間界侵攻に、ちょうどいいということですわ！」

「オオオオオ―――――!!」

　ルシフェルの言葉に、その他の魔族たちが「確かに！」「好(こう)機(き)だぞ！」と興奮する。

　それはとても不(ふ)穏(おん)な空気だ。しかし、本来ならそれを止めるべき勇者の護狼ときたら――。

「……そうだ。『調理実習』だああ――――っ!!」

　魔族たちの歓(かん)喜(き)の声に、負けじと吼(ほ)えた。誰もがぎょっ、と護狼を見つめる。

「ご、ゴローさま？　なんですの？　ちょうり……？」

「調理実習だよ、俺の、授業だ！　今思いついた！」

　ここから人間界侵攻？　そんなもの、今の護狼にとって最優先事項ではなかった。さっきからずっと、胃袋がぐうぐうと絶(ぜつ)望(ぼう)を訴え続けているのだ。もう耐えられない！

「そうさ……飯(めし)だ、飯！　原理とか、状況とかくっそくらえだ!!　今大事なのはこのダンジョンを進めば、そこに人間界の食べ物があるかもしれないってことで……くっ、くくくくく！　くはははははは―――――っ！」

　護狼は壊れた。後ろにいたルシフェルが、無言で離れる。

「な、なんだキサマは？　人間のくせにいきなり、不気味に笑いおって？」

「関係あるかあっ!!　こっちは、切羽詰まってるんだ―――！」

　ベルゼビュートにさえ容(よう)赦(しや)なく、護狼は威(い)勢(せい)良く言い返した。もしかしたら血走った目で睨(にら)んだかもしれない。うっ、とわずかに彼女が怯(ひる)んだ。

　そして、護狼は勢いに任せてとんでもないことを口走る。

「だから授業だ！　授業をするぞ！　……第一回目は自習だったけど、今回は違う。調理実習――つまり『人間界の食材を獲(と)ってくること』だ!!　うん、そうだ、それがいい！」

　なあ？　と空腹の護狼は呼びかける。――けれどもいきなりすぎたのか、魔族たちの反応はさっぱりだ。は？　とベルゼビュートが首を捻(ひね)った。

「第二回目の、授業とやらか？　それが、食材を獲ってくるだけ、だと？」

　つまらない。とでも言いたそうな口調だった。が、それが護狼に拍(はく)車(しや)をかける。

「馬鹿ー!!　ぜんっぜん、わかってない！」

「ばっ、馬鹿だと？　我を、頭ごなしに、人間ごときが……馬鹿だと!?　キサマ！」

「ぷぷっ、お笑いぐさですわ。でも確かにベルゼには、ふさわし」

「――今回の授業では、なんだったら一番の優秀者を決めてもいい。そうだ……俺が食べられる、最も価値のある食材を発見した者には、成績の証(あかし)として『クラス委員長』の座(ざ)をくれてやってもいいぞ!!」

　ベルゼビュートとルシフェルのやり取りを遮(さえぎ)って、護狼は一気にまくし立てた。

　それは単なる思いつきの発言だ。けれども口に出してみて、「ああ、いいんじゃないか、これ？」と自分で勝手に納得する。

「そうだよ。どうせ、次期大魔王を決めるってことになってるんだろ？　だったら、わかりやすい評価としていいじゃないか？　クラス委員長の取り合い、だなんて」

「くらすいいんちょ……次期大魔王へと繋がる、優秀者ですって!?」

　はっ、とルシフェルが顔色を変えた。同時に――ざわっ、と魔族たちの気配が変わった。誰もが顔を見合わせて、神(しん)妙(みよう)な面持ちになる。そして。

「オオオオオ！　次期大魔王さまを、ついに決めるときがきたのだ！」

「どうなる？　いったい、どなたが……？」

「当然、勝った者だろう？　けれど、それは魔王さまたち以外の……我らも？」

　魔族たちが一斉に盛り上がる。熱狂の渦(うず)だ。誰もが目の奥に、野望の光をくすぶらせる。だが護狼にとってはどうでもいい。うまく魔族たちをその気にさせて、久方ぶりのまともな食(しよく)糧(りよう)を確保できればそれでいいのだ。今は、飢(き)餓(が)だけが護狼を支配していた。

「ああ、ああ！　教師として約束するさ！　だから精一杯、少しでも食べられそうなものを集めてくれよな！　それも、早急にー!!」

「クっ……それが、キサマの言う『平等』というやり方なのか？」

「は？　な、なんだよ。異論は認めないぞ。俺の死活問題だからなっ」

「……。キサマの甘(かん)言(げん)にあえてのってやってもいい。だが、人間ごときが好き勝手に仕切るのはやめろ。しゃくに障(さわ)るからな！」

　ベルゼビュートが、「納得がいかない」といった剣幕で護狼に迫った。と、その黒い爪(つめ)のついた人差し指を、真っ直ぐに護狼の鼻先に突きつける。

「フン。そちらからの一方的な提案だけではなく、こちらも条件をつけたい。どうだ？」

「な、なに？　いいけど、別に」

「――その『くらすいいんちょ』とやらになれば、キサマがひとつだけなんでも言うことを聞く、というのはどうだ？」

「へっ？　まあ……うん。俺にできる範(はん)囲(い)でなら」

　いいけど。と護狼はあまりよく考えず、了承する。もともと空腹で倒れそうな今、食べ物に関すること以外はどうでもいい。頭がうまく働かないのだ。

　だから、赤毛の魔王少女の真意に気付いたときには、手遅れだった。

「確かに約束したぞ。魔王である我との契(けい)約(やく)だ、違(たが)えることは許されないぞ！　いいな？」

　クク、と邪悪な笑みをベルゼビュートが浮かべた。そして、魔族たち全員を見回して――。

「聞いたな、皆の者！　勝者には、『くらすいいんちょ』とやらの称号と……勇者がひとつ、願いを叶(かな)えてくれるぞ！　もちろん我は必ず勝利するつもりだ!!　そして――人間はおとなしく魔界から去れ！　という願いを告げてやる!!」

「……え？」

　なんだって？　と護狼は自分の耳を疑った。けれども聞き間違いではない。

「これを機会に、勇者を人間界へ送り返してやるぞッ!!」

　きっぱりとベルゼビュートが告げた。うおお!!　と魔族たちの誰もが盛り上がる。

「ああら。それはベルゼにしては、確かにいい案ですわねえ。うふふ」

　ぽふ、と手を打ちこんなときだけ同意するのはルシフェルだ。いつも護狼にべったりのはずの彼女は、いっそう遠ざかってふんわり微笑む。

「第一、人間ごときが次期大魔王を決めるという話自体が、あり得ないのですわ。大魔王さまの命令でなければ、納得していませんもの！」

「ルシフェル？　って、なにその距離は？」

「いえいえ。もちろん帰られるまでは、ゴローさまが大魔王選(せん)任(にん)者であることには変わりありませんから？　わたくしも今までどおり、接させていただきますわ。うふふ」

　振り返った護狼と目が合うと、銀髪の魔王少女はそう誤(ご)魔(ま)化(か)した。もっともやはり、ちっとも近づいてこようとはしなかったけれど。それどころか側(そば)にいたドラゴン型魔族や、隅っこに隠れていたイヌミミの幼女魔族などを手(て)招(まね)きする。こそこそと何やら話をし始めた。護狼のことなど眼中にない、といった感じだ。あれえ？　と護狼は困惑する。

「なんで……なんでこんなことに!?」

「フン！　心配しなくても、これはキサマが決めたことだぞ。故に、大魔王バアル・ゼブブの『勇者の教えに従え』という指示に反しはしない！　キサマが帰ったところで、なんの支(し)障(しよう)もないのだ」

　すべて見越しての駆(か)け引きなのか、ベルゼビュートはしてやったりといった顔だ。――彼女の策(さく)略(りやく)が秀(ひい)でていた、というわけではない。単に護狼が大ポカをかましただけだ。

「だいたい、ちょうどいい！　この奥が人間界と繋がっているのならば、そのままキサマを追い返すこともできるというものだ！　クククク！」

「そっ、そこまで嫌うか、こんちくしょうー！　ほんと、魔族ってヤツは……！」

「フン。人間など、弱いだけだ。殴ればすぐ死ぬ。生きる価値もない存在だ」

「？」

　なんだ、今の表情？　護狼は一瞬、ベルゼビュートが侮(ぶ)蔑(べつ)を露(あら)わにしたとき、妙な違和感を覚えた。それはいつもわかりやすく感情を顔に出す彼女が、少しだけ複雑な色を見せたのだ。その意味は護狼にはわからない。しかし。

「あー、もうっ！　いろいろ、どうでもいいや!!　ははははは！」

　ぐるるるるる、と胃袋が催(さい)促(そく)する。護狼はげらげら笑って、悩むのをやめた。

　さすがに限界すぎるのだ。

「こんなもん、いちいち考えていられるか―――！　やるだけやって、駄目なら仕方ない！　《勇者心得》その４０１にも、『進め、信じろ』ってあるし！」

　そうだ、信じないと！　護狼はその言葉に背中を押される。

「いや、なんか適当な言葉だけど！　でも……とにかく、食べ物だ！　ご飯だ！　なんでもいいから食べられるものを、持ってこーい!!」

「フン！　ではさっそく始めようではないか！」

　言うやいなや、ベルゼビュートが先陣を切った。何の躊躇(ためら)いもなく地下ダンジョンへと入っていく。ぼんやりと発光する薄暗い通路を、あっという間に駆けていって――。

「ベルゼビュートさまに、続けえ！」

「オオ―――――！」

　と、即座に追(つい)従(じゆう)するのは、もちろん大勢の魔族たちだ。我先にと、地響きとともになだれ込む。その勢いに巻き込まれたのは、護狼だった。

「は？　いや、ちょっ……待って！　お、俺は別に、一緒に行かなくても――おいー!?」

　必死に避(よ)けようとしたものの、一斉に動いた魔族たちに押し流される。

「あ、あれえ―――――――!?」

　巻き込まれなかったのは、ダンジョンの扉の外で、いまだに床にへばりついていたアスタロト一人だった。――その頭にある黒猫の顔だけが、『にゃふ？』と不思議そうに護狼を見送り、耳をぴこぴこと振った。




　足を踏み入れた地下ダンジョンは、扉の外から見ていたときより、ずっと複雑な構造をしていた。左右どころか上下にも、立体的な迷(めい)路(ろ)のごとく分(ぶん)岐(き)している。そのうち翼を持った者の多くは、上へと伸びる回廊を。小柄な者は、巨体の魔族では通れそうもない脇(わき)道(みち)を――。

　先頭を行くベルゼビュートに遠(えん)慮(りよ)してか、はたまた勝手気ままな魔族たちの気質がそうさせたのか。魔族たちは自由にルートを選択し、あっという間に散り散りになる。

　そして、護狼はというと。

「おい……挟(はさ)まってる、挟まってるから！　俺の、ジャージ――」

　止まってくれ！　護狼は銀色の鱗を持つ、身の丈四メートルもあるドラゴンにそう懇(こん)願(がん)する。その太い足の横に、護狼のジャージの上着が引っかかり、宙に浮いた状態で運ばれていたのだ。ようやく護狼に気付いてか、ドラゴン型魔族が長い首で振り向いてぎょっとする。地響きを上げて踏みしめていたその足を止めた。いや、まず止まってから、護狼の声に反応したのだ。激しく揺すられていたせいか、「う、うっぷ」と気持ち悪くなりながら、護狼はふらふらと降り立つ。吐くものは、胃袋にはなかったけれど。

　それから――護狼はドラゴンが足を止めた、本当の原因を目にした。

　少し先の、薄暗い闇の中。そこに、同じように立ち止まった少女型魔族の背中があった。闇よりも濃い漆(しつ)黒(こく)の鱗を持つ、ベルゼビュートだ。その真(しん)紅(く)の髪が、石の淡い光を受けて、揺らめくように輝いていた。護狼やドラゴンに一(いち)瞥(べつ)をくれただけで、彼女は「フン」とすぐに前に向き直った。

「ベルゼビュート？　なにを……あっ！」

　どうしてそんなところで立ち止まっているのか。遅れて、護狼は理解する。

　そこは、突然拓(ひら)けたダンジョン内のドーム型空間だった。ぼんやりと光る壁の輪(りん)郭(かく)がいきなり広がっていたのだ。よく見れば、これまでダンジョン内を覆っていたタイル状に組まれた石がなくなっている。申し訳程度に光る石だけが、ごつごつとした岩肌に直接埋め込まれているようだ。――そんなドーム型空間の、ベルゼビュートが見(み)据(す)える奥は、どうやら行き止まりになっていた。

（いや？　また、道が枝分かれしてる？）

　正面は塞(ふさ)がっていたものの、かわりに左右にいくつもの穴が見られた。そのどれかに進もうかと、彼女は悩んでいるのだろうか？

　だが、護狼には関係がない。「そうだ」とすぐに気を取り直した。自分はもともと、ダンジョンに入る気などなかったのだ。戻ろう、と一人、引き返そうと振り返る。だが。

「……え？」

　きびすを返した、その先を見て――護狼はようやく異変に気付いた。ほんの数分程度、ひたすら真っ直ぐに、ドラゴンとベルゼビュートは走ってきたはずだ。

　つまり来た道は、ほぼ一本道だった。けれどもそこに見られたのは、いくつも分岐した、曲がりくねって闇に消える回廊で――。

「これ、こんな道だったっけ？　ねえ、はは」

　護狼はあまりのことに、側にいるドラゴン型魔族を見上げる。が、顔を合わせただけでドラゴンは、なぜかふいっとそっぽを向いた。答える気はない、ということか。

　だから、護狼はかわりに正面にいる、ベルゼビュートのもとへと駆け寄った。

「ねえ、君！　さっき来た道が……」

「うるさいな、人間！　――ああ。空間が歪(ゆが)んでいるのだろう？」

　鬱(うつ)陶(とう)しそうな態度ながらも、ベルゼビュートがそう答える。

「侵入者対策の仕掛けが施(ほどこ)されているようだな。感覚が鋭ければ、すぐに気付くぞ？」

「な、なんだって？」

　落ち着き払ったベルゼビュートの様子から、彼女にとっては「当然のこと」のようだ。

　けれども護狼は青ざめるばかりだ。

「入ったら帰れない？　か、確認させてくれ。それって魔族のみんなはわかってたの？」

「ん？　おそらく今頃皆、理解している頃だろう？　ああ、だがアスタロトだけは違ったようだな。そういえばついてこずに、入り口付近の術式に夢中だったのはこのためか。……それで、封印までされていたか？　人間界から侵入されぬように――いや。魔族が迂(う)闊(かつ)に立ち入らぬようにするため、か？　確かに出るのは簡単ではなさそうだな」

「待って。それじゃあ、どうやって戻れば」

「適当にうろついていればそのうち出られるだろう？　多少、時間がかかるくらいで」

　なあ？　とばかりに赤毛の魔王少女が、この場にいるもう一体の魔族である、ドラゴンと目を合わせた。ドラゴンは巨体に似合わず、魔王少女の前で首をすくめ、頷(うなず)きだけを返したが。

　頷けないのは護狼である。

「……あの、訊(き)いていい？」

「なんだ？　まだなにかあるのか、人間」

「そのさ。その、多少の時間ってのは、だいたいどれくらい……？」

「ん？　まあ、一ヶ月ほどあればなんとかなるだろう？」

「ああああ……そんなもん、俺が保つかあ―――――っ！」

　ぐぎゅるるるるる。護狼の胃袋が豪(ごう)快(かい)に鳴った。死ぬ。絶対、餓(が)死(し)する。何十回、何百回も。ふらり、と護狼はさすがによろめき、その場にへなへなと頽(くずお)れた。

「時間の概(がい)念(ねん)が違いすぎだろ……。ふは、ふははは。なんで、こんなことに？」

　もう笑うしかなかった。護狼は空腹と絶望を抱え、動けなくなる。

（いや、だったら入り口で待ってても、いつ食材が届くかもわからなくて？　ああ）

　実は最初から、希望なんてなかったんだ。そのことに今になって気が付いた。

「あれ。でも、どっちみち餓死を待つのなら？　食材があるかもしれないダンジョン内にいた方が、まだマシなのか？　あれえー」

「？　我はまた、自分で勝つために、あえて飛び込んで来たのだと思っていたが」

　違うのか？　とベルゼビュートが眉(まゆ)をひそめた。勝つ？　護狼は最初、彼女の意図がわからなかった。どうして、護狼がこの思いつきの授業に参加し、わざわざ勝たなければならないのか。と――今になって思い出す。

「あ。そうか、あの約束……。『勝った者の願いを何でも聞く』ってヤツか」

「フン。キサマが勝てば反(ほ)古(ご)にできるわけだ。まあダンジョンの仕掛けさえも勘(かん)付(づ)かなかったキサマに、勝ち目があるとは思わないがな」

　すっ、と赤い瞳がさげすむように細められる。

　そんなこと、ベルゼビュートに言われるまでもなかった。

「わかってるよ！　知ってるよ、勝てないよ！　……というか、それ以前に腹減って動けなくなるってば……！」

　護狼は気力を振り絞って、そうわめくのがせいぜいだった。今だって十分に、へばっているのだ。ああ、もうどうしていいのやら！　頭を抱えて、思わず天を振り仰ぐ。

　が、そのとき。護狼はたまたま目撃する。「は？」と目が点になった。

　薄闇の満ちる、ドーム型空間の高い天井――。その岩盤すれすれに、いつから潜んでいたのだろうか？　音もなく飛翔し、ちょうど護狼やベルゼビュートのいる真上の位置に貼(は)り付いたのは、見覚えのある三枚の翼を持った魔王少女で。

　その左目が、きらりと金色に輝いた。すると、彼女の触れていた固そうな岩盤に、黒い《刻(こく)印(いん)》が刻(きざ)まれる。見る間に、まるで生き物のように、岩盤が一部隆(りゆう)起(き)した。

　それが鋭利な円(えん)錐(すい)型になったのを目にしたときには、何と音もなく根本から外れ、真っ逆さまに落ちてきて――。

「って、うわああっ!?　危ない!!」

　ずごんっ！　と周囲の空気を震わせて、大質量の塊(かたまり)が、護狼の側に突き刺さった。慌てて横に転がらなければ、巻き込まれていたかもしれない。それでも飛び散った破(は)片(へん)が護狼に当たり、「ひー！」と頭を抱えることになる。舞い上がった埃と欠片(かけら)が、石の光りで煙のように浮かび上がった。

　が、もちろんルシフェルは、護狼を狙(ねら)ったのではなくて。

「ちいっ！　外しましたわ！」

　銀髪の魔王少女は、遙(はる)か頭上にいながらも、舌打ちの音を届けた。

　ルシフェルが見るのは、突き刺さった岩塊の向こう側。咄(とつ)嗟(さ)に飛び退(の)いた、無傷のベルゼビュートだった。砂煙を払いのけ、「フン」と彼女が鼻を鳴らす。

「不意打ちなら勝てるとでも思ったか？　ルシフェル。姑(こ)息(そく)だが、浅はかだな！」

「ああら。ゴローさまが気付かなければ、今ので決着が付いていたのではなくて？　ベルゼ。まったく、少しタイミングがずれましたわ！」

　もうっ、とルシフェルが這いつくばった護狼を見やる。

　いやいやいや、と護狼は首を振るしかない。

「ちょっと。今の、俺……巻き込まれかけたよね？」

「あら、そうでしたっけ？　うふん」

「……ちっとも悪いと思ってないよね君？　というか――いきなり、なんでっ」

「？　わたくしなにか、変なことしてます？」

　突然の襲(しゆう)撃(げき)を問い詰めようとしたものの、護狼は慌ててルシフェルから視線を逸(そ)らした。真下にいるこちらからは、短めになった彼女のスカートの中が丸見えになっていたからだ。ああ、とかわりに答えるのはベルゼビュートだ。

「よくあることだ。なにせ、我を亡き者にすれば、次期大魔王の座を得る確率が上がるからな？　アスタロトは、魔族にしては変わり者で、争いに絡(から)んでくることはないし」

「そんな平然と？　待ってよ、それよりこれ、食材集めの勝負だったはずじゃあ？」

「フン。そんなものより、手っ取り早くてわかりやすい！」

「そうですわ！　単純明(めい)快(かい)ですの！」

　ベルゼビュートとルシフェルが、こんなときだけきっぱりと同調した。

　ああ、と護狼は目(め)眩(まい)を覚える。明らかに、空腹が原因ではないものだ。

「そんなものより、って。お、俺の授業っていったい……」

「まあ毎度、我が勝つのだがな。潰(つぶ)してやってもかまわないが、我とまともに戦えるのはキサマくらいだ。鍛(たん)錬(れん)のために、今まではわざと見逃してやっているが。――あまりつけあがるなよ？　ルシフェル」

「うふふ。ベルゼ、二度とそんな口を叩(たた)けなくしてさしあげますわ！　今回はひと味違いましてよ？」

　ぽふ、とルシフェルが頭上でいつものように手を叩く。ふんわりと微笑んだ。

「なにしろ、もう既に、わたくしの術中なんですから！」

「それは我が飛べないから、そこまで殴りに行けない、ということか？　馬鹿馬鹿しい」

　甘いぞ。とばかりにベルゼビュートがもぎ取ったのは、傍(かたわ)らに今突き刺さったばかりの、岩の塊の一部だった。いつぞやのように、空飛ぶルシフェルに向かい、ぶん投げるつもりらしい。

　ところが、ルシフェルは逃げるようなそぶりすら見せなかった。その意味は――。

　直後。ドーム型空間内に、いきなり眩(まばゆ)いばかりの火柱が生まれた。




　ものすごい熱風が、周囲を叩く。

「熱い熱い熱い!?」

　横一文字に走った太い炎は、護狼に直接当たったわけではない。それでも髪の毛が焦(こ)げ、嫌な臭(にお)いを漂(ただよ)わせた。反射的に跳ね起きて、逃げようとしたのは生物としての本能か。だが。

「――キサマはそこを動くな、人間!!」

　鋭い声がそれを制した。え？　と護狼は、中腰の体勢のまま固まった。

（なに……？）

　そう叫んだのは、炎を真正面から受け止めた少女――ベルゼビュートだ。

　彼女の側で、あの突き刺さった岩の塊が、熱に負けて焼けて溶け出す。けれども赤毛の魔王少女は、その真紅の髪こそ乱れるものの、業(ごう)火(か)の中でしっかりと立っていた。彼女の肌を覆うのは、全身のほとんどを包み込んだ黒き鱗の装甲だ。そして。

「なるほど……竜の炎か！　フン!!」

　ベルゼビュートは抱きしめるようにして、紅(ぐ)蓮(れん)の炎を押し潰した。叩きつけられていた炎は、一斉に辺りに飛散する。ドーム型空間が一気に赤く染められた。

　唖(あ)然(ぜん)とするのは、その光景を見下ろすルシフェルだ。

「力尽くで、あの炎を？　ほ、ほんとに馬鹿力なんですから！　もうっ！」

　その火炎を真横からぶつけたのは、もちろん飛翔するルシフェルではない。もう一体の、ここにいる魔族だった。飛び散る赤い残(ざん)滓(し)の中、護狼は炎をようやく止めた、銀色のドラゴンの存在を思い出す。そう、護狼をここまでつれてきた、あの竜だ。

　だが、それはどうやら偶然ではなかったらしい。ごふんっ、と黒煙を吐いて口を閉じた「彼」は、はっきりとベルゼビュートの隙(すき)を狙ったのだ。

　だから。全身を睡眠時のように「完全防備(フルガード)」モードにしたベルゼビュートが、きっ、と強くドラゴンを睨む。

「ブネ。キサマ、こんなときに我に挑(いど)んでくるとは……どういう算段だ？」

「！　ぼ、ボクは！　そのー、あのー！」

　この薄闇でもらんらんと輝く赤い瞳に、ブネと呼ばれたドラゴンが射すくめられる。ベルゼビュートの倍以上もある巨体が、おどおどと太い尻尾(しつぽ)さえ隠した。護狼が初めて聞いたその声は、まるで気弱な少年のように震えている。

　そのとき、ブネの体から突然、ふわりと青白い輝きが現れる。

　薄闇を仄(ほの)かに照らすそれは、なんと揺らめく炎の玉だった。

『いけませんぞ、ぼっちゃま！　しっかりしなされ！』

　青白い玉が、そんな声を響かせた。護狼はさすがにぎょっとする。

（あれも、魔族……？）

　などと思ったけれど、どうやら少し違うらしい。

「？　なんだ、そいつは？」

　ベルゼビュートがそう呟く。彼女も知らない存在なのだ。

『これは、どうも魔王さま。お初にお目にかかります。代々ブネ家にお仕えしております、執(しつ)事(じ)の死(し)霊(りよう)でございます』

　すると青白い炎はブネの周りを漂いつつ、丁寧に挨(あい)拶(さつ)をした。死霊？　とんでもない言葉に、護狼は目眩さえ覚える。

「な、なんでもありか……？　いや、もう。好きにしてくれ」

「ははあ、そうか。竜の家系は、古くから『死霊使い(ネクロマンサー)』の一派だったな？」

　ふむ、と納得するのはベルゼビュートだ。『左様でございます』と青白い「死霊執事」がうやうやしく答えた。もっとも、礼儀正しいのはそこまでだ。

『――それでは魔王さま。ぼっちゃまのために、潔(いさぎよ)くここで朽(く)ちていただきますぞー！』

「なんだと？」

『ぼっちゃまには最低限、父君と同じく《公爵(デユーク)》の階級(ランク)まで上り詰めていただく必要がありますので。今の《侯爵(カウント)》の位で満足されては困ります！　かつては初代大魔王サタンさまとともに、最強の名を欲しいままにした竜の名家ですぞ？　さあぼっちゃま！』

「ううっ。でもボクは……こういうの、ほんっとに苦手だよお。修行とかも嫌だったし、ベルゼビュートさまに今まで一度も勝ったことないし」

『ですから！　その機会をルシフェルさまが与えてくださったのです！　今こそサタンさまのご息女である、ルシフェルさまに報(むく)いるときですぞ！　そのためにはこのじいや、いくらでもぼっちゃまの尻(しり)を叩きますぞ、さあさあ！』

「そうですわ。ブネ、よろしくて？」

　渋るブネの傍らへと、空中にいたルシフェルが真(ま)っ直(す)ぐに舞い降りてくる。ドラゴンの首の横で浮いたまま、その耳に甘言を吐いた。

「わたくしたちがまとまってかかれば、馬鹿力と頑(がん)丈(じよう)な体しか取り柄のないベルゼなどけちょんけちょんですわ！　後はもちろん、わたくしが次期大魔王の座に納(おさ)まり――その暁(あかつき)にはブネを右腕として取り立てますわ！　もちろん《公爵(デユーク)》の階級(ランク)とともに！」

『おおおおお！　ありがたきお言葉！　とにかく、ぼっちゃま！』

　青白い炎が感動にわななき、ブネがやがておずおずと頷いた。

　そうか、と護狼はようやくルシフェルの「術中」の意味を知る。

（一対一じゃ勝てないから……目的のために、抱き込んだのか？）

　しかも、おそらくダンジョンへ入ることが決まったわずかな間に、だ。護狼はそういえば、事前にブネとルシフェルが話し込んでいたのを思い出す。

（ん？　待てよ、でも。あのとき確か、相手は一人じゃなくて）

「フン。たかがブネを引き入れた程度で、この我に勝つつもりか？　妄(もう)言(げん)もそこまでだ」

　二対一にも関(かか)わらず、ベルゼビュートは顔色ひとつ変えなかった。それは、勝つ自信があるからだろう。むしろブネの方が、目も合わせられないほど怯(おび)えている。死霊の執事だけが相変わらず、『いきますぞー！』と元気だった。

　けれども、ルシフェルが微笑んだ。「ほら」と真横にあるドラゴンの頭を軽くはたく。

「作戦通りになさいな。言ったでしょう？　どのみちあなたの炎の力だけでは、勝てないことはわかってましてよ？　でも、わたくしの力を上乗せすれば！」

「あっ。う、うんだよ！」

　すう――っ、とドラゴンが息を大きく吸い込んだ。それはまた、あの業火を吐くつもりなのか。咄嗟にベルゼビュートが身構える。だが。

　次の瞬間ブネが吐き出したのは、さきほどとは違う炎だった。ごぼり、とあえて喉(のど)の奥で詰まらせたような、凝(ぎよう)縮(しゆく)された火の玉となる。それは距離を取るベルゼビュートまで、届くような勢いを持たない。そのままゆっくり、冷たい岩の大地へと落ちようとする。

　だがそれを、ルシフェルが止めた。煌(きら)めくのは、彼女の金色の《邪(じや)眼(がん)》だ。支配の《刻印》が、なんとその炎に刻まれる。と、炎はぐにゃり、と形を変えた。銀髪の少女の意志に従い、二メートル近くの刃渡りがある、燃えさかる大きな「鎌(かま)」となった。

　しかし、ルシフェルはできたばかりのその武器を、自分で持とうとはしない。ぽん、とそのまま足元に放り投げる。だがそこに、もう一体の魔族がすうっ、と姿を現した。

「！　彼女は……！」

　護狼は思わず呻(うめ)いていた。まるで幽霊のように何の前触れもなく出現したのは、垂(た)れたイヌミミを持つ小柄な幼女だ。あのときルシフェルがブネとともにしゃべっていた、透明になれる魔法を使う魔族だった。その力で今まで潜んでいたのだろう。どこか小動物のように、びくびくしたところがあった。

　ところが、彼女が炎の鎌を手にしたとたん。

「武器！　……武器っ。くふ、くふくふ！」

　幼げな顔が、恍(こう)惚(こつ)の色を宿した。にたり、と笑う。その目はとても妖(あや)しげな光を放った。そして、ルシフェルとベルゼビュートを交互に見やる。

「どっち、どっち強い？　ルシフェルさま、それともベルゼビュートさま？　くふふ！」

「わ、わたくしじゃありませんわ、グラシャ！　誰があなたに武器をあげたと思ってますの？　ほら、相手はベルゼの方ですのよ！」

　慌てて飛び上がりながら、ルシフェルがそう促した。するとグラシャと呼ばれた幼女魔族は、手にした炎の鎌を構えて、ベルゼビュートに向き直り――。

「ベルゼビュートさま……。ねえ、強い？　アタシの武器より――ねえねえねえねえ!!」

　ててっ、とグラシャが走った。一見、護狼には子供らしい、小走りに見えた。ところが長い鎌の柄(え)を使い、一瞬で彼女は護狼の側を通り過ぎる。そこから十メートルは離れたベルゼビュートへと、一気に跳躍した。滑るように彼女の懐(ふところ)に入る。

　もちろん大きく振りかざすのは、その燃えさかる凶悪な鎌で。

　油断、だったのだろうか。咄嗟に下がったベルゼビュートだが、間に合わない！

「！　ああっ！」

　思わず護狼は声を上げた。鮮(あざ)やかに、グラシャが鎌を切り返した。三日月型の炎が、舞う。その瞬間、赤毛の魔王少女の体から何かが飛び散る。破砕音とともに煌めいたのは、炎に彩られた漆黒の破片だった。

　ドラゴンの炎をはじき返したはずのベルゼビュートの鱗が、一撃で砕かれたのだ。

「なっ……こ、こやつ!?」

　反撃でベルゼビュートの拳(こぶし)が飛ぶ。それに牽(けん)制(せい)されて、グラシャがふわ、と後ろに飛んで離れた。斬(き)られたが、そう深手ではないようだ。それでも失った左肩辺りの鱗の穴を押さえ、ベルゼビュートが顔色を失った。うふふ、と笑うのはルシフェルだ。
















「いかがですの？　甘く見ていたでしょう、ラボラス家のグラシャを！　だって表向きは《パンデモニウム学園》唯一の最低階級(ランク)、《男爵(バロン)》の魔族ですものね。でも、ご覧の通り。ラボラス家は暗殺者の家系ですのよ？　己の存在さえ希(き)薄(はく)にするため、普段は臆(おく)病(びよう)なだけですけれど――ひとたび武器を与えれば、本性を現しますわ！　まったく、手(て)懐(なず)けておいて正解でしたわね。なにしろ、ほら」

　と、浮いたままの銀髪の魔王少女が見せるのは、真っ白な自分の細い腕だ。

「この美しい手に、武器は似合いませんでしょう？　これまでのやり合いで、わたくしがほんの、億千分の一ほどあなたに後れを取っていたのは、戦い方の相性の問題ですわ！　わたくしのような高貴な者は、このようにうまく配下を扱えばよかったんですわ」

「キサマ……！」

「ドラゴンの炎を研ぎ澄ました魔法武器と、それを扱うグラシャ――。言ったでしょう？　わたくし、あなたと違って『魔望』があるのだと」

「フン。群れるのは、力なき者のやることだ」

　圧倒的不利な状況ながらも、ベルゼビュートが啖(たん)呵(か)を切る。

「我は相手が誰であろうと、多勢であろうと、負けるつもりはない！　……父上がそうであったようにな！」

「ああら。数にものを言わせるのも、卑(ひ)怯(きよう)の極(きわ)みというものでしょ？　ふふふ」

　ぎらりと睨んだベルゼビュートの視線さえ受け流し、ルシフェルが涼やかに微笑んだ。

　と、笑うのは彼女だけではない。炎の鎌を携えたグラシャが、楽しそうに目を細めた。

「今の、ぎりぎりで避けた？　ベルゼビュートさま、強ーい。くふくふくふ、アタシ、強いのだーい好き。殺したいほどお！」

　そして、再び飛びかかろうとする。受けて立とうとするのか、ベルゼビュートは一歩も退かない。しかし右手は、傷口を押さえたままで。

（どうなるんだ！）

　見守ることしかできない護狼の背中に、汗がにじみ出る。本気で殺し合うというのか。

　勇者として半人前以下の護狼では、止められないことはわかっていた。それでも、反射的に一歩踏み出したのは、護狼の気持ちの現れだったか。

　だが、それが意外な結果を生むことになる。――いきなり、がごんっ、と踏んだ足場が下がったのだ。え？　と護狼が思ったときには――。

「ぐはあっ!?」

　強烈な衝撃を後ろから浴びて、護狼の体が宙に舞った。ものすごい速度で前方へと弾(はじ)かれる。それはちょうど、赤毛の魔王少女へと飛びかかった、グラシャへと真っ直ぐに飛んで――「くふ？」と笑顔を貼り付かせたまま振り返った彼女と、空中でぶつかった。一緒になって、固い大地をごろごろ転がる。

「なんだ!?　人間っ？」

「ちょっと、なんですのゴローさま！　いいところで！」

　二人の魔王少女が護狼に叫ぶ。偶然、ベルゼビュートを助ける形になったからか。

　が、護狼は何が起きたのか、さっぱり理解できなかった。グラシャはすぐに立ったものの、こちらは起き上がることができない。倒れたまま、自分のさっきいた場所を見るのがやっとだった。

（って……な、なにが？）

　全身が痛い。骨が軋(きし)む。思い切り跳ね飛ばされたからである。

　その原因を、護狼は目にする。そして、絶句した。

　さっきまでなかったものが、そこにはあった。すぐ真横の壁の一部が、大きくせり出していたのだ。おそらく、あの衝突をまともに喰らったのだろう。死ななかったのが幸い、という感じだった。それでも身動きとれないほど、十分に痛いが。

「な、なに、あれ……？」

「人間、よもや我を助けたとか勘違いするなよ。たまたまキサマが罠(わな)にかかって、飛んできただけだ」

　と、ベルゼビュートがそう吐き捨てる。は？　と護狼はその言葉に耳を疑った。

「今なんて？　わ、罠って？」

「なんだ、気付いていなかったのか？　これだから人間は。だから最初に言っただろう？　迂闊に動くな、と！」

「言われた、けど……。あ、あれは『周りに罠が仕掛けられてるから』ってことかよ？」

「それ以外になにがある？　だからこそ我も、先に進む足をここで止めたのだ！　そして、おそらく」

　ルシフェルも――。という意味か。彼女は起き上がったグラシャの方を向いたまま、ちらりと空飛ぶルシフェルを見やる。

　もちろん、とばかりに銀髪の魔王少女が、「ふふん」と鼻を鳴らした。

「当然ですわ！　うまく逃げられないでしょう、ベルゼ？　こんな絶好の機会を、わたくしが逃すと思って？」

　気付かなかったのは護狼だけらしい。そういえば巨体のブネが、さきほどから一歩も動こうとしていない。それはドラゴンの体では、どこかしらの罠を踏んでしまうからか。

　先に言っておいてくれ。打(だ)撲(ぼく)の痛みに呻きながら、護狼はそう思うばかりである。

「いいから、キサマは下手に動くなよ、人間！　どんな罠が発動するかまでは、さっぱりわからないからな。我の戦いの邪魔はするな！」

「い、言われなくても……」

　動けないよ。そうベルゼビュートに返答する力もなかった。護狼は起き上がりかけて、そのまま力尽きてへばる。どさりとその場に倒れ込んだ。が――そのとき。ずごっ、と護狼の倒れた、その冷たい大地がわずかにずれた。「え」と護狼は目が点になる。

　その異変に、ベルゼビュートもルシフェルも、ブネも。グラシャまでもが固まった。

　ただし、さっきのようにいきなり壁が動いたりはしなかった。しばし、固(かた)唾(ず)を呑(の)んだ静(せい)寂(じやく)が満ちる。けれども。

「……？　なんですの、揺れてっ？」

「音？　これは……」

　同時に、最初に気付いたのはルシフェルとベルゼビュートの二人だった。彼女たちは表情を強(こわ)張(ば)らせ、耳を澄ませる。そして、護狼も肌で感じた。

　ぺたりとくっつけた、冷たい石の大地。そこから微細な震動が伝わってきたのだ。

　それはあっという間にドーム型空間全体を揺らし、徐々に大きくなっていく。地震、ではなかった。やがてそれは、誰の目にも明らかになる。

　――護狼たちがやってきた方向の、回廊。そこから地響きを立てて、いきなり大量の水が噴き出したのだ。どばっ！　と水(みず)飛沫(しぶき)を上げて、一気に護狼たちへと襲いかかる。

（水攻め!?　なっ）

　護狼は逃げる暇さえなかった。これも罠？　と認識したときには、水に呑まれて押し流された。

「うわ――――！　ごばごぶがべっ」

　あっという間に大量の水を飲み、真っ黒な水中で、ごぼごぼと泡を吐いた。もう、一緒にいたベルゼビュートやブネたちが、どうなったかも見えない。見る余裕もない。

「はあっ！　げはっ、ごほ」

　一度、偶然頭が水面から出たときに「なんですのー！　わ、わたくしの逃げ場が？」という飛んでいるルシフェルの叫びが聞こえたが、護狼が覚えているのはそれだけだ。まともに泳ぐことさえできず、翻(ほん)弄(ろう)され、再び水の中に押し戻された。息ができない。

　そして、肺の奥から最後の空気を搾り取られて――。
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（うあああ、くっ、苦しい!?　くる――あ、あれ？）

『お？　なんだ護狼か、数日ぶりだなあ。順調にやってるかと思えば……ハ！　まーた死んだか？』

　ふいに、息苦しさがなくなって。気が付けば護狼は、またもやあの、白い精神世界に飛ばされていた。そこに寄り添うのは、光の塊となった父、士(し)輝(き)の意識体である。

（ああ、死ぬかと思った。いや、死んだんだけど。そうか。結局俺、あのまま溺(おぼ)れて）

『なんだよ、ゴロー。水死か？　《勇者心(こころ)得(え)》その４３にもあるだろ。「溺死だけは避けるべし」ってな。生き返ってもまたすぐ死ぬぞ？　それの繰り返しで、どうにか自力で水面まで上がってこないといけねえんだ。お前なあ、もうちょっと気を付けろよ？』

（はは、は。気を付けようがあったら、俺だって気を付けてるよ！　もうほんと、魔族ったら無茶苦茶で――やっかいな地下ダンジョンには、なんの考えもなくみんなで突っ込むし。いきなりガチの殺し合いも始めるし！　ああ、思い出すだけでくらくらする）

　肉体から離れている状態なのに、護狼は目眩に似た感覚にやられる。ん？　とさすがに父も反応した。

『ダンジョンだあ？　そんなもんがあったのか？　どうなってんだ？』

（！　そうだよ、父さん。やっかいなことが！　《パンデモニウム学園》の地下に、人間界と繋がってるダンジョンがあったんだ。その封印が解かれて、今大勢の魔族たちが、そこに侵入してるんだけど）

『おいおい、なんでそんな事態になってんだ？　……別にいいけどよ。いつの「ほころび」かは知らないが、どうせ魔界からの出入り口は、こっちの《結界》に捕らわれて樹(じゆ)海(かい)に固定される仕組みだしな。ハ！　心配ないだろ』

（てことは結局、出口が見つかったとしても、結界内で対(たい)処(しよ)できるってことか……）

『つーかそっちより、ぽんぽん死ぬ方を反省しろよな、護狼！』

（うっ！　だって。だから俺は、やっぱり父さんみたく、うまくはやれないんだよ）

　こっちの気も知らないで。と護狼はさすがにむっとする。

『あのな、護狼。オレも、前に言ったはずだぞ？　オレだって最初からうまくできたわけじゃないって』

（！　……それは）

『なんなら、それはオレだけじゃない。歴代の――少なくとも村(むら)雲(くも)家に勇者の血筋が移ってからの、お前のひいひいじーさんも、ひいじーさんもじーさんも、だと思うぜ？』

（えっ？）

『それが《勇者心得》として残ってるんだ。代々教訓を、付け加えて残してな』

　もしかしてそれは父親として、護狼を諭(さと)してくれようとしているのか。護狼はそう感じ取る。少しだけだが、じん、となった。――けれども。

（あれ？　付け加えて、って……ん？）

『なんだよ、護狼』

（……。それ、初耳なんだけど！　《勇者心得》って、日本のうちの家系に継がれるずっと前から――勇者に伝えられていたものなんじゃあ？）

『ああ、心得の１から９９まではな？　それ以降は村雲家《初代》のひいひいじーさんが１００番台を。《二代目》がちょうど２００番を、《三代目》が３００番台を、って感じで付け足していったんだぜ？　ちなみに《四代目》のオレは、４００から４９９まで担当ってわけだ！　ハハ、もっともあんまり書き足すことも思いつかなくてよー、適当に決めちまったけどな～』

（なっ、なにー！）

　てことは！　と護狼は、あることに気付いてしまった。

（ああああああ……妙に偏(かたよ)ってると思ったんだよ、心得の内容が！　４００番台なんて『死んで、覚えろ』とかほんとに、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)なことばっかりだし！　って、２００番台は卑(ひ)屈(くつ)なのが多かったような？　３００番台は……その）

『エロい「禁断の３００番台」だろ？　あれは、死んだオレの親父、つまりお前のじいちゃんがだな。どうも若さに任せて、付け足したらしいからな。ハハハ』

（じ、じーちゃーん!!）

　けらけら笑う父の前で、護狼は白い世界に、心からの絶叫を反響させた。

『あと《二代目》の残した２００番台は、《初代》に無理矢理勇者を継がされたことが相当不満だったようで、かなり恨みが入ってるらしいぞ？』

（だ、だからなんか、どことなくやさぐれた感じがしてたのか？　なにその、心得の真実。俺の唯一の……心の、支えが！）

『ハ！　まあだから、お前も５００番から百個ほど、好きに付け足していけよ？　《勇者心得》が５９９になる頃には、一人前になってるだろうぜ』

（……そうやって、ちょっといい感じにまとめようとしてない？　父さん！）

『うっ。お前、こっちの世界だと本音ずばずば出てくるなー』

（だって、ここだと噓(うそ)吐(つ)けないし。って、やっぱりそうだろ、父さーん！）

『い、いいじゃねえか、ほら。《勇者心得》その４８６にもあるだろ？　「万事結果オーライ」ってだな』

（だからそれ、４００番台だから！　父さんが適当に決めたヤツで……）

『うるせーなあ。なんでもいいからうまくやれよ！　文句が多いんだよ！』

（ぎ、逆ギレ？　そりゃ文句のひとつだって言いたくなるよ。苦労ばっかりで、いいことひとつもないんだからさ！）

『いいこと？　――あ』

　すると、『そうだった』とふいに父が何かを思い出す。

『忘れてた。お前に、言っとかなきゃならない朗(ろう)報(ほう)があったんだっけ？』

（？　朗報？　……ほんとに？）

『なんだよ、疑い深くなっちまって』

（苦労させられてるからね……。なに？）

　やれやれ、とあまり期待せずに護狼は訊く。どうせ、どうでもいいことだろう。

　そもそもこの状況下で、いいことなんてたかが知れている。そんなすさんだ気持ちのままだが、護狼は意識を傾けた。『おう』と父が続けようとする。

『実はな。これは、最初に言っとくべきことだったんだが。お前もびっくりの、いいことってのは――』

　だが、ちょうどそのとき――父の声はそこで遠ざかって。

















「って……ここで途切れるの!?　ごほっ、げほ！」

　まだ「いいこと」を聞いてないのに。と思いながらも、護(ご)狼(ろう)は自分の肉体に戻ってくる。同時に吐き出すのは、喉(のど)に詰まった水だった。気持ち悪さで涙目になる。

　どうやら幸(さいわ)い、水中で目を覚ますのだけは避けられたようだ。

　が、そこは今までいた、固い石に覆(おお)われた回(かい)廊(ろう)とは違っていた。

「うえっ……あ？　えっ」

　這(は)いつくばって自分が水を吐いた地面は、大粒の丸い砂(じや)利(り)で覆われていた。しかも周囲がやけに明るい――。ぼんやりとした、緑色の光ではない。顔を上げた護狼を照らすのは、遠くから差し込む暖かな光だ。

　そこに「空」があった。遙(はる)か彼方(かなた)に、夕日のごとく沈んでいこうとする光。それに照らされて、茜(あかね)色に染まっている。

　いいや。天を仰いで見える、薄くかかった雲の向こうに――なんと、ごつごつとした岩肌があった。うわ、と護狼は、水っぽい胃液を今度は飲み込んだ。

「なに、ここ……まだ、地下ダンジョンってことなのか？　そ、それにしても」

　高さは、数十階建ての高層ビル以上はあるか。そして周囲を見回して、護狼は広さに圧倒される。右も左も前後も、どこにももう壁なんて見えなかった。かわりに護狼の周りを取り囲むのは、木々の生い茂(しげ)る自然の風景だ。そう、ここに人間界と変わらない光景が果てしなく広がっていたのだ。少し離れた周囲を覆い尽くすのは、雑草だろうか？

　その形もどうやら、魔界の歪(いびつ)なものではない。見たことのあるような形をしていた。サイズは環境がいいのか、どれも護狼の背丈を超えるほどに成長していたが。

　そんな草をそよがせて、しっとりと濡(ぬ)れた体や頰(ほお)に触れるのは、やわらかな風だ。

　あ、と護狼は改めて、その匂(にお)いに胸を焦(こ)がした。懐(なつ)かしい空気の「風味」だ。

　これが人間界と繋(つな)がっているということなのか？　ふいに感じた懐かしさに、護狼はその場に座り込んだまま、しばしぼんやりしてしまう。

　さきほど、父が最後に言おうとしたことへの興味さえ忘れた。

（どうせ、たいした話じゃないんだろうし。……それより。疲れた――）

　まだ生(なま)乾(がわ)きの、水気を吸ったジャージの重さを感じながら、護狼は砂利の上に再び横たわる。ここは雑草と澄んだ水の流れの間にできた、いわゆる川岸だった。どうやらここに堆(たい)積(せき)した砂利のように、護狼は流れ着いたらしい。

（そのおかげで俺はどうにか無事に、復活できたみたいだけど）

　もう限界だ。肉体的にも、精神的にも――。護狼はへばる。

　他の魔族たちも流されたのだろうか？　などと思ったものの、気にしないことにした。

　どうせみんな、護狼よりずっと丈夫な連中なのだ。

（少なくとも俺みたいに、こんなところまで流されてることはないだろ……というか）

「……だいたい、俺はただの中学生なんだ。生き返るってだけで」

　護狼は一人、愚(ぐ)痴(ち)をこぼす。魔界で教師をやれだなんて、もともと無茶な話なのだ。そのことをとことん思い知らされる。

（いや、それより。俺……こんなところで一人だなんて）

　むしろ、これからどうしよう？　護狼はそこに思い至り、ぞっとした。――そのとき。

　おお――ん、という何かの遠(とお)吠(ぼ)えが聞こえた。護狼は思わず跳ね起きる。

「なんだよ、今の？　魔族……にしては、なんかこう、違うような？」

　魔族が持つ、「意志」や「知性」といったものがない、野生のものだ。護狼は直感的にそう感じた。恐怖が、疲れていた護狼の体を無理矢理動かす。砂利を踏みしめ、移動を始めた。雑草を掻(か)き分けるよりも、とりあえず歩きやすい川沿いに進んでいく。

　水をたっぷり飲んだせいか、そういえば今は空腹が気にならなかった。

（とにかく動けるうちに動いておこう。アテはないけど）

　けれども。護狼はすぐに足を止め、「あ！」と目を見開くことになる。

　川岸に転がった、ひときわ大きな岩を迂(う)回(かい)したそこで、護狼は人影を見つける。それは互いに見知った相手だ。同時にはっ、と息を呑んで。

「！　キサマも、ここに流れ着いていたのか……」

「ベルゼ？」

　いちいちベルゼビュート、と呼ぶのも煩(わずら)わしいくらいに護狼は驚く。

　岩に背中を預けるようにもたれていたのは、自慢の赤毛を濡らし、砂利で汚れたベルゼビュートだ。勝手に短く呼ばれたのが気に入らないのか、彼女はむっとした顔をする。

　けれども、いつものように食ってかかる元気はない。横たわったまま、左の肩を押さえている。そこからじわり、と流れ出ているのは、真っ赤な血で――。

「!!　怪我してるのか、君は！」

「あ……こ、これはキサマの見間違いだ。構うなっ！」

「なに言ってるんだ？　そんなわけにいくか！　ええと」

　嫌がるベルゼビュートを前に、護狼はあたふたと周りを見る。しかしもちろん、手当をするようなものは何もない。しまった、と護狼は自分の防水リュックを思い浮かべた。あれがあれば、中には応急キットが入っていたのに。

　待てよ？　護狼はあることを思い出す。それはルシフェルのために、リュックから応急キットを取り出したときのことだ。「確か、あのとき！」と護狼は、ジャージの上着のポケットをまさぐった。指先が何かに触れる。

　そこから取り出したのは、ビニールの包装に包まれた大きめの絆(ばん)創(そう)膏(こう)だった。

　あの銀髪の魔王少女に使ったのと、同じものだ。何枚かセットで入っていたのを、リュックから取り出した後、面倒くさくてそのままポケットに突っ込んでおいたのである。

「よかった、中は濡れてない。ベルゼ、ほら。ちゃんと傷口を見せてみなよ？」

「なんだ？　だから、たいしたことはない！　たかが少し焼かれただけだ。自分で舐(な)めたし、休んでおけばそのうちに……」

「いいから！　怪我してるときくらい、言うことを聞けってば！」

　叱(しか)りながら護狼は、ベルゼビュートの右手をどけた。彼女も弱っているのだろう。無理に抵抗することはなく、おとなしく受け入れる。見つけた絆創膏を、左肩の傷口に押し当てた。

　傷口は大きくて一枚では足りず、残っていた何枚かを全部重ねることになる。赤黒くなっていた傷口をどうにか覆い尽くして、護狼はようやく一息吐(つ)いた。

「俺に今できることはここまでだ。消毒液はないけれど、傷口はきれいにしてあったから、大丈夫だとは思うよ。……痛くない？」

「キサマは、なぜ――いいや。フン、誰(だれ)にでもそうするのだったな。ルシフェルが一時期、これと同じものを見せびらかしていたぞ？」

「あ、うん。あの娘(こ)が怪我したときにも、同じようにしてあげたけど」

　まさか、見せびらかしていたとは。今になって知らされた事実に護狼は苦笑いする。

「だって怪我人は怪我人だろ？　俺は平等に扱うだけさ」

「……誰が怪我『人』だ」

「え？　ああ、ごめん。……怪我『魔』？」

　もともとどうでもいいらしい。「フン」と寝そべったまま、ベルゼビュートが顔だけぷいっ、と横に背けた。だが、まだ痛むのだろう。彼女は右手を絆創膏の上にそえた。

　そこから滲んでいた赤い血は、もう見えないけれど――。

「？　あれ……。おかしいぞ？」

　護狼はある「違い」に勘(かん)付(づ)いた。重ね合わせるのは、ルシフェルを治(ち)療(りよう)したときのことだ。――あのときの銀髪の魔王少女の傷口からは、「黒い」血が流れていて。

「そうだ。なんで？　ベルゼの血って黒じゃない!?　まるで人間と同じ……！」

「！　だから構うなと言ったのだ、人間！　知ったな!?」

　がばっ、とベルゼビュートが飛び起きる。苦痛に顔を歪(ゆが)めながらも、護狼をぶん殴ろうとしてか、その右腕を振り上げた。が――そこで、彼女の動きに躊躇(ためら)いが生まれる。

「そうか……キサマの息の根を止めたところで、生き返るのか」

「なんだよ、殺す気？　勘(かん)弁(べん)してくれ、痛いんだから。それより……いったいこれって」

「……。誰にも言うな」

　仕方なく話すだけだ、と一睨みして、彼女は傷口をそっと隠した。

　茜色に染まる世界で――彼女の赤い瞳(ひとみ)に深い陰(かげ)りが見えたのは、気のせいではないだろう。その意味は、護狼にはまだわからない。

　やがて、ベルゼビュートは溜(ため)息(いき)とともに語り出した。

「我の血が赤いのは……キサマと同じ人間の血が、半分入っているからだ」

「へ？」

　なに？　護狼は最初、その意味がわからなかった。だから。

「――我は、大魔王バアル・ゼブブと人である母との間に生まれた、半人半魔なのだ」

　ベルゼビュートがわかりやすく言い直した。

　護狼としてはその唐突な告白に、ただただ唖(あ)然(ぜん)とするばかりで――。




「な、ん……だって？」

　勇者の少年の呟(つぶや)きが、赤く染まる地下空間にこぼれた。呆(ぼう)然(ぜん)としている。当然だろう。とベルゼビュートは自(じ)嘲(ちよう)した。この秘密は父以外の魔族の、誰も知らないことなのだ。

（それが、よりによって。人間などに……）

　今まで誰にもばれないようにしてきたのだ。あのルシフェルにでも知られれば、ここぞとばかりに侮(ぶ)蔑(べつ)の眼(まな)差(ざ)しを向けるだろう。いや、階級(ランク)の低い他の魔族も同様だ。

　だからこそ左肩の傷口が、炎による火傷(やけど)だったのは幸いした。斬(き)られたものの、血が飛び散ることがなかったからだ。砕けた鱗(うろこ)の一部に血がついた恐れはあったが、あの洪(こう)水(ずい)できっとわからなくなっただろう。なんとか隠し通せたのに――それなのに。

　ついに、ばれた。ベルゼビュートの全身から力が抜けていく。

　護狼はまだ、「ええと」と事態を把(は)握(あく)できていないようだ。もう一度訊(たず)ねてくる。

「ど、どういうこと、なんだ？　母親が、人間だって？　まさか」

「……。十数年前、父上がキサマの先代である、《四代目》勇者と戦ったときのことだ。激しい戦いの末、さすがの父上も傷を負った。だが、人間の張った《結界》とやらをその体で突破したのだ。そこで、傷が癒(い)えるまで身を隠していた父上は母と出会ったらしい。父上がなにを考えたかは知らぬが……その後、我が生まれたということだ」

　ベルゼビュートは、自分も父から聞かされただけの話をそのまま語った。

「もっとも、我自身は母と会った記憶はないがな。魔界にいるのか、人間界にいるのかも知らぬ。……父が隠しているのだ。当然だ、魔族と人が戯(たわむ)れで姦(かん)淫(いん)することはあっても――よもやそれが大魔王で、さらに子を成すだなんて」

「魔王の君が、半分人間……！」

　ようやく飲み込めた少年が呻(うめ)いた。が、次の瞬間首を傾(かし)げる。

「じゃあ、どうして？　人間の血が流れてるなら、人間界侵略とか、なんでそんな話に」

「やめろ！　我は……我は大魔王バアル・ゼブブの娘なのだ！　階級(ランク)《王(クイーン)》の、魔王の一人だ！　人間とは違うっ!!」

　人間なんかとはッ！　ベルゼビュートは怒鳴りつけた。それ以外の何もない。

　それは常に、自分にも言い聞かせているものだった。――「あのとき」から。

（我は、魔族の中でも特別な存在なのだ！　そうでなければならない、のだ……！）

「でも、そうか。……わかってきたぞ」

　けれども、あくまで護狼が食い下がる。

「ずっと不思議だったんだ。人間と魔族は何百年以上も前から、争っていたのに。いきなり十六年前に、どうして大魔王と和平が結べたのかって。俺の父さんは、その辺りのこと話してくれなかったけれど。そこに、ベルゼの母親がいたからなんだ。そうだろ？」

「我は……知らない！」

「？　だって、お父さんから聞いてないの？　そういう話？」

「……。したことがない。それに」

　つい、そこに続く言葉を口に出しそうになり、ベルゼビュートははっとした。目を伏せ、護狼から視線を逸(そ)らす。もちろん、彼が訝(いぶか)しんだ。

「それに、なに？」

「うるさい……うるさい、うるさい！　キサマになにがわかるッ!?」

　自分がこれまでずっと抑えつけてきた「不満」。それは一度も吐(と)露(ろ)したことのない、秘めた気持ちだ。そこにずけずけと触れてきた護狼に、ベルゼビュートは怒りを爆発させる。溜(た)まっていたものが一気に噴き出た。

「話すどころか、ほとんど会う機会などない！　いつもそうだ!!」

「べ、ベルゼ？」

（話ができたのは……それこそ、まだ我が幼かった、「あのとき」くらいで）

　それはベルゼビュートが、今では《パンデモニウム学園》となった、城を抜け出したときのことだ。自分のすべてが嫌になり、簡単には誰も来られないところまで、苦労して逃げた。それを、父が連れ戻しに来てくれたのだ。

　いいや。あのときも、父は多くを語らなかったし、叱らなかった。ベルゼビュートが覚えているのは、大きな父の背中だけで。

（でも「あのとき」は、それで十分だった――）

　ベルゼビュートは、自分に流れる人の血を嫌(けん)悪(お)した。それが自らの「弱さ」の源(みなもと)だと思ったからこそ、人間を決して認めない。だから、変わったのだ。なのに。

「……父上はずっと、なにも言ってくれない。どうして？　今回のことだって！」

　大魔王である父、バアル・ゼブブの行動は、魔族にとって絶対のものだ。たとえ娘であったとしても、階級(ランク)が劣(おと)るベルゼビュートが口出しすることは、許されはしない。

　けれども、ひとたびこぼれ出た本音は、今のベルゼビュートには止められなかった。

「宰(さい)相(しよう)ルキフゲスの予言が、どうだというのだ！　我に、たった一人の娘に、次期大魔王を引き継(つ)がせればいいではないか！　……確かに、強さこそが大魔王の素質を決める！　だが我とて十分に、その資格はあるはずだ！　そうだろう？」

　感情をうまく制(せい)御(ぎよ)できなくなるのは、それこそ人の血が混ざっているからだろうか？

　しゃべればしゃべるほど、ベルゼビュートは自分自身を嫌悪した。胸の奥がちくちく痛む。それは左肩の傷よりも、よほど痛くて。

「父は、我のことなど……どうでもいいのだ!!」

（我が大魔王にふさわしくないから。そんなこと――わかってる。最初から）

　純粋な魔族ではないから。たった三体の魔族に囲まれ、連(れん)携(けい)を取られただけで、手傷を負わされるのだから。ベルゼビュートは誰よりも痛感していた。

（それでも、我は、大魔王に……。父上と同じ存在に、なりたかった）

　つ、と何かが頰を伝わった。ぽつり、と胸元の黒い鱗に落ちたのは、小さな水滴だ。

（なのに、これで終わりだ……うっ）

　まだ湿り気の取れない髪から、流れ落ちたものではない。瞳からあふれた、涙だった。

　ベルゼビュートが未熟だった自分とともに、ずっと封じていたあの「弱さ」だ。大(おお)慌(あわ)てで目元を拭(ぬぐ)う。だが、涙は少しも止まらなくて。

「べ、ベルゼ……？」

「せっかく。せっかく、がんばってたのに――」

　ベルゼビュートは膝(ひざ)を抱えた。そこに顔を埋め、そして。

「う――う、うぅぅぅぅ～～～……」

　掠(かす)れるような泣き声に、絆創膏の貼(は)られた肩を震わせた。




†




　茜色の光が照らす、地下空間の川岸で、あの赤毛の少女が泣いていた――。護狼の前で小さくなって、嗚(お)咽(えつ)している。信じられない光景だ。護狼は何度も我が目を疑う。

「ちょっ、ええと……ベルゼ？」

　思い切って声をかけるものの、彼女は顔を上げない。泣き止まない。「ひっくひっく」と泣きじゃくる。どうすればいいんだ？　護狼は狼狽(うろた)えるばかりだ。こういうのはとても苦手だった。何しろ、女の子に目の前で泣かれる経験だなんて。

（！　そういえば、俺は……）




　これまでに護狼は一度だけ、泣いている女の子を前にしたことがあった。

　――それは今から十年程も前のこと。ちょうど父が、魔族に関する何かの騒ぎで、多(た)忙(ぼう)を極(きわ)めた頃だったか。幼かった護狼はその父に、一人の女の子と引き合わされた。

　たぶん、同い年くらいの少女だ。そのため「しばらく相手をしといてくれ」と、幼い護狼に任されたのだ。頭からすっぽりとフードのようなものをかぶった彼女は、ずっと泣いていた。護狼が何度話しかけても、ちっとも泣き止まなくて。

　結局、そのまま彼女は迎えが来て、去っていった。

　護狼は子供ながらにも、自分の無力さを嚙(か)み締めたものだ。せいぜいできたのは、黙って彼女の側(そば)に、座っていてあげたことくらいで――。

「ねえ、どうしたらよかったの？　お母さん」

　だからその後、護狼は見舞いに行った病室の母に、ついそう訊ねた。母はそのときもう瘦(や)せこけて、病院のベッドで寝たきりだった。

　それでも母はしっかりと、「そうね」と体を起こして答える。

「……護狼は泣き止んで欲しかったのよね？」

「うん。だって……」

「その気持ち、忘れちゃ駄(だ)目(め)よ？　そうすればきっと、次は泣き止んでもらえるように、なにかできるわ。だって護狼はお父さんの跡(あと)を継いで……勇者になるんですもの」

　まだ若いのに骨張った青白い手で、母はそっと護狼の小さな頭を撫(な)でた。

「勇者はね。誰かが泣かない世の中をつくるために、いるの」

「？　そう、なの？」

「ええ。お母さんも、お父さんのおかげで、いつでも笑っていられるのよ？」

　ふふっ、と母が笑ってみせた。淡い光に満ちた病室の中、それはとてもやわらかで、自然なもので――今でも護狼の心に焼き付いている、思い出の微笑(ほほえ)みだった。

「まだ護狼にはわからないかもしれないけど。勇者を継ぐっていうことは、血筋だけじゃない。受け継いできた、その『心』が大事なの。……きっと、だからこそ《勇者心(こころ)得(え)》なんてものがあるのよ」

　――護狼は母の言うとおり、当時は意味がわからなかった。それでも、このときの言葉があったからか。以降、４９９もある心得をしっかりと記憶したのだ。

　そして、母はこう締めくくった。

「護狼。あなたもそのときがきたら……ちゃんと、勇者になりなさい」

　このとき母はきっと、自分がもう長くないことをすでに悟(さと)っていたのだろう。やつれていながらも、母の横顔は凜(りん)としていた。だから護狼は「うん」と頷(うなず)く。

　しっかりと、母と「約束」したのだ。それが母と交わした最後の会話で――。




　故(ゆえ)に、護狼は勇者を投げ出さない。突然の父の指令で魔界に飛ばされても、魔族のことが好きじゃなくても。その魔族とうまくいかなくても、自分の役目を受け入れてきた。

　そう、亡き母に誓ったからだ。

（誰かが、泣かないように……）

　今、赤毛の魔王少女が泣いていた。だから、だろうか。護狼は自然とベルゼビュートに近づいていた。その隣にすとん、といつかのように腰を下ろす。

　砂利の音でその気配を察してか、顔も上げずに赤毛の少女がわずかにびくり、と反応した。それはどこにでもいる、人間の女の子と同じだった。強がっていただけなのだ。

（……。魔族なんて、まるで違うと思ってた。人間とは。だって、姿も違えば、価値観も違って苦労させられっ放しだし。でも）

　同じだ。護狼はベルゼビュートを見て、思う。それは彼女に、人間の血が混ざっているからか？　いいや。

（そうじゃない。もっと、ずっと……人間と変わらない部分がある）

　何より、自分と似てるんだ。護狼はそう感じていた。彼女の口から語られた真実を知ったからこそ、共感できることがあった。それは――。

「俺も、わかるよ。ベルゼの、その、お父さんに対しての気持ち」

　護狼はゆっくりと、彼女に自分の言葉を紡いだ。

　それが、ようやくベルゼビュートの嗚咽を止めた。かわりにむっ、とした様子で面を上げる。慌てて赤くなった目を何度かこすって、唇を嚙(か)み締めつつじろりと睨(にら)んだ。

「俺になにがわかるものか。って顔してるよ」

　護狼はその意味を勝手に察する。ずばり的中したからか、ベルゼビュートは黙ったままだ。

　だが、護狼が言い当てたいのはそれではない。もっと別の――「父親」に対しての複雑な感情だ。それは自分でも、思わず苦笑いしてしまうもので。

「俺がわかるのは、君が持ってる反感の気持ちだよ。それでいて……尊敬もしている」

「っ！　わ、我は！」

「デキのいい親を持つと、苦労するよね。いっつも比べられるから。そのくせこっちの重圧なんか、ちっともわかってくれないんだもん」

「なにを、キサマは。……あ」

　声を荒らげたベルゼビュートだが、ようやく気付いたようだ。護狼も彼女と同じく、「偉(い)大(だい)な父」を持つ者だ、ということに。それが「大魔王」か「勇者」かの違いだけだ。

　それと――おそらく護狼の方がほんの少し、父親というものをわかっていて。

「ベルゼはさ。お父さんが君のこと、どうでもいいって思ってるみたいに感じてるけど。俺はたぶん、そうじゃないと思うんだ」

「……？」

「俺たちの父親って、ほんと勝手だよな。魔界に学校をつくっちゃうし、俺なんかそこの教師として、いきなり派遣されちゃうしさ。もう無茶苦茶だっての。振り回される方としては、勘弁してくれって感じだよなー」

　ベルゼビュートは護狼に本音をぶつけてくれた。だから護狼もまず、本音から語る。

「でも、さ。俺たち子供のこと、さっぱり考えてないとか、そういうわけじゃないと思う。父さんたちには、大切な役目とか、立場があって……。でもその上でも、俺たちのためになるようにって、そういう気持ちもあると思うんだ」

「……。なぜ、そう言える？」

「《勇者心得》その１１１にこんな教えがあるんだ。『相手の立場になって考えろ』って」

　父のいつか言った言葉が正しいならば、１００番台のそれは《初代》が遺(のこ)したもの。

　その《初代》こそ自ら進んで勇者を受け継いだ、村(むら)雲(くも)家の始(し)祖(そ)だった。

「これって、単に戦(せん)闘(とう)の手引きかもしれない。戦うときに相手がどう出るのか、考えろって。でも俺は、それだけだなんて思わない」

　受け取り方はいろいろある、と護狼はいつものように、自分なりに解釈をする。

「だからさ。ちょっと考えてみようよ。もし自分が、父親の立場だったら。……俺は少なくとも、どうでもいいだなんて思わない。うん」

「そんなことか？」

　馬鹿馬鹿しい、とでも言わんばかりに、ベルゼビュートが顔をしかめた。

「――人間と、魔族の親子の関係は、違うっ」

「ああ、それはこっちに来てから、なんとなくわかってきたよ。いや、でも……だからこそなんだけど。俺は大魔王が、君のことを考えてないとは思えないんだ」

「なに？　どうして……」

「魔族ってさ、強くて当たり前。弱さは、絶対見せないよな？」

「……今の我に対する、当てこすりか？」

「そうじゃなくて。魔族の筆(ひつ)頭(とう)である大魔王なら、もちろん娘だって、突き放して育てるしかないんじゃない？　ってことさ」

「えっ」

　護狼の言葉が心底意外だったのか。ベルゼビュートがしばし、ぽかんとした顔になる。「それは」と、やがて彼女は考え込んだ。

「確かに、我ら魔族は……」

「だろ？　ねえ、ほら。ベルゼも自分が親だったら、どうする？」

「…………」

　ベルゼビュートはぷいっ、とそっぽを向いた。それは、知らないという意思表示か。

　それでも――護狼はある変化に気が付いた。彼女の瞳にはもう、涙はなかった。

「よかった……」

「？　なんだ」

「いや。泣き止んでくれて、さ」

「なっ――！」

　ベルゼビュートが絶句した。彼女の頰が、茜色の光の中でもはっきりとわかるくらい紅(こう)潮(ちよう)する。

　それどころか次の瞬間、彼女は護狼を睨み付けて――がごっ！　といきなりもぎ取ったのは、背後にあった岩の一部だ。鋭い爪(つめ)を食い込ませて、砕きながら摑(つか)んだのである。

「え。あのー」

「泣いてなどいないッ！　我は、魔王ベルゼビュートだ！　キサマが見たのは夢だ、幻覚だ、錯(さつ)覚(かく)だ！　その頭から、叩き出してくれる！」

「なっ、なんでそうなるの？　母さん、これであってたのかなあ。はは、は」

「訳のわからぬことをブツブツと！　いいからそこに直れ、一撃で死なすッ！」

　ベルゼビュートが容(よう)赦(しや)なく、岩を振りかぶった。護狼の頭と同じくらいのサイズだった。これは死んだな、と護狼は諦めの境地に入る。だが、それが飛んでくる前に――。

　おおおおお――――――ん。という、いつしか聞こえた何かの声が、再びした。

　ベルゼビュートも護狼も同時に、はっとして動きを止め、耳を澄ます。それはかなり近くから聞こえたものだ。川岸にいる護狼たちからそう遠くない、雑草の茂みの一部が、がさがさと揺れていた。この地下空間に吹くわずかな風のせいではない。

（あそこに、なにかいる？）

　不穏な気配に護狼は背筋が寒くなった。ベルゼビュートはその逆だ。護狼へと投げつけるはずだった岩を、背の高い茂みの方へと構え直した。

「……ベルゼ？　この声って、いったい？」

「さあな。魔族ではなさそうだが……我を狙(ねら)うというのなら、いい度(ど)胸(きよう)だ！」

　すっかり立ち直った赤毛の魔王少女は、砂利に尻をつけたままだが、いつでも跳ね起きられるよう片膝を立てる。と、がさごそと雑草の揺れが大きくなった。

　おおおーん！　という咆(ほう)吼(こう)とともに、草を踏みしめる音がする。すぐそこに迫っているのだ。嫌でも護狼は身構えた。だが――。




「今でござる、フェネクス！」

「は、はいです！　んぅうーっ！」

　突然、茜色に染まる茂みの向こうから聞こえてきたのは、そんな二人の会話だった。直後――あの咆吼が、いきなり途切れる。かわりに生い茂った雑草の向こうから、細くて黒い煙が上がった。次(つ)いで、香ばしい匂(にお)いが風にのって運ばれてくる。

　ん？　と護狼もベルゼビュートも、互いに顔を見合わせた。

　やがて、背の高い雑草が二つに割れる。そこから護狼たちのいる川岸へと倒れ込んできたのは、何やら焦(こ)げた塊(かたまり)だった。

「うわ、なんだこれ？」

　重い音を響かせて、砂利が周囲に飛び散った。それを避けて、護狼は自分の身の丈ほどもあるモノを改めて目にする。焼け焦げたそれは、巨大な「花」か？　肉厚の花びらがあり、茎(くき)があり、葉があり――根もあった。

　ただし、花びらの中央には何と、鋭い「牙」が覗(のぞ)いていた。おおん、と断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴を漏らし、焦げた根の先などをうねうね動かす。わ！　と護狼はおののくばかりだ。

「これ、さっきの鳴き声の正体？　動く花か!?　こんなのが魔界にいるのか……！」

「『肉食植物』の一種か？　ここまで大きく育ったものは、見たことがないが」

「肉食……な、なんだって？」

「よほど食べるものに困らなかったらしいな。よく太っている」

　ベルゼビュートがそう説明し、持っていた岩の欠片を脇に捨てた。

　もう、脅威はないということか。確かに現れた肉食植物とやらは、ぐったりと動かなくなる。余熱で中まで火が通ったのだろう。そして、かわりに雑草の向こうから現れたのは、そんな肉食植物を追ってきた二人だった。

「今ので倒せたでござるかな？　火力が十分であったならば、よいでござるが」

「す、すみませんですう。だって私、火はあんまり得意じゃないんです。風の魔法で、翼の炎を制御してるだけなんですようー。トドメは、お任せしますです！」

「わかってるでござるよ、きっちり拙(せつ)者(しや)の包(ほう)丁(ちよう)でバラして……やっ、ややや!?」

「ん？　キサマたちは！」

　現れたのは、護狼も見知った相手だった。白い体毛に数々の調理器具を装備したザガンと、蒼(あお)い炎の翼を持ったフェネクスだった。

　予想もしていなかったのか。巨漢の魔族料理人と鳥型魔族の少女は、護狼たちとばったり出くわし、ぽかんとして。しかし側にいる、ベルゼビュートと目が合って――。

「べ、ベルゼビュートさまあ！　よかったです、ご無事で！」

「なんと！　これは、フェネクスの申したとおりか!?　本当にお会いできるとは！」

　フェネクスが羽の太い眉(まゆ)を歪(ゆが)めて、瞳を潤(うる)ませた。ザガンは持っていた、武器代わりの肉斬り包丁を仕舞い、慌ててその場に傅(かしず)いた。踏みつけられた焦げた花が、ぎゅむ、と開いた口から空気を吐く。

　慌ててベルゼビュートは、自分の目元を少し気にする。さっきまで泣いていたのを、知られるのが嫌なのだ。もっとも護狼の見る限り、茜色に染まる光のせいで、泣き腫(は)らした跡はわからなかったが。もともと赤い色の瞳も、誤(ご)魔(ま)化(か)すのに一役買った。

　気付かれていないのを悟ってか、ベルゼビュートは安(あん)堵(ど)の表情を浮かべる。と、ザガンの言葉に首を傾げた。

「？　フェネクスの言ったとおり、だと？　どういうことだ、ザガン」

「はーっ。……拙者たちはベルゼビュートさまの後を、追いかけておりましたから」

　答えながらザガンがちらり、と側にいる護狼に目をやった。

「途中で出会ったフェネクスが、勇者とともに押し流されていく、ベルゼビュートさまを見たと。それで、でござるな」

「！　は、はいです。ダンジョンの中で迷っていたときに、水攻めで流れていくお姿を見かけまして。それで、ですね。水の流れを追って、この広い地下空間で、川沿いに移動してお捜(さが)ししていたのですう！」
















「我を、わざわざ捜していた、だと？」

　おろおろしながら話すフェネクスを、しかしベルゼビュートが訝しんだ。押さえるのは、手傷を負って絆創膏を貼った左肩だ。

「フン。お主もルシフェルの甘(かん)言(げん)にのり、我を討ちにきたか？」

「んぅ!?　め、めっそうもありませんです！」

　ぶるぶると激しくフェネクスが首を横に振る。

「わ、私はただ、ベルゼビュートさまのお側にと。それだけですよう。ほんとはダンジョンに入ったときから、後についていけばよかったんですけれど。わ、私の翼では、ベルゼビュートさまに追いつけなくて、ですね。そのう」

「？　なに？」

「なーんだ。ベルゼもけっこう人望……じゃない、『魔望』があるんだな」

　横で聞いていた護狼は、つい小さな笑みを頰に宿した。この赤毛の魔王少女ときたら、なぜかいつも一人だった。だから他者から近づいてこられるのは、素直に「いいことだ」と思ったのだ。が、誰よりも顔色を変えたのは、なんとフェネクスの方で。

「べ、ベルゼビュートさまのことを、そんな愛(あい)称(しよう)で!?　ぶ、無礼です―――!!」

「えっ？　……うわ、熱い、熱いって――――――！」

　怒りのあまりか、フェネクスが翼を羽ばたかせた。その蒼い炎が自ら起こした風にあおられ、いきなり紅(ぐ)蓮(れん)の赤に変わる。とたんに、今まで熱を持たなかったそれが、ものすごい熱気を放った。それはあの、肉食植物を丸焼けにした彼女の力か。

　あわや黒焦げになりかけて、「ひい！」と護狼は慌てて飛び退(の)く。幸い濡れていたジャージが、からっからに乾いた程度で済んだ。

「まったく、よりによってベルゼビュートさまに、人間がべたべたして！　わ、私だって――そんなうらやましもにょもにょ……」

「な、なに？　フェネクスだっけ？　いきなり、焼け死ぬところだったじゃないかっ」

「ふん、です！　人間が、ベルゼビュートさまのお側にいることなんか、ないんです！」

　いーだっ。護狼は鳥型魔族の少女に、歯を剝(む)かれた。と、彼女ははたと我に返って。

「そ、そうです。お側に控(ひか)えることを許されるなら――どうぞ、私をお選びくださいです、ベルゼビュートさまあ！」

「なに？　我の？　フン」

　物好きめ。とでも言いたげに、赤毛の魔王少女は鼻を鳴らした。

「なぜだ？　わざわざ我ではなくても、仕えるべき魔王は他にもいるだろう？」

「わっ、私はただ……《子爵(バイカウント)》でしかない、低階級(ランク)の自分でも、役目を与えてくださるベルゼビュートさまのお力になりたくて。それで、です」

「拙者も、似たようなものでござる」

　突き放されても食い下がるフェネクスに同調したのは、ザガンだった。

「このザガン、料理くらいしかできないでござるが……その料理をベルゼビュートさまは、ルシフェルさまとは違い、褒(ほ)めてくださったではござらんか」

　頭の横に突き出た牛の角を掻きながら、巨漢の魔族がちらりと見るのは、護狼の方だ。

　ああ、と護狼も思い出す。それは《パンデモニウム学園》の、食堂での出来事だ。護狼が食べられなかった食事を、ベルゼビュートが「よくできているぞ」と言ったのだ。

「ベルゼビュートさまには、たいしたことではないかもしれないでござるが――あのお言葉をいただいて以来、拙者は己が一生仕えるのはあなたさましかいない、と確信したのでござる。ぜひ、許していただければと」

「お主たち……！」

　フェネクスとザガンの二人が改めて、座したままの赤毛の魔王少女の前で膝をついた。深々と頭を下げる。茜色の光を受けて、二人の長い影も垂れた。それを受けて、しかし――。ベルゼビュートはなぜか言い淀(よど)む。ん？　と護狼は疑問に思った。

（なんで？　ベルゼ）

　どうして彼女は、躊躇う必要があるのだろうか。だが、ようやくベルゼビュートが、重い口を開こうとしたとき。はっ、と彼女は明後日の方を向いた。

　いいや、それはベルゼビュートだけではない。ザガンも、フェネクスも――護狼までもが、ほぼ同時に反応していた。ふわっ、と漂ってきたのは、とても「おいしそう」な匂いだったのだ。――倒した雑草のベッドに横たわる、こんがり焼かれた肉食植物。その身から、じゅわじゅわと透明な肉汁が染み出していて。

　そう、明らかにそれは肉汁だった。ぐうううーっ、と護狼の胃袋が思わず鳴る。

「おい。これってもしかして……食べられるんじゃあ――？」
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　あれだけ赤く地下空間を染め上げていた光が、静かに消え去る――。かわりに訪れるのは、もちろんすべてを塗(ぬ)りつぶす「闇(やみ)」だ。

　しかし護狼たちの周りは、ほんのりと蒼い光に照らされていた。一緒にいるフェネクスの翼の炎が、自然と明かり代わりになっているのだ。そんな中、川縁の砂利の上に留(とど)まっていた護狼たちが囲むのは、あのよく焼けた肉食植物である。

「花びらの部分が、まさに霜(しも)降(ふ)りの肉のようでござるな？　ふむ」

　その肉をさばくのは、料理人であるザガンの仕事だ。巨漢の魔族は両手で二本の携帯用包丁を摑み、薄くそぎ落としていく。やがて皿がわりの薄いフライパンに、まさに花のように肉が盛られた。

　それを、彼は主であるベルゼビュートにではなく、真っ先に護狼へ勧(すす)めてきた。

「え、俺でいいの？　いや……なんか、おいしそうな匂いがして、我慢できないけどさ」

　普通ならベルゼビュートが先なのでは？　と護狼は思う。そもそも怪我の治療のためにも、彼女には栄養の摂(せつ)取(しゆ)が必要なはずだ。

　ところが。「なにを言ってるでござるか？」と、ザガンが顔をしかめる。

「こんな見たこともないもの、魔王さまに毒味もせずに出すわけにはいかんでござるよ」

「……ああ……俺、そういう役目？　そうですか」

　頰をひきつらせながらも納得し、護狼は食事に手を伸ばした。しかし、むしろありがたい。なにしろ――こぼれ出る肉汁の香りを嗅(か)いでから、「もしや」という期待感があったのだ。それはどこか、護狼がよく知った匂いで。

　いただきます、と護狼はベルゼビュートたちに注目されながら、肉を指でつまんだ。まだ直(じか)に触るには熱いものの、空腹が勝る。ぱくり、と口の中に放り込んで、咀(そ)嚼(しやく)して。

「……うっ」

「どうした？　食えないか？」

　正面にいる赤毛の魔王少女が、喉を詰まらせた護狼の様子を窺(うかが)ってくる。

　が、それは喉が詰まったのではない。言葉を失ったのだ。――あまりにも、美(び)味(み)で。

「う、うまーい！　おいしいよ、これ！　すごい、ちゃんと肉の味がしてて……って、これハンバーグじゃないか!?」

　そうだよ！　と、護狼はあぐらを掻いた膝を打って、肉の味を堪(たん)能(のう)した。まだ飲み込んでもいないうちから、次の肉を摑み取る。もぐもぐと何度嚙み締めても、牛肉や豚肉の、合い挽(び)きのような風味がするのだ。それは絶妙な味とまでは言い難い。肉はところどころ脂も多いし、香(こう)辛(しん)料(りよう)を使っていないせいなのか、クセも強い。

　けれども護狼にとっては久方ぶりの、慣れ親しんだ味だった。

「ああ……これだ。こういうのでいいんだよ！」

「例の、うまい、というヤツか？」

　よくわからないが、という感じで、ベルゼビュートも肉をつまんだ。間近で匂いを嗅いでから、ようやく端っこを齧(かじ)るように一口食べて。

　次の瞬間、その表情が変化した。「ほう」と吐息まで漏らす。

「これが人間の味、というヤツか？　――そうか。肉食植物は、周囲の餌(えさ)によって育ちが変わる。おそらくここにある、人間界の食材とやらを食ってあそこまで育ったせいで、このような風味になったのか？」

「へ？　そうなの？　だったら豚や牛が、ここにいるってことで」

　護狼は肉食植物の味から、そう判別する。が、もうベルゼビュートは聞いていない。端を齧っただけの肉の残りにむしゃぶりついて。

「ふむ、悪くない……悪くないぞ、これは！」

「だろう？　これが、人間界の味だよ。うまい、おいしいってヤツさ」

　護狼が促すまでもなく、ベルゼビュートはおかわりにも手を出した。

　そんな彼女の左右でごくり、と唾(つば)を飲むのはザガンとフェネクスの二人である。両者はちらちらと赤毛の魔王少女を見やった。ああ、とようやくベルゼビュートが察する。

「お主たちも食べてみろ。なるほど、魔界料理とはまるで違うぞ？」

「で、では、拙者たちも」

「……はいです！」

　主の了(りよう)承(しよう)を得て、ザガンとフェネクスも手を伸ばした。さっそく食べて、互いに大きく目を見開く。

「こっ、これは……なんという、濃(のう)厚(こう)な!?」

「んぅう―――!!」

　フェネクスなどは感(かん)極(きわ)まってか、蒼い翼をぱたぱたさせる。

　一方、悔しそうな顔をするのはザガンだ。

「こんなに素材の違いが出るとは……！　不覚にも拙者、十五年生きてきて初めての体験でござる!!」

　護狼と同い年には決して見えない、毛むくじゃらの顔をくしゃくしゃにする。料理人である彼としては、とにかく衝撃的だったのだろう。

　するとザガンは己の白い体毛の下から、あの干しブドウの入った瓶(びん)を取り出した。

「なるほど。しかし、それも道理でござるな。拙者のこの『ワインの種』も、人間界からのもの。こと食することに関しては、人間には必要不可欠なものであるが故に――拙者たち魔族より、長(た)けている部分があるのでござろう」

「確かに、人間の食への執(しゆう)着(ちやく)心(しん)ってのはすごいよ。うん」

　魔界での生活で、それを思い知った護狼は頷く。

「食材そのものだって、品種改良を重ねて、よりおいしいものをつくろうとしてるんだ。この肉食植物の味は、意外だったけど。もし食べてるものの味が出ているのなら、そういった人間界の食材が、ここにはありふれてるってわけだ……！」

　来て良かった。胃袋に久々のまともな食べ物を詰め込みながら、護狼は歓喜する。

　だが、ザガンはそれどころではないようで。

「ん？　なっ……なんでござるか!?　あああああ、拙者、一生の不覚う！」

　いきなり彼はがっくりと頭を垂れた。は？　と護狼たちは何が起きたのかわからず、唖然とする。しかし、ザガンの手にしていたものを見て理解した。

　またワインをつくろうとしたのか。料理皿を囲むように置かれた、澄(す)んだ川の水が入った人数分のコップを前に、ザガンは干しブドウの瓶を取り出したのだ。ところがフェネクスの蒼い炎に照らされる中、瓶の内部には、ちゃぷちゃぷと液体が入っていて。

「ベルゼビュートさま、申し訳ござらん……！　拙者も、あの水攻めで流されたのでござるが――そのときに瓶の蓋(ふた)がゆるんでいたようで、こんなことにー！」

「なんだ、ワインの種を濡らしたのか？」

「うう……これでは、ワインの触(しよく)媒(ばい)には使えないでござるよ。も、申し訳ござらん！」

「かまわぬ。気にするな」

　平謝りするザガンだが、ベルゼビュートは意に介さない。料理のおかげで、上機嫌なのが幸いした。かわりに彼女の黒い爪が、フライパンの端を叩いて催(さい)促(そく)する。

　いつの間にか、そこにあった肉がごっそりとなくなっていた。護狼も気付かないうちに、ぺろりとベルゼビュートがたいらげたのだ。

「もう少し肉はないのか、足りぬぞ？」

「は、ははーっ！　すぐにお持ちするでござる。少々お待ちくだされ！」

　ザガンがひれ伏し、瓶の中の水を捨てる間さえ惜しみ、蓋を閉めてそのまま懐に戻した。慌てて腰を上げ、切り刻んだ肉食植物へと向かう。

　うわあ、と目を丸くするのは護狼だ。

「ちょっと目を離してる隙(すき)に、完食？　そんなに気に入ったんだ、ベルゼ」

「うん？　まあ、人間にしては上出来の代物だな、これは」

「――って、またです！　ベルゼビュートさまのことを、気軽にいっ！」

　珍(めずら)しく人間のことを褒(ほ)めたベルゼビュートとは違い、フェネクスがじろりと睨んだ。その翼の色が、蒼から赤へと変わろうとして――「い、いいんだよ！」と護狼は彼女から身を離しつつ、反論する。

「俺は教師なんだから。生徒はみんな平等に、呼び捨てにする立場なの、フェネクス！」

「んうー」

　不満げではあったものの、ベルゼビュートが特に何も言わないせいか、しぶしぶフェネクスが落ち着いた。赤くなりかけた翼の炎が、蒼い揺らめきに戻る。

　そうこうしているうちに、新たにフライパンを肉で山盛りにしたザガンが戻って来た。

「さあ、今度は葉の厚い部分をそいで来たでござるよ。今味見をしたでござるが、こちらもなかなか濃厚でござる！」




　それから、護狼は久しぶりにわいわいと食事をした――。中学の寮ではいつも友人たちと一緒だったが、こうやって楽しくお腹を満たすのは、魔界に来て初めてのことだ。

「おお、これはまた！　葉っぱの部分は、こってりとしたミートソースみたいな風味で？　それでいて、野菜的な食感もあって……」

「ほほう、どれどれ？　――うむ、これも確かに、なかなかだ！」

　護狼に続き、ベルゼビュートが舌(した)鼓(つづみ)を打つ。「んぅー！」と一口食べて目を見開くのは、フェネクスだ。

「これが……これが、『おいしい』ってことなんですか？　もぎゅもぎゅ」

「ふーむ。これもまた玄(げん)妙(みよう)でござるなあ」

　ザガンは料理人として感じるところがあるのか、嚙み締めるごとに、いっそう難しい顔をしていた。

　その横でベルゼビュートは、一心不乱にがっついている。ひときわ熱い箇所に当たったのか、あふあふ、と冷ましながらも齧っていた。その仕草がとても似合っていて。

「？　なんだ人間？　我をじっと見て」

「へ？　いやあ、その。楽しいな、って思ってさ。はは」

　ベルゼビュートに睨まれ、いやいやいや、と護狼は必死に言い訳をする。

　ふと、隣で揺れる蒼い炎の翼を持ったフェネクスを見て。

「そう。まるで、林間学校みたいだなって」

「？　りんか、なんだと？」

「林間学校。こうしてみんなで、自然の中で火を囲んで、食事をしたりして楽しむんだ」

　ベルゼビュートにそう返しながら、言い得て妙だと護狼は感じた。中学の頃を思い出す。今はまるでキャンプファイヤーのように、燃えさかる翼を持つフェネクスが側にいる。肉食植物の丸焼きが、バーベキューの代わりだ。

　見上げれば真っ暗な中に、星空こそなかったけれど――。

（ほんと。俺はなんで、こんなところにいるんだか、って思っちゃうけど）

　あの平凡な日々はもう返ってこないのか。護狼は懐かしさに、少しだけ胸を焦がす。偽(にせ)者(もの)の夜空が哀(かな)しくもあった。

「……ほんとは、もっと大勢でするもんだけどさ」

「フン。キサマの話は、いつもよくわからぬな」

「そう？　でも、やってみればわかるよ。この食事みたいなものさ。食べてみなくちゃ、伝わらない。けど食べればすぐに理解できる。……そうだろ？」

「ふむ。このうまい、ということに関しては、そうかもしれぬな」

　最後に残っていた肉を鷲(わし)摑(づか)みにして、ベルゼビュートが片付けた。

　そのときだった。「そうでござる！」と、ザガンがふいに膝を打つ。

「すっかり忘れていたでござるが。この肉食植物、たまたま拙者とフェネクスが襲われて、仕(し)留(と)めたものでござるが――これも十分、人間の食べられるものとして、評価対象になるでござるかな？」

「へ？　あ、それは」

　そうだった――。言われて護狼は思い出す。これはあくまで、護狼の『調理実習』の一環なのだ。空腹やらルシフェルの襲撃やらで、うっかり忘れ飛んでいたが。護狼が評価し、最優秀者には『クラス委員長』の座を与える、とまで約束したのだ。

（ああっ、それと「勝者の言うことをなんでもひとつ聞く」だなんて……）

　ようやく落ち着いた胃袋のせいか、現状を冷静に受け止められるようになる。

　しかし、しまったなあ、と思うばかりだ。

（よくよく考えたら、とんでもない条件を飲んだぞ？　だってこんなの、どの魔族が勝ったって、人間である俺を追い返すつもりなわけで）

　勢いで物事を進めるべきじゃないな。護狼は今頃になって、小さな溜息を漏らした。

「？　やはり難しいでござるか？　結局は、魔界の植物でござるからなあ」

「え。あ、いや」

　がっかりするのはザガンだけではなかった。一緒に倒したフェネクスも、哀しそうに太い眉を寄せる。だから、だろうか。

「……。これ、味に関してはちゃんと俺が食べられるものだったから。条件は、そうだったろ？　俺の食えるものを探してこい、って」

　護狼はきちんと評価する。それが逆に、護狼の首を絞(し)めることになっても。

　――なぜなら、護狼は教師なのだ。

（俺は自分の勝手な都合で、魔族の……生徒たちの成績を左右しちゃいけないんだ）

　護狼は強くそう思う。この魔界で「平等」と言い出したのは、誰より護狼自身なのだ。

　それに護狼は食材と、それを見つけたザガンたちに敬(けい)意(い)を払う。

　今ようやく久方ぶりにお腹がいっぱいなのは、彼らのおかげなのだから。

「うん、十分食材としては合格だよ。おいしいし。そりゃあ、他にもっとおいしいものが見つかったなら、そっちには負けるだろうけど」

「そうでござるか！　では、微(び)力(りよく)ながらもお役に立てた、ということでござるな」

「？　役に？」

　俺の？　と護狼はそう思ったが、すぐに違うことに気付く。ザガンはフェネクスと頷き合うと、真(ま)っ直(す)ぐにベルゼビュートに視線を向けた。そして。

「ベルゼビュートさま。この食材をぜひ、あなたさまの評価に献(けん)上(じよう)させていただきたいでござる！」

「はいです！」

　二人がにこやかに進言した。は？　と護狼はびっくりする。指についた肉汁を舐め取っていた、赤毛の魔王少女も同じだ。突然の申し出に目を瞬(またた)かせる。

「お主たち……？」

「いえ、差し出がましいのはわかっているでござるが！　拙者たちは、ベルゼビュートさまの下(げ)僕(ぼく)と同じ！」

「ぜひお受け取りくださいませです、ベルゼビュートさま！」

　平身低頭、ザガンとフェネクスが懇願する。ぎょっとするのは護狼だった。

「待て待て待て、下僕、だって？　それに……献上って？　そんな、勝手に！」

「認められないことはないでござろう？　拙者たちがよい、と言っておるのだから」

「ですよ！　私たち、お役に立てればいいんですっ」

　どうやらザガンもフェネクスも、頑として譲る気はないようだ。

　これは階級(ランク)制度を絶対とする、魔族の固定観(かん)念(ねん)のせいか。護狼は苦々しく思う。

　ただし。――ベルゼビュートの方も、なぜか不機嫌そうに顔をしかめた。

（？　ベルゼ？）

　それはまるで、「認めた覚えはない」という意思表示か。

　赤毛の魔王少女は、他の魔族を側に置かない――。

（そういえばさっきだって。なし崩し的に、こうして一緒に食事をしたけど）

　ベルゼビュートは、二人の魔族が主と崇(あが)めることを許してはいなかった。あえてはぐらかしたのだ。そして、今回も。

「……そんなもの、必要ない。我が、これ以上のものを見つけられないと思うか？」

　彼女は二人を拒絶した。さすがにザガンとフェネクスが慌てる。

「いえ、そんな！　めっそうもござらん！」

「んぅうー!?　す、すみませんすみませんです！」

「もういい。我は、休息を取る」

　すると、ぷいっと背を向けるように、その場でベルゼビュートが足を崩した。ごろり、と砂利の上で横になる。

「起きるまで邪魔をするなよ。いいな？」

　最後にそう、振り返りもせずに告げた。忠実な二人の魔族は、もう何も言えなくなる。しょんぼりした様子で、フェネクスは翼の炎さえ小さくした。ザガンはフライパンやコップを抱え、川の方へと洗いに向かう。だから。

「ベルゼ……いいのか？」

　護狼だけがそっと、一度だけ彼女に訊(き)いた。けれども横になったベルゼビュートは、何も返事をしなくて。やれやれと、護狼も諦(あきら)めて腰を上げる。

「……君がどうして他の魔族を近づけないのかは、知らないけど。でも」

　もっと素直になった方が、かわいいのに。と思いながら、どうにかそれだけは言い留(とど)まった。口に出していれば跳ね起きて、また殺されるところだ。

　護狼はフェネクスの炎の明かりが届く範囲の、生い茂る雑草の方へと歩いた。

　そこにはあの、肉食植物が押し分けた、倒れた雑草のベッドがあった。そこで護狼は寝転んでみる。もちろん草のベッドの下には、粒(つぶ)の粗(あら)い砂利があった。

　寝るには硬い感触だったが、それでも疲れているからだろうか。

（久しぶりに、満足できる食事が、取、れ……）

　ふわ――とあくびをひとつしただけで、護狼は眠りに落ちていった。




　勇者の少年の寝息が、やがて聞こえてきた。

　その穏(おだ)やかな音に、ベルゼビュートはまったく、と心の中で悪(あく)態(たい)を吐く。

（どうしてあやつは……ずけずけと）

　突き放しても、ベルゼビュートの触れられたくない部分にまで入り込んでくる。

　それは初めての経験だった。他の魔族が相手なら、こうはならない。

（人間とはおかしなものだ。非力なくせに。いや、あやつだけがこうなのか？）

　わからない。目を閉じて横になりながら、ベルゼビュートはそう思う。

　――自分には彼と同じ血が、半分は流れているというのに。

（違う、違うぞ！　我は、魔王だ！　大魔王である父の、娘だ！）

　理解できなくて当然なのだ。ベルゼビュートはそう納得する。

　けれども、なぜだろう？　そうやって彼のことを考えれば考えるほど、胸がどきどきした。鼓(こ)動(どう)がやけに早まるのだ。最初は、左肩に受けた傷のせいかと思った。

　が、違うらしい。どうやら精神的なもののようだ。

（……。これは、なんだ？　ときどき、あやつを見ていると、なぜかこうなる）

　その最初は、少年が「かわいい」などと、いきなり言ったあのときからで。

　思い出しただけで、また動(どう)悸(き)が速まった。だが今、自分の胸に宿ったこの気持ちを、どう表せばいいのかベルゼビュートは知らない――。

　この感情の正体は、彼ともっと一緒にいれば、わかるようになるのだろうか？

（！　な、なにを考えているのだ、我は！）

「ベルゼビュートさま……？」

　わずかに身じろぎした気配を察してか、側にいるフェネクスが小さな呟きを漏らす。が、それ以上話しかけてくることはない。身の程はわきまえているのだ。

　だからベルゼビュートも魔王らしく、動揺を隠した。なるべく考えないようにして、眠ってしまうことにする。それでも。

（……我は……）

















「――いつまで休んでいるのだ、人間！」

「ぐはっ！　げは、ごほっ……な、なに!?」

　痛みとともに、護(ご)狼(ろう)はいきなり叩(たた)き起こされた。いや、どうやら蹴(け)り飛ばされたらしい。雑草のベッドの上から、砂(じや)利(り)の地面へとごろごろ転がり、のたうつ。

　そんな護狼を見下ろしていたのは、蹴りを放った張本人らしきベルゼビュートだ。

　彼女は赤い瞳(ひとみ)を細めて、フン、とさげすむ。

「大げさなヤツだな。少々小突いた程度で」

「そ、そりゃ魔(ま)族(ぞく)みたいに頑丈じゃないってば……うう」

　肋(ろつ)骨(こつ)が折れるかと思った。蹴られた脇(わき)腹(ばら)を押さえ、護狼はしばらく悶(もん)絶(ぜつ)する。目がちかちかした。が――そのときになって、ようやく気付く。

「……え？」

　周囲が、とんでもなく明るかった。場所は相変わらず、あのきれいな水がとうとうと流れる川の側(そば)だ。そこではザガンが何やら、昨夜の肉食植物の残りを塊(かたまり)で切り出していた。隣で翼の炎を赤くしながら、小枝を燃やしているのはフェネクスだ。どうやら燻(くん)製(せい)にし、肉を保存しようとしているのか。そういった技法は確立していたらしい。そして煙がベルゼビュートに当たらないよう、二人はなるべく離れて作業をしていた。

　だが、光はもちろんそんなフェネクスの、翼の炎によるものではない。雄(ゆう)大(だい)な自然が広がる地下空間。ここで初めて目を覚ましたとき、辺りは夕焼けのように赤い光に照らされていた。そして今、またあのときと同じ方角から光が差し込んでいるのだ。

　今度は、ずっとあたたかな白い輝きだ。それは遙(はる)か頭上にある、地下空間の天井の岩盤の凹凸まではっきりとさせるほどで。

「なにこれ、まるで人間界の昼間みたいで。そうか、繋(つな)がってるから。朝ってことか？」

「ふむ。やはりこの光は、人間界からのものということか」

　護狼の呟(つぶや)きを受けて、ベルゼビュートがそう洞(どう)察(さつ)する。ん？　とその反応が、護狼は少し引っかかった。まさか――。

「あの、一応訊(き)くけど。もしかしてこの確認のためだけに、俺を叩き起こした？」

　自分で言いながら、きっとそうだろうな、と確信する。いつも護狼の役回りは、その程度のものなのだ。――そのはず、だったのだが。

「……。置いて行って欲しかったのか？　キサマは」

「へ？　あ、いや……」

「それが我にはできないことくらい、わかっているだろうが」

　と、ふいにベルゼビュートが見せたのは泣きそうな顔だった。護狼は突然の反応に、脇腹を押さえて起き上がりかけたまま、彼女を見つめてぽかんとする。

「ええ？　なんで、そんな顔――」

「こ、こっちへ来い！」

　すると強引に、ベルゼビュートが護狼のジャージの襟(えり)首(くび)を摑(つか)み、引きずるように立たせた。そのまま向かうのは、川岸に転がっていた岩陰の方だ。煙の前で作業をするザガンやフェネクスたちから、ちょうど見えなくなる位置である。

　そのことを確認してから、赤毛の魔王少女は護狼に詰め寄った。

「いいか、取引だ。人間っ」

「は？　なんのこと？」

「まだとぼけるか？　……だから、絶対に言うなと頼んでいるのだ……」

　その台詞(せりふ)の最後の方は、消え入るようにか細くなる。まだ寝(ね)惚(ぼ)けていた護狼は、さすがにはっとなった。それは昨日、護狼が知った本当の少女の姿だ。

「ベルゼ？」

「絶対にだ。でないと――我は我で、いられなくなる。我は大魔王になるしかないのに」

　ク、とベルゼビュートが小さく笑った。それは自(じ)虐(ぎやく)的(てき)なものか。

「よかったな人間。これで我は、キサマに逆らえない。弱みを握られたのだから」

「！　それは」

「そうか。どのみちキサマは我を大魔王には選ばぬか」

　はあ――っ、と彼女は長い吐(と)息(いき)を漏らした。息もかかるほどの距離で頭を付き合わせていたが、ふいに彼女は面を伏(ふ)せる。もたれかかるように、赤毛の頭をこつん、と護狼の胸にくっつけた。護狼は突然のことに、どきりとさせられたが。

「……それとも我を強(ゆ)請(す)って、ここでうまく立ち回るか？　我を利用すれば、大抵のことは思い通りになるからな。ジュギョウとやらもやりやすいだろう」

「！」

　確かに。護狼は思いも付かなかったことだが、ベルゼビュートの言うとおりだ。

（人間の血が半分混ざってる……それをばらさないのを条件に、彼女に協力してもらえば。魔王の一人である彼女の命令に逆らう魔族なんて、ほとんどいないから）

　それこそ、護狼は教師の役目を今よりずっとうまく、果たせるかもしれない。でも。

「いやいやいや！　待ってくれ」

　護狼は大慌てで反論した。そんな問題ではないのだ。

「こんなの間違ってる。魔族なら、そんな汚い手を使うのもアリなのかもしれないけど。俺は、人間だから。教師役として来てるんだから、そういうことはしないよ」

　護狼はきっぱりと断言する。動(どう)揺(よう)するのはベルゼビュートの方だった。納得ができないようで、何度も目を瞬(またた)かせる。

「？　我を脅(おど)した方がキサマの利益になるだろうに」

「――しない、絶対に。だって、もし俺がやられたら……やった相手を嫌いになるもの」

「なに？」

「俺は……もともと、人間界で教師をやってたわけじゃない。むしろ、ついこの間まで学ぶ方の、生徒側だったんだ。その生徒の立場からすれば、脅すような教師は願い下げだ。少なくとも俺は、そんな教師になりたくない」

「…………」

「そして、きっと。そんな先生と生徒の間に、信頼関係なんてできない」

「しん、らい？」

「俺は――君たち魔族と信頼を築くために、ここにいるんだ。だから、言わない」

　護狼はしっかり約束する。それは何より、「心」の問題だった。勇(ゆう)者(しや)と、同じだ。

「ベルゼ。君が必死になって秘密にしてることは、誰にも……」

「……それは」

　おずおずと、ベルゼビュートが訊いてくる。

「本当、なのか？　信じていいのか、我は」

「ああ。もちろん」

「誓えるのか？　それは、勇者としての誇(ほこ)りを賭(か)けてか？」

「誇り？　うん、いいよ。はは、少なくとも俺の命を賭けるよりは、信(しん)憑(ぴよう)性(せい)はあるだろ？」

「――そうか。そう、だな」

　うん、と赤毛の魔王少女が頷(うなず)いた。

　そして、その顔にやがて、元通りの強気な表情が戻って。

「フン。なら我は今までどおりに、キサマに接するぞ？　それでいいな！」

「へ？　ああ、まあいいけど」

「ベルゼビュートさま？　こちらで、なにをなされているのですか？」

　と、そこにひょっこりと顔を出したのはフェネクスだった。いきなりすぎて護狼もベルゼビュートも、一瞬言葉を失った。が、幸い護狼とのやり取りは、まったく聞かれていなかったようだ。「どうかされましたです？」と、フェネクスが小首を傾(かし)げる。

「な、なんでもないぞ！　少し、人間に我への礼儀を教え込んでいただけだっ」

　ベルゼビュートがそんなことを言う。ついでに護狼のジャージの胸ぐらを、無造作に摑んだ。

「ぎゃー、ちょっ、ベルゼ!?　く、苦しいって……！」

「うるさいぞ、人間がいちいち逆らうなっ！」

「そうです！　おとなしく、きちんと礼儀を学ぶです！」

　フェネクスまでもがぷんぷん怒った。ああ、と護狼は少しだけ後(こう)悔(かい)する。

（やっぱり、脅しておいた方がよかったのかも……）

　まあいいけどさ。つま先が浮いた状態で、護狼は諦(あきら)める。取り繕(つくろ)わなければならないのは、ちゃんと理解しているつもりだ。ベルゼビュートは魔王なのだ。その威(い)厳(げん)を保つため、常に彼女は気を張っている。だから護狼は仕方なく受け入れることにした。察してやるのもたぶん、教師の勤(つと)めだ。

　それにきっと、普段より手加減はされているらしい。胸ぐらを摑まれたまま、護狼はどうにか苦笑する余裕があった。

（考えようによってはかわいい、かな？　……はは、は）

「ま、まあ脆(ぜい)弱(じやく)な人間のことだ。これくらいで容(よう)赦(しや)しておいてやる」

　そして、少しは罪悪感があったのか。ベルゼビュートがようやく護狼を解放した。

「ところで、なんだ？　フェネクス。我に用か」

「あ、そうでした！　ベルゼビュートさま。こちらの身(み)支(じ)度(たく)は調(ととの)いましたです！」

　自分が顔を出した用件を思い出して、フェネクスがそう訴えた。彼女がその翼の腕で示したのは、岩陰の外だ。さきほどまでやっていた燻製の作業は終わったのか。燻(いぶ)した肉の塊を、持っていた革製のベルトで縛り、肩に担いだのは巨漢のザガンだった。と、ザガンとフェネクスの二人は改めて傅(かしず)く。「なに？」とベルゼビュートが眉(まゆ)をひそめた。

「どうしたというのだ、お主たち？」

「はっ。ベルゼビュートさま……当然、これから食材探しを再開されるのでござろう？」

「ベルゼビュートさまからすれば、私どもなど足手まといでしょうけれど。わ、私でも、見つけた食材を運ぶくらいの手伝いはできます！」

「ついていっても、よろしいでござろうか？」

　二人の魔族が懇(こん)願(がん)したのは、昨日と同じことである。ただしあのとき、ベルゼビュートはその答えをはぐらかした。そのままになっていたのだ。故(ゆえ)に、忠(ちゆう)誠(せい)を誓うザガンとフェネクスが、再び主にお伺(うかが)いを立てたわけで。

　だが――はやり、赤毛の魔王少女に躊躇(ためら)うような気配があった。護狼は彼女が結論を出す前に、はっと気付く。

「群れるのは、力なき者のやることだ」

　ベルゼビュートはいつぞや、そんなことを言っていた。それはきっと、彼女の信念だ。

　隠していた真実を知ったからこそ、護狼にはわかる。

（最強の大魔王になるために……彼女は、力を誇(こ)示(じ)しなければいけない。だから、一人でいるのか？　いつも）

　それが答えだ。ベルゼビュートは他の魔族を近づけない。「孤(こ)高(こう)」でいるのだ。だけど。

「なあ。二人がこう言ってるんだ。一緒に行動するくらい、いいんじゃないか？」

　彼女が拒絶する前に、護狼はさっと口を挟んだ。

　言葉を詰まらせ、顔色を変えるのはベルゼビュートだ。

「キサマ……！」

「《勇者心得》その１９９に、『守るものがない者は、弱い』って言葉がある。……それってきっと、一人ではわからないことだと思うんだ」

「？　だからキサマは、人間と我らを、同じに語るなっ」

「ま、まあそうなんだけどさ。でも、俺は得るものはたくさんあると思うよ。今の君には見えてないだけで」

　たぶん、それがベルゼビュートにプラスになる、と思ったからだ。――それに。

（ベルゼだって、ザガンやフェネクスのことを嫌っていないだろうし）

　そのことは、昨日一緒に食事をとって、護狼が肌で感じたことだ。だから。

「もちろん、命令なんかじゃないよ。これは俺からのお願い、って程度なんだけど」

　護狼はベルゼビュートに耳打ちする。うぐっ、と彼女が顔をしかめた。やがて――。

「フン、好きにすればいい……！」

　ベルゼビュートがついに折れた。ぱあっ、と晴れやかな表情になるのは、返答を待っていたザガンとフェネクスの二人だ。抱き合うように手を取り合って、大喜びする。

「ははーっ！　このザガン、一生の喜び！　必ず役に立ってみせるでござる！」

「わ、私もです！　んぅうー！　ベルゼビュートさまのために、がんばって食材を見つけて、献(けん)上(じよう)しますです！」

「わかった、もういい。それより、さっさと向かうぞ」

　はしゃぐ二人とは対照的に、ぷいっ、とそっぽを向くのはベルゼビュートだ。

　と、彼女は隣にいる、護狼の脇(わき)腹(ばら)を肘(ひじ)で殴(なぐ)った。

「ぐはっ！　な、なに？」

「だから、小突いただけだ。大げさだな、キサマは」

「いや……げほっ、抉(えぐ)った感じなんだけど……！」

「キサマの言うことに、従ったわけではないからな。フン」

「へ？　もしかして、照れ隠し？」

「ち、違うと言っている！　キサマっ！」

「うわ、また殴るのは勘(かん)弁(べん)！　マジで痛いから！　――で、でもまたルシフェルあたりに襲われたときは、今度は数で負けるようなことはないだろ？　よかったじゃないか」

「……フン。たとえ我だけであっても、我が二度も同じ手で負けるわけがないだろう？」

「？　ああ、対策あるの？」

「まず、ドラゴンのブネを潰(つぶ)す。それから、グラシャだ。最後にルシフェルをじっくりいたぶる。徹底的にな」

「お、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)すぎる……」

　思わずそう呟(つぶや)いた護狼は、眼光を鋭く輝かせたベルゼビュートにたじろいだ。と、たまたまその目が彼女の左肩を捉える。

　そこに貼(は)られていたのはもちろん、傷口を塞(ふさ)ぐ絆(ばん)創(そう)膏(こう)だ。

「――そういえば、やられた傷の方はもういいのか？」

「ん？　これか？」

　言われて、「フン」とベルゼビュートが引きちぎるように剝(は)がしてしまう。どうやらもう、必要がないらしい。

　その下から現れたのは、かさぶたのひとつもない、真っ白なきれいな肌で――。

「こんなもの、もともと大した傷ではない。フェネクス！」

　手の中で絆創膏を丸めて、ベルゼビュートはぽん、とフェネクスに投げた。

「すぐに燃やせ。いいな？」

「んぅ！　はいですー！」

　突然投げ渡されてあわあわしながらも、フェネクスは翼の炎を赤くして、絆創膏を灰にした。血のついたものが残らないよう、完(かん)璧(ぺき)に隠(いん)滅(めつ)したのだ。それを見届け、ベルゼビュートが先頭に立つ。ザガンとフェネクスの二体を連れて向かうのは、何とこの広大な空間を照らす、あの人間界から届く光の方角だった。

「え、そっちに行くの？　ベルゼっ」

「ん？　当然だろう。より貴重な、人間界の食材を見つけるのだろう？」

　なにをいまさら。といった感じで、ベルゼビュートが護狼を見る。

「あの光が人間界と繋(つな)がる『亀(き)裂(れつ)』なのは、見ればわかるだろう。ならばあそこに近づけば、多くの食材が見つけられるはずだ。愚(ぐ)問(もん)だぞ？」

「あっ、そうか」

　それより――護狼は一瞬、困惑する。ベルゼビュートたちは背の高い雑草を掻(か)き分け、真(ま)っ直(す)ぐに光源を目指して歩き出した。だが、自分は？　三人の後ろ姿を見ながら、護狼はそのことに気付かされた。どうする？　――などと思ったとき。

「なにをしている？　いつまでそこで、呆(ほう)けているのだ」

　振り返って足を止め、ベルゼビュートが訊いてきた。え、と護狼は返答に困る。

「ええと、その。俺、ついていっていいの？」

「……言っただろう？」

　起こしたときに。とばかりに、赤毛の魔王少女が睨(にら)む。側にいたザガンとフェネクスが、意味がわからずきょとんとしたが、護狼にはわかった。

　秘密を知られた関係上、護狼を無(む)碍(げ)には扱えない。そういうことなのだ。

「最初から、そのつもりだ」

　簡潔に、ベルゼビュートがそう伝える。だが。

「審(しん)査(さ)役がいないと、どういうものを見つければいいのか、やっかいだしな！」

「へっ？　は、はは。そうだね」

　そういうことか。護狼は思わず苦笑いし、しかし、半ば安(あん)堵(ど)する。まだ護狼に負い目を感じているのか、そんな懸(け)念(ねん)もあったのだ。だがどうやら、いつものベルゼビュートに戻ったようだ。彼女はあくまで護狼の「誰(だれ)にも秘密は話さない」という誓いを、信じてくれたのだ。その上で――。

「行くぞ、ゴロー！」

　ベルゼビュートがわざわざ、護狼の名を口にした。

　それは彼女が初めて、「人間」や「キサマ」以外で、護狼を呼んだ瞬間だった。

「……ああ！」

　護狼は三人の後に続いた。ほんの少しの、けれども確かな進展を感じる。

（最初の頃は、わかり合えるかどうか、まったくわかんなかったけれど……）

　しかし、果たして自分はこれでいいのだろうか？　唐突に、そんな思いが胸に宿った。

（食材探しで負けたら、俺は追い返される。なのに、ベルゼたちと一緒に行動しても？）

　帰りたい、という気持ちはあった。当然だ。なら負けるに任せればいい。無理矢理護狼を送り込んだ父も、それなら仕方がないと諦めるだろう。けれども。

（俺は、それでいいのか？　――自分で、まだひとつも決めていないのに）

　魔界に送られるのも、送り返されるのも選択権がないだなんて。

　妙にもやもやとした感情が、護狼の中でくすぶっていた。
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　それから、半日ほど移動して。――最初にその気配に気付いたのは、もちろん一番前を行く赤毛の魔王少女だった。巨大に育った、ねじくれた幹(みき)を持つ広(こう)葉(よう)樹(じゆ)の森の中で、いきなり木陰に身を沈めた。後ろにいた護狼たちに、「待て」と仕草で伝えてくる。

　何かを見つけたのか？　護狼はフェネクスやザガンと一度目を合わせてから、足音をなるべく殺して、ベルゼビュートの側へと近づいた。と、すぐに護狼は状況を把(は)握(あく)する。

　護狼たち全員が、ゆうに隠れることのできる巨木の向こう側。そこで走り回って、土の中をほじくっている生物がいたのだ。それは魔族には面識のない、しかし護狼はよく知っている生き物だ。「コケッ！」という鳴き声からも確信する。

　地面を嘴(くちばし)で掘り返していたのは、茶色の羽を持つ、まるまると太った鶏(にわとり)だった。護狼は思わず目を見張る。ただし、違和感に息を呑(の)んだ。

「なっ、なんだこれ。大きさが……」

　形は確かに鶏である。しかし――サイズがおかしいことになっていた。一メートルくらいもあるのだ。それはやはり、魔界と混ざっている影響なのか？

　呆(ぼう)然(ぜん)としていると、「おい」とベルゼビュートが訊いてくる。

「ゴロー、あれは人間界の食材か？」

「うん。そ、そうなんだけど」

「……ほほう。どうやって食べるでござるかな？」

　料理人のザガンは興味津々だ。隣でフェネクスもそわそわしている。ベルゼビュートの命令があれば、今にも飛び出して行きそうだった。が、それを護狼はあえて制した。

「待った。少し様子を見よう」

「？　なんだと？」

「うん、もしかしたら――」

　怪(け)訝(げん)そうなベルゼビュートの肩越しに、護狼は何羽かいる巨大鶏の、トサカのサイズに注目していた。ほとんどが、体のわりには小ぶりなのだ。雌鳥(めんどり)である。

（と、いうことは。たぶん！）

　護狼はうろつく雌鳥のうち、群れから離れていこうとする一羽を追うことにした。事情が飲み込めていないベルゼビュートたちを引き連れ、気配を殺して移動して――。

「！　あった！」
















　思わず大きな声を上げてしまう。「コケーッ!?」と驚いた雌鳥が、ばさばさと大きな羽を広げて駆(か)け出した。慌(あわ)ててザガンとフェネクスが、主のために捕まえようと飛び出す。

「ま、待つでござるー！」

「んぅー！　追いかけるですっ！」

「クっ、キサマが大きな声を出すから……邪魔をするつもりか、ゴロー!?　――あっ」

「ごめん、そういう気はなかったんだけど。俺は、こっちを狙(ねら)ってたんだよ」

　怒るベルゼビュートに謝りながらも、護狼は真っ先に、雌鳥の行く手に見つけたものへと駆(か)け寄った。それを「ほら」と抱き上げてみせる。やわらかな草の上のあちこちに置かれていたのは、あのルシフェルの大きな胸ほどの、つるりとした白いものだ。

「卵、さ！　巣を探してたんだ。これ、ゆでても焼いてもおいしいんだ。ははっ」

　たまらない。片手で持つには余るそれを眺めて、護狼はうっとりしてしまう。

　が、どん引きするのはなぜかベルゼビュートだった。

「卵だと？　にっ、人間はそんなものを喰うのか？　なんと浅ましい！」

「へ？　魔族は卵、食べないの？　って――あ、そういえば」

　ザガンの料理に何かの卵が使われるのを、見たことがないかも。と護狼は思い返す。

　ベルゼビュートが思い切り、侮(ぶ)蔑(べつ)の眼(まな)差(ざ)しを向けてきた。

「鬼(き)畜(ちく)か、キサマはっ。我ら魔族でも、成(せい)熟(じゆく)しきったものしか食べないぞ？」

「ええ、そんな言われよう？　だって鶏って確か、一日に一個は卵を産むし。……人間は六十億人もいるんだ。うまく付き合って、まかなっていかなくちゃいけないんだって」

「ろ、六十億!?　そんなにもいるのか人間は？」

「そうだよ。ああ、だからなのかな？　生きていく上で必要不可欠な『食』については、魔族よりよほど探求心があるのは」

「フン、まったく人間というヤツは。やはり、滅ぼした方がよさそうだな？」

「！　そっち？　そっちに行くの？」

「んぅ!?　ベルゼビュートさま、獲物を捕まえてきましたですけど――」

　と、そこにフェネクスとザガンが帰ってくる。またもやフェネクスの炎で焼いたようだ。こんがりと羽まで焦げた巨大な鶏の丸焼きを、逞(たくま)しいザガンがまた担いでいた。

　しかし誇らしげだったザガンの顔は、護狼の手にある大きな卵にぎょっとして。

「なんとっ？　も、もしかしてそれの方が、人間には価値があったでござるか？」

「フン！　どうもそうらしい。まったく、見事に掠(かす)め取られたものだ」

　ベルゼビュートがそっぽを向いた。が、ちらりと護狼を横目で捉(とら)えて。

「なかなか卑(ひ)怯(きよう)なところもあるのだなゴロー。よもや魔族をも出し抜くとは！」

「違うってば。なんか、それで褒(ほ)めるのやめようよ？　たまたまなんだし」

　でも、と護狼は少し考え直す。

（そうか。俺が勝って、人間界へ追い返されないためには……こうやって、他の魔族に勝(まさ)る食材を、どうにかして集めていかなきゃならないわけで）

「……。なあ、ベルゼ。ちょっと確認しておきたいんだけど。君が言い出した、あの『人間界へ送り返す』って約束、まだ本気なんだよな？」

「――当たり前だ」

　きっぱりと、赤毛の魔王少女が告げた。ああ、と護狼は痛感する。

「撤(てつ)回(かい)はやっぱり無理か……だよな」

　そもそもベルゼビュートに関しては、護狼が魔界から去るのは、大歓迎なはずだ。秘密を知る者が、目の前から消えるのだから。仕方がないか、と護狼は思う。

「で、他の魔族はどうなんだろ。なあ、君たちは――」

「追い返しますです！　絶対！　ベルゼビュートさまに対して、無礼すぎですから！」

　ついでにザガンやフェネクスにも話を振るが、鳥型魔族の少女ときたら、鼻息も荒く拒絶した。どうやら護狼は、彼女に嫌われているらしい。

　一方、ザガンはというと、「さて」と難しそうな顔をした。

「少なくとも学園にいる魔族の誰も、いい気はしていないでござるからな。……拙者個人としては――料理人として、張り合いはあるでござるよ。毎日料理をするなどとは、これまではなかったでござるし。しかし、拙者は主の意に従う。それだけでござるかな」

　つまりベルゼビュートが拒絶しているのなら、もちろん追い返すことに賛成、ということだ。比較的護狼に対しては、きちんと接してくれているザガンでさえ、そんな見解だった。だとすれば、それ以外の魔族たちがどういう意見なのかは、訊くまでもない。

　そんなものか、と護狼は思った。護狼と魔族たちがわかり合うには、まだまだ時間が少なすぎたのだ。だから。

「俺は正直な話、魔界には、無理矢理送り込まれたから――『人間界へ帰りたい』って気持ちが普通にある。だって食べるものだけでも、こんなに苦労させられてるしさ」

　護狼は卵を抱くように握りしめ、素直に自分の気持ちを明かした。

「それに、歓迎されてないこともよく知ってる。だからさ、俺が負けたときは、もちろんおとなしく追い返されようと思うよ」

「当然だな。そう我に誓ったはずだ」

　ベルゼビュートが素っ気なく言う。「けど」と護狼は言葉を続けた。

「だからこそ精一杯、俺は君たちに抗(あらが)おうと思う。今……俺は自分で、そう決めたんだ」

「なに？」

「俺は勝たなくちゃいけない。いや、力及ばずとも、せめて勝つことに全力にならなきゃ駄目なんだ。――積極的な理由じゃないけどさ」

　はは、と護狼は苦く笑う。

「だって、俺には答えが出せないんだもの。自分が本当に、魔界にいるのがいいのか。帰った方がいいのか、だなんて。悩むばかりだよ。だから負けたら帰る。勝てば、帰らない。――そうベルゼが決めたんだから、俺はその中で、無我夢中でやるだけさ」

「？　つまり、キサマは……進退を自分で決められぬ、と？」

「……。どっちが正しいのか、魔族の、人間のためになるのか。それは……」

「フン、くだらん。自分のことは自分で決めればいい」

　ベルゼビュートが鼻で笑った。そのとおりだ、と護狼も思う。

（だからこそ。たとえ駄目だったとしても、俺はちゃんと、全力は尽くさないと――）

「んぅー、結局、ベルゼビュートさまに逆らうということですね？」

　と、あからさまにむっ、としたのはフェネクスだ。

　その隣で、やれやれといった様子なのは、縛った鶏の丸焼きを担いだザガンだった。

「だとすると、拙者たちは当然、敵対関係でござるが。……一緒に行動する理由はないでござるな？」

「フン。そうだな」

　ベルゼビュートが納得する。「あ、あれっ」と護狼は失態に気付いた。

「そ、そういうことになる、のか？」

「キサマが決めたことだろう、ゴロー。いいだろう、この森で」

　別れよう。そう、ついにはベルゼビュートが言い放とうとした――そのとき。

　はっ、と誰もが呼吸を止めた。大地を揺るがす巨大な音が、突然辺りに轟(とどろ)いたのだ。

（！　なに？　爆発音？）

　護狼は一人、そう感じた。森の中が騒(そう)然(ぜん)となる。木々の葉がざわつき、落ちるものもあった。枝などに留まっていた大きな鳥たちが羽ばたき、逃げ出す。――巨大な鶏も同じだ。護狼たちの側さえ通って、慌てふためき走っていく。体当たりされそうになり、おわ、と護狼は必死に避(よ)けた。抱えた卵を割らないようにするので精一杯だ。

「今のは、向こうか!?」

　ベルゼビュートが声を上げた。真っ先に動き、地を蹴って跳(ちよう)躍(やく)する。頭上を覆う、広葉樹の天(てん)蓋(がい)を突き破る勢いで駆け上がった。どうやら高い位置より、周囲を見渡すつもりなのか。だが森の中にいても、そのときに空いた緑の穴から護狼は見た。

「……なんだよ、あれ？」

　そこは方角では、ちょうど人間界からの光が差し込む辺りだった。その近くから、地下空間の天井へと立ち上る、真っ黒な煙があって――。
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　フェネクスが空を飛び、ベルゼビュートがその下を疾(しつ)駆(く)する。

「はあっ、はあ、はあ！」

　そんな二人を追いかけて、護狼は森を抜けて走っていた。ジャージの左右のポケットは、先程獲った大きな卵でぱんぱんだ。割れないように気を付けるが、殻(から)が厚いせいか大丈夫そうだ。

　追う必要は特にない。ベルゼビュートが黒煙を見つけて、巨大な広葉樹の枝から枝を飛び移るように、いきなり向かった。それにつられた、というのが理由か。羽ばたいたフェネクスも、たまたま護狼と肩を並べて走る、重い鶏を担いだザガンも同じだろう。

（いや。二人は忠誠心からだろうけど……）

　自分はただ、雰(ふん)囲(い)気(き)に流されただけか？　やれやれ、と護狼は汗だくになりながら、自分でも呆(あき)れた。状況に振り回されるのはいつものことだ。それでも今は、どうせ森の中でぽつんと一人残されても、どうすることもできないのだ。

　だから、地底空間に立ち上った黒煙へと向かうのは、ある意味自然なことだった。森を出て広がる丘陵地の向こうに、目印となる黒煙がはっきりと見えていた。――そこはどうやら、地下空間を明るく染める、光源にかなり近い場所だった。

「あ、暑っついな……！」

　息も上がりきった頃、ザガンとともに護狼はようやく到着する。顎(あご)の汗を拭(ぬぐ)いながら、引っかけていたジャージの上着を脱いで、腰に巻いた。卵のせいでずしりと重いが、気にしない。暑さの正体は、護狼が走ってきたせいだけではないようだ。周囲の気温が上がっているのだ。その原因は――斜めに見上げることになる、光源にあるらしい。

　はあ、と護狼がまず見とれたのは、はっきりとそそり立つ「岩山」だった。いや、ほぼ垂直に切り立った岩壁か。そこはなんと、この地下空間の行き止まりだ。空間の高さいっぱいの、二百メートルもの塞がれた「壁」である。その中腹からきらきらと、空間を染めるあの光が差し込んでいるのだ。

（あれが、人間界と繋がった『亀裂』？）

　きっと太陽の光なのだろう。熱気が、夏の日差しのごとく照りつけていた。

　しかしそれより目を惹(ひ)く光景が、ここにはあった。踏みしめるのは金色の草原だ。そこに、先に到着していたベルゼビュートやフェネクスがいた。だが不用意には進まない。フェネクスも遠巻きに、空を飛んで見下ろすだけだ。草原の中心から、黒煙が上がっていた。しかしその周囲を覆うように、真っ白な靄(もや)が視界を遮(さえぎ)っていたのだ。

「ゴロー、キサマも来たのか？　……ちょうどよかった。我は汚れたくないからな」

「え？　おい、ちょっ！」

　逆らう暇もありはしない。護狼はいきなりベルゼビュートに摑まれると――思い切り突き飛ばされた。立ちこめる靄の中に突っ込んで、護狼は咳(せ)き込むはめになる。

「げっほ、ごほ！　ぺっ、な……こっ、粉あ!?」

　靄だと思ったが、胸に軽く吸い込んだ瞬間、護狼はその正体を悟る。水蒸気などではなく、粒子状のものだった。それがまるで靄のように、細かく拡(かく)散(さん)しているのだ。

　からからに乾いた粉が舌に貼り付き、青臭い味が広がった。その風味に一瞬、護狼は「あれ？」と何かを感じ取る。

（この味……俺、知ってるような？）

　思い出そうとしたものの、その思考は中断された。それよりも、護狼が押し入った白い粉の靄の中。前後不覚になり、とりあえず進んだその先で、靄が急に晴れたのだ。

　そこは草原の中央か。靄のかわりにぷすぷすと、黒い煙がくすぶっていて――。

「な、なんだこれ！」

　護狼は声を上げることになる。そこに、見覚えのある者たちが倒れていたのだ。

　少し焦(こ)げて倒れていたのは銀色の鱗を持つ、四メートルサイズの魔族、ドラゴンのブネ。それと花びらのようなドレスを焼いた、銀髪の魔王少女だった。

「ルシフェル？　それに、ドラゴンも？」

「なんですのなんですのなんですの……どうして、可(か)憐(れん)で麗(うるわ)しいわたくしが、こんな無様な目に――はっ。ゴ、ゴローさま？」

　へばっているブネと違い、ルシフェルはうつぶせのまま、ぶつぶつと何やら呟いていた。と、護狼に気付いて跳ね起きる。慌てて、焦げたドレスの乱れを正した。

　気を取り直して立ち上がり、ぽふ、といつものように手のひらを合わせる。

「あ、あら嫌ですわ。こんな醜(しゆう)態(たい)をゴローさまの前で晒(さら)すだなんて。うふふ」

「こんなところで出くわすなんて！　いや。それより、いったいなにがあったの？」

「！　それは……」

　説明をしようとしたルシフェルは、しかしはっと息を呑んだ。

「ベルゼ？　あなたまで、一緒でしたの！」

「フン、聞き覚えのある声がしたと思えば。やはりキサマだったか」

　護狼の背後から、白い粉の靄を突っ切って現れたのはベルゼビュートだ。汚れることを気にしていたのに、護狼との会話で入っても平気なことを確認したからだろうか？　赤毛についた粉を払いつつやってくる。後に続いて参上するのは、もちろんザガンとフェネクスの二人だ。ルシフェルの姿を見て、わずかに怯(ひる)む。

　主と認めたベルゼビュートと敵対しているとはいえ、ルシフェルも魔王の一人である。階級(ランク)の低い二人には、口を挟む権利はないのか。だから「いいところで会ったな？」と、ばきばきと指を鳴らすのはベルゼビュートだ。

「この間の借りを、きっちり返してやろう」

「なっ、なんですの!?　こちらが弱ってるときを狙うとは――やりますわね、ベルゼも」

「グラシャは側にいないのか？　なんなら真っ先に、叩き潰しておくつもりだったが」

「あのコったら……もー！　流されたところをブネとせっかく見つけてあげましたのに！　せびるので武器をつくってあげましたら、とっとといなくなりましたわっ！」

　ルシフェルがええいっ、と地(じ)団(だん)駄(だ)を踏んだ。クク、とベルゼビュートが笑う。

「大した『魔望』だな、ルシフェル」

「うっ。な、なんですの、ベルゼ？　そちらは、ザガンとフェネクスまで引き連れて？」

　お供についた二人を見て、ルシフェルは自分の側に唯一残った、倒れたままのブネの後ろへすすっと回る。が、ブネは目を回した様子で、まだ起き上がれないでいる。『ぼっちゃま、しっかりなされいー！』と、青白い死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)の炎が、頭の周りを飛んでいた。役立たず状態だ。――その孤立したルシフェルを、今度は大勢でベルゼビュートが追い詰める。「ルシフェルを逃がすな」と、彼女はザガンとフェネクスに命じた。

　もちろん主からの命令があれば、相手が魔王の一人であっても二人は動く。巨体のブネの左右から、それぞれ回り込んだ。護狼が止める間もない。

　ところが、その邪魔をしたのは漂う白い粉だった。ぽっかりと粉の靄が抜けたここでも、さすがに大勢が一度に動いたせいか、空気が乱れて粉が飛んだ。

　結果、みんなで咳き込むはめになる。

「うわ、あんまり動くなって！　ごほっ、よけいに粉が舞うだろ？」

「ええい……さっきからいったい、なんなのだこれは？」

「知りませんわ！　グラシャを追いかけていたらいきなり、粉が舞い上がって……それをブネに焼き払わせようとしたとたん、大爆発になったんですの！」

　ベルゼビュートの問いに答えたのは、一番の被害に遭ったルシフェルだった。逃げながらも悪(あく)態(たい)を吐く。

「おかげでわたくしの美しい体が台無しですわ！　また、なにかの罠(わな)ですの!?」

「粉が、爆発？　……待てよ、それって」

　聞いたことあるぞ。護狼は自分の記憶を探った。確か、家庭科の授業のときに――。

「そうだ。もしかして『粉じん爆発』ってのじゃないかな？」

「ふん？　なんだと？」

「粉じん爆発。こう、小麦粉みたいな細かい粉が充満している場所で、火が付くと――粉の粒子ひとつひとつが一気に燃えて、爆発みたいな炎になるって学んだような」

　それじゃないかな。と護狼はベルゼビュートに説明しながら、倒れたブネの口元に注目した。そこが一番焦げているのが、その証(あかし)だろう。だが、同時にあることにも気付く。

（ん？　小麦粉……って！）

「そうだ。こっ、小麦粉だ、これ――――――!!」

　つい大声を張り上げてしまった。

　突然のことに、この場にいた魔族たち全員が足を止める。一斉に護狼に注目した。

「な、なんだ、ゴロー？　いきなり！」

「いや、だって。これだよこれ！　ああっ、どうして気付かなかったんだろう！」

　青臭い味をもう一度嚙み締めつつ、護狼は自分たちが踏みしめる、倒れた金色の太い草を拾い上げた。全体的に、何かに潰されたように、平らになっている。これも爆発のせいなのだろうか？　その中に残っていた、大粒の穂をひとつ見つけた。それは真夏の直射日光のように照りつける光のせいで、つまんだだけで砕けるほどに乾燥していた。

　が、確かに「食パン」の袋のイラストなどで、よく目にする形をしていて。

「ってことは、宙に舞ってるのが全部、小麦粉ってこと!?」

「なに？　これも人間界の食材のひとつなのか？」

「ああ、これ……すごい量だぞ？　でも、これだけ集めることができれば――」

「ほほう。ならば、やってみよう。フェネクス！」

　と、ベルゼビュートがいきなり、蒼い翼を持つ魔族の少女を呼んだ。「は、はいです！」とフェネクスが応じる。

「――お主の魔力の属性は、風だったな？　ならば、この粉を集めてみせよ！」

「んぅ！　わ、わかりましたです！」

　こくこく頷き、フェネクスが翼を広げた。それは熱を持たない蒼い色のまま、そっと羽ばたく。とたんに、護狼たちの周囲で風が生まれた――。みるみるうちに何と、小さな竜(たつ)巻(まき)となって護狼たち全員を包み込む。

　しかし決して乱暴な風ではない。とてもやわらかで、周囲の白い小麦粉のみを巻き上げた。ベルゼビュートのすぐ側に、こんもりと白い小山ができあがる。

　あああっ！　と青と金のオッドアイを見開いて狼狽えるのはルシフェルだ。

「なんですのー！　攻撃力も低い、たかが《子爵(バイカウント)》の魔法程度で！　わ、わたくしの《邪(じや)眼(がん)》の方が、もっと強い風で集められましたのに！」

「フン。キサマの力なんぞでやれば、どこかへ吹き飛んでしまうのがオチだ」

　それをベルゼビュートが嘲(あざ)笑(わら)った。「よくやったぞ」と、フェネクスをねぎらう。

「！　は、はい！　お役に立てて光栄です!!」

　フェネクスは心底嬉(うれ)しいのか、だらしない笑顔になった。




「……さて、これに全部入るでござるかな？」

　すっかり靄の晴れた金色の草原で、白い体毛を持つ魔族が何かを取り出す。

　――護狼たちの前で広げられたのは何と、小さく折りたたまれていた袋だった。それは何枚もある。ザガンがさっそくひとつ手に持ち、山となった小麦粉を詰め始めた。手際よく、土(ど)嚢(のう)のように積まれていく。ああ、と感動すら覚えるのは護狼だ。

「こ、これでいろんなものが食べられるぞ……！　パンに、麵(めん)類(るい)に、なんだって！」

「ほほう。ゴロー、この粉はもしや、キサマの卵より価値があるのか？」

「ああ、そりゃ。人間界じゃあ、いろんな国で食べられてるものだよ。主食のひとつさ」

　ベルゼビュートにそう返しながら、護狼は小麦粉からできる料理を想像した。涎(よだれ)が止まらなくなる。しかし。

「フン。ならば、これで勝負はついたということだな。ゴロー」

「え、あ。そ、それは――」

　しまった。護狼はその言葉にぞっとした。これは、そういう勝負だったのだ。

（やばい！　だって普通に考えて、小麦粉ほど汎(はん)用(よう)性(せい)のある食べ物なんて、他にはっ）

　ない。まったく、思いつかなかった。護狼は絶句するしかない。その反応に、ベルゼビュートは勝利を確信してか、上機嫌に目を細める。

　と――逃げ損ねたルシフェルが隠れたままの、倒れたブネに視線を向けた。

「そうだ、ちょうどいい。……いつまで寝たふりをしている？　ブネ」

「ひい！」

　ベルゼビュートが指(し)摘(てき)したとおり、とっくに起きていたのか。目を閉じたままへばっていたドラゴンが、その巨体をびくり、とさせた。恐る恐る瞼(まぶた)を開く。

「よくも、我にたてついたな？　喜べ。その詫(わ)びに、ここにある粉の袋をすべて、キサマに運ばせてやる。ザガンとフェネクスだけでは、どうせ持ちきれない量だしな」

　ベルゼビュートが睨みをきかせ、一方的に命令した。それは彼女なりの手打ちなのか。

「このダンジョンにいる間は、とことん使い倒してやるぞ。覚悟するがいい！　ククク」

　逆らう気力などもうないのか。「は、はいー！」とブネが巨体を小さく丸めて、がくがく震えた。青白い炎の死霊執事などは、銀色の鱗の下にさっさと隠れて消えてしまう。

　怒るのは、側にいるルシフェルだ。

「な、なんですの？　そんな命令なんて、聞かなくてもいいんですの！　こら、ブネ！」

「だ……だって。ベルゼビュートさま、すっごい怖いんだよう～」

「ちょっと！　わたくしとの契約、忘れましたの？　この臆(おく)病(びよう)者(もの)ー！」

「いいよう、もうそれで。ううう」

『生き延びて、また再起の機会を待ちましょうぞ、ぼっちゃま！』

「執事までなに諦めてますの？　って、鱗の隙間から出てこないし！　もううー！」

「ああ――そういえば、キサマのこともあったな。ルシフェル」

　ブネとその死霊執事とを叱る銀髪の魔王少女に、ベルゼビュートは思い出したようにまた迫る。と、掲(かか)げるのはその拳(こぶし)だ。

「キサマだけは一発、思い知らせてやる必要があるな。――我に突っかかってくるのは、キサマくらいなものだ。その性(しよう)根(ね)は認めてやろう。弱者を叩き伏せていくというのも、また覇(は)道(どう)の宿命だろうからな。だが……失敗したときのツケは、わかっているな？」

「……冗談じゃないですわ。わ、わたくし、あなたなんかより億千倍も華(きや)奢(しや)ですのよ？」

　殴られてたまるものですか！　とばかりにルシフェルが、ブネの陰から躍り出た。ベルゼビュートが飛びかかってくるより先に、ひらり、と三枚の翼で舞う。そして。

「怖ーい、ゴローさまあ～」

「へ？　ちょ、俺え？　なんで！」

　背後から護狼に勢いよく飛びついてくる。そのままやわらかで大きな胸を、ぎゅうぎゅうに押しつけてきた。しかも今回は少し、感触がいつもと違って。

「これ……直(じか)に当たってない？　おいー！」

「ちょうどドレスがあちこち焦げて、胸の露出度も上がってましてよ？　うふふふふ」

「こざかしい、我がその程度で躊(ちゆう)躇(ちよ)すると思ったか？　こう、そやつごと思い切りだな」

「待て待て待て、死ぬ、絶対死ぬから俺!?」

　盾にされた護狼に向かって、躊躇なくベルゼビュートが拳を構える。護狼は真っ青になってそれを制した。が、もちろんこの赤毛の魔王少女ときたら聞き入れない。

「どうせ生き返るだろう？　いちいち騒ぐな、ゴロー！」

「気楽に言うなよ、ベルゼ……痛いんだぞ！　ものすごく苦しかったりもするんだぞ？」

「む。だったら、また看(かん)病(びよう)くらいはしてやろう。それでいいだろう」

「おい。それ、死んだ後の話じゃないか？」

「……ちょっと。なんですの？」

　と、なぜか訝(いぶか)しんだのはルシフェルだ。じろり、と護狼とベルゼビュートを睨んで。

「さっきから聞いていたら。なにか、親(した)しくなってません？　ゴローさまもベルゼも！」

「え？　いや、そう？」

「我とこやつが？　フン、馬鹿馬鹿しい！」

　護狼はともかく、赤毛の魔王少女が即座に否定した。それはそうか、と護狼はそっと嚙み締める。

（秘密は知ったけど……。だからと言って、関係性が良くも悪くもなってないし？）

　今まさに、遠慮なく殴り殺されようとしたし。護狼はとほほ、と肩を落とす。

　それでもルシフェルの言葉に気勢を削(そ)がれてか、ベルゼビュートはその拳を引っ込めた。フン、と鼻を鳴らして、ザガンが積み終わった小麦粉の袋に目をやる。

「まあいい。どのみちこの食材探しは、我の勝利で終わりそうだからな」

「はいですう！　おめでとうございます、ベルゼビュートさま！」

「――おお！　これで『くらすいいんちょー』とやらの座は、決まりでござるな！」

　盛り上がるのは、フェネクスとザガンの二人だ。うわ、と護狼はその事実を、再び思い知らされる。

（俺は……もう、勝てない？　だって、これ以上の食材は）

「ちょ、ちょっと待つですわ―――――っ!!」

　けれども。諦めかけた護狼と違い、異議を唱えた者がいた。背中にひし、と摑まったままのルシフェルである。彼女はそのまま、護狼をがくがくと揺さぶってくる。

「うあっ、な、なにー？」

「これで決まりではないですよね？　あの粉を越える食材は、まだありますわよね!?」

「え、でも。そういうのは……」

　いや。銀髪の少女の必死な顔に、護狼は思いとどまった。自分は、考えなければならないのだ。勝たなければならない。

（でなければ――このまま、すごすごと帰るだけで）

　まだ、あがけるのか？　護狼は積まれた小麦粉を前に、もう一度考え直した。

（……駄目だ、単純に比較して、小麦粉よりいいものってあるか？　だったら）

　護狼の頭に浮かんだのは、ある《勇者心得》だった。その３３９、『真正面から駄目なら、別からアプローチしてみろ』――。

（栄養面とか？　いや、もっと明確に……魔界で決定的に足りてないもの、とか）

「あっ。そうだ――調味料だ！」

　護狼はそこに行き着いた。ああ、どうしてそこに今まで、行き着かなかったのか。

「スパイスとか、ううん、もっと単純な。魔界料理に塩っ気はあったけど、それ以外のものはさっぱりないから。……砂糖とかか！」

「さとう、ですの？　ゴローさま？」

「そう、魔界の料理に決定的に足りなかったのは調味料なんだ！　中でも、甘みだ！」

「あまみ？」

　本当に、「甘い」ものがないのだろう。護狼の後ろでルシフェルが、きょとんとした。

「それはどういうものですの、ゴローさま？」

「なんだと？　まだ、この白い粉に勝(まさ)るものがあるのか!?」

　ベルゼビュートも食いついてくる。信じられない、といった表情だ。「いや」と護狼は説明を始める。

「待って。砂糖ってのは、サトウキビ……樹液の甘い植物とかを、煮詰めたりして採るものなんだけど。あとは、糖分が多い植物の根とか、か？　そういうの、ここで見つけられるのかなあ。うーん。あ、待てよ」

　はたと護狼はあるものに思い至る。それは――。

「蜂(はち)蜜(みつ)……そうだ、それならもしかして、比較的手に入りやすいんじゃあ」

「なんですの？　はち、みつ？」

「ゴロー、なんだそれは」

　ぽつりとこぼした「蜂蜜」という響きに、ルシフェルとベルゼビュートが首を捻(ひね)った。

　そのとき。ふと護狼の視線が、自分の腰にぶら下がる重みに向いた。ジャージの左右のポケットに詰め込んだ、大きな卵だ。

「あれ。待てよ……。蜂蜜に、卵に。それと」

　次いで護狼は、ザガンがブネに背負わせた小麦粉の袋を見る。それと、鶏の丸焼きを担ぎ直したザガンが「おっと、割れてはかなわんでござるよ」と、後生大事に取り出したのは――見覚えのある、濡れたままの干しブドウが入った瓶で。

「小麦粉に、濡れたレーズン？　あっ」

　瞬間、思い出すのはある光景だ。それは中学の寮で、たまにおやつとして出て来たもの。――世話好きの寮母さんが護狼たちのために、レーズンを水に浸けた「酵(こう)母(ぼ)菌(きん)」で小麦粉をふくらまし、たっぷりの卵と牛乳を混ぜて焼いた特製のホットケーキで。

「そうか！　ホットケーキだあ――――っ！」

　護狼はつい叫んでいた。突然のことにびっくりする魔族たちに、「ごめん！」と謝りながらも、しかし興奮を抑えられない。

「ああ、そうだよ、小麦粉と卵を混ぜて、そこに干しブドウの浸(つ)かった水を加えれば」

「？　拙者の、これでござるか？」

　ルシフェルやベルゼビュート以上に関心を寄せるのは、料理人のザガンである。

　うん！　と護狼は何度も頷いた。

「干しブドウを水に浸けておくと、ある菌が発生するんだ。確か天然酵母とか、だったかな？　それは小麦粉に混ぜてやると、ふっくらする効果をもたらせて……ホットケーキになるんだよ！」

「「「「「ほっとけーきい？」」」」」

　ザガンが、ベルゼビュートが、ルシフェルが。フェネクスまでもが声を揃(そろ)える。ブネも、懐からちょこっと顔を出した死霊執事の青白い炎とともに、首を傾げた。そう、と護狼は懐かしの味を思い起こし、恍(こう)惚(こつ)の顔になった。

「ふんわりと焼けた生地の上に、とろりとした蜂蜜がかかればもう最高で――。ああ、いや。その、蜂蜜の話だっけ？」

　今になって寮の食事のありがたみを感じながらも、護狼は我に返る。

「魔界の料理に、決定的に足りなかった甘み。それを、蜂蜜は持ってるんだ。だからっ」

「それが、白い粉を上回る食材ということですわね。ゴローさま！」

　誰よりも飲み込みが早かったのは、勝利に固(こ)執(しつ)するルシフェルだ。

「どこにありますの、それ？」

「それは、ええと。蜂蜜は……蜂っていう昆虫がだね、花の蜜(みつ)を巣に集めてつくるんだ」

「？　はち、ですの？」

「そう。黄色と黒で、ぶんぶん羽を鳴らして飛び回るんだ。たくさん群れていて、木の上の高いところや、確か地中の穴にも巣をつくるのかな？　そこに、蜜を集めて溜めているのさ。一匹でも見つけて巣を突き止められれば、中の蜜も採れるんだろうけど――」

　どうなんだろう。一(いち)抹(まつ)の不安が、護狼の胸によぎった。もし見つけられたとしても、蜂の大群を掻き分けて、自分は蜂蜜が採れるだろうか？　その自信はさっぱりない。

　ましてや、まずその前に、蜂を見つける必要があって。

　そのとき――ふうん、と話を聞いていたベルゼビュートが、護狼の前で遠くを見た。

「ぶんぶん、だと？　もしかして、あんなのか？」

「へっ？　――あ」

　赤毛の魔王少女に指摘され、護狼は振り返って見る。白い小麦粉の靄が晴れた、潰されて乾ききった金色の野原。その向こうに、色とりどりの花が咲いていた。――その上をふらり、と飛んで横切った、一匹のシルエットがあった。羽音までは、護狼には聞こえない距離だ。ベルゼビュートは相当聴覚も鋭(えい)敏(びん)なのだろう。

　しかし、その飛び方と、遠目でわかる色があった。そびえる灰色の岩壁を背景に、黄色と黒の警戒色が映えていた。それは、護狼の見間違いでなければ――。

「い、いた」

　ぽつり、と護狼は呻くように呟いた。

「あれ……たぶん、蜂だ――！」

















　しまった、と思ったときにはもう遅かった。真っ先に動いたのは、三枚の翼を広げたルシフェルだった。花畑から去っていく蜂(はち)めがけて飛び上がる。

「要するに――あれを追いかけて巣を抑えれば、一気にわたくしの勝利ということですわね！　うふふ、お先に行きましてよ、ベルゼ！」

　さっきまで護(ご)狼(ろう)の後ろに隠れていたのはどこへやら。勝ち誇った笑みを浮かべて、ルシフェルが見つけた蜂の後を追った。

「この期(ご)に及んで抜け駆けか!?　往(おう)生(じよう)際(ぎわ)の悪い奴め！」

　当然、ベルゼビュートもその強(きよう)靭(じん)な足で駆け出した。

「ちょっと、おいー！　ええとっ」

　どうしよう？　と護狼は戸(と)惑(まど)う。もっとも自分の足では、おそらくどうあってもベルゼビュートやルシフェルには追いつくことができないだろう。

　だから、代わりに追いかけたのは、翼を持ったフェネクスだった。

「はいです！　大事なベルゼビュートさまの食材です、しっかり持ちやがれですわ！」

「へ？　な、うわ！」

　いきなり護狼が渡されたのは、ザガンとともに彼女がブネの背に運ぼうとしていた、小麦粉の袋のひとつだった。ずしりと重いそれを押しつけて、「私もまいりますです～！」とフェネクスが羽ばたいた。あっという間に飛翔する。

　おそらくベルゼビュートをサポートするためだ。先行するルシフェルは、どうやら光を放つ岩壁の方へと飛ぶ蜂を真(ま)っ直(す)ぐに、空中から追いかけている。それに比べて赤毛の魔王少女ときたら、速度では劣(おと)るのだろう。起伏のある地形にも阻まれて、少しずつ離される。そんな彼女の真上を、フェネクスが通り越した。

「わ、私が少しでも足止めいたしますー！」

　立ち尽くす護狼たちの方にまで、そんな叫びが聞こえてくる。

（って……いやいやいや！　俺もこんなとこで、ぼーっとしてる場合じゃないぞ）

　ザガンが慌(あわ)てて追いかけようと、わたわたしながら自分の鶏(にわとり)や肉食植物さえ、ブネの背中に載(の)せている。その行動に護狼も倣(なら)った。持たされた小麦粉の袋を、無理矢理ブネの手に押し込む。ついでに卵の入ったジャージの上着も、丸めて預けた。

「じゃあこれも頼んだから。割れないように気を付けてくれよ？」

「え、ええっ？　ボ、ボクがあ――――っ？」

『これ人間！　ぼっちゃまになにを無礼な――！』

　青白い死(し)霊(りよう)執(しつ)事(じ)がわめいたが、知るものか。護狼も必死になって駆け出した。

　少し遅れてザガンも、どたどたと足音を響かせながら走り出す。装備した調理器具以外、荷物がなくなったせいだろうか。やがて彼の方が護狼を追い抜く。

　――その頃にはちょうど、護狼たちはこの地下空間の行き止まりへと辿(たど)り着いた。

「……はあはあっ、ルシフェルや、ベルゼは？」

　ばくばくと跳ねる心臓を抱え、護狼はザガンとともに足を止めた。

　見上げるのは真上からの光源に照らされた、目の前にそびえる陰影のはっきりとした岩壁だ。ほぼ垂直なその足元で、辺りを見回す。

（？　なんで、木々が……）

　護狼はある違和感を覚えた。なぜだろう、周囲の樹木が折り重なるように倒れていた。もぎ取られたように倒れ、土砂も抉(えぐ)られ、押し固められている。まるで何かが暴れた痕(こん)跡(せき)のようだ。ベルゼビュートたちがやったのか？　と一瞬思うが――どうやら違うらしい。折れた巨木の傷(きず)痕(あと)は、そう新しいものではない。樹液などが完全に乾いていた。

「ベルゼたちのせい、じゃないよな？」

「それはそうと、どこに行ったでござるか？　こちらの方だと思ったでござるが」

　護狼より頭ひとつぶんは背の高い巨漢のザガンが、辺りをぐるりと見渡した。しかし見つけられないらしい。おかしいな、と護狼は次に蜂を捜した。

「ルシフェルは、飛んでた蜂を追ってたはずだけど？」

　巣がこの辺りにあるのなら、他の蜂の羽音だって、聞こえてもいいはずなのに。そう思って、耳を澄ませたとき。

　ぶんぶんという羽音のかわりに、「んぅう――!?」という聞き覚えのある悲鳴がした。護狼とザガンは、当然はっとさせられる。どこから？　ときょろきょろして。

「って……う、上っ!?」

「落ちます落ちます、落ちますですよう―――!!」

　絶叫とともに蒼(あお)い翼の魔族少女が、なんと岩壁の上から落ちてきた。それも真っ直ぐ、護狼たちのもとをめがけて。しかも尾羽のスカートがめくれて、下着丸出しの恰(かつ)好(こう)である。が、いちいち赤面している場合ではない。わあ！　と護狼は逃げるので精一杯だ。

「なんでござるかっ？」

　しかし、ザガンは咄(とつ)嗟(さ)にあるものを取り出す。背中側の体毛の下から現れたのは、折りたたみ式で展開した「盾」だった。

　いや――ぽこっと丸く湾(わん)曲(きよく)した、さながら中華鍋である。その鍋でなんと、ザガンはフェネクスを受け止めた。太い腕で衝撃を見事に吸収してしまう。

「うむ！　うまくいったでござる！」

「は、はああ～、助かったですう～～～～」

　這(ほう)々(ほう)の体(てい)で、フェネクスが鍋の中で目を回している。落ちてくるときに、くるくると回転したようだ。翼のある彼女が、なぜそんなことになったか、護狼たちは一目でわかる。――フェネクスの蒼い炎の羽が、特殊な《刻(こく)印(いん)》を穿(うが)たれ、絡み合うようにねじれていたのだ。おかげでまともに飛べなかったらしい。

「これって、ルシフェルの魔法？　彼女にやられたのかっ」

「みたいでござるな。ルシフェルさまの《邪(じや)眼(がん)》の力に、《子爵(バイカウント)》階級(ランク)程度では、太(た)刀(ち)打(う)ちできないでござるよ」

「てことは。もしかして、この上か？」

　護狼はザガンとともに、頭上を仰ぎ見る。強い輝きを放つ光源の下、最初ははっきりとは見えなかった。手のひらで庇(ひさし)をつくり、ようやく捉(とら)えたのは、垂直の岩壁を駆け上がっていく存在だ。翼を持たず、わずかな凹凸を蹴(け)って超人的な跳躍力を見せるのは、もちろんベルゼビュートである。黒い鱗に真(しん)紅(く)の髪が、遠目でもわかった。

「ベルゼ？　ルシフェルを追いかけてるってこと？　――なら蜂の巣って、この上に!?」

　あああ。護狼は、さすがに頭を抱え込む。行けるわけがない。

　一方、平然とした動きで、ベルゼビュートは垂直の壁を登っていた。彼女は五十メートルくらいの位置にいるだろうか。岩壁の四分の一程度の高さだ。中腹には、あの光を放つ『亀(き)裂(れつ)』がある。ルシフェルはその、『亀裂』の近くかそれ以上の地点にいるのか。そして、蜂の巣はきっとそこにあるのだろう。

　巣は、ルシフェルの手に落ちるのか？　ここで見ていることしかできない護狼は、さすがに敗北を嚙(か)み締める。もう自分が勝利する術(すべ)はない。自(じ)嘲(ちよう)の笑みが頰(ほお)に宿った。

（はは。とんでもないトラブルでも起きない限りは……）

　――そう思ったとき。その、「とんでもないこと」が起きた。




　ずしん!!　と目の前の岩肌が、震えた。え？　と護狼はびっくりする。それは突然の出来事だ。ザガンと一緒にぎょっとして――すぐに、原因に気付いた。

「くふ、くふ。くふふふふ!!　そっか、そうなんだ……強いの、みーつけたっ！」

「なんでござるか？　……あれは、グラシャ？」

　まだ動けないフェネクスを抱えて、ザガンが折れた木々の向こうに目をやる。そこに小柄な幼女魔族の姿があった。今までどこかに消えていた、普段はおとなしいグラシャだ。しかし今の彼女は武器を持ち、完全に殺(さつ)戮(りく)モードに豹(ひよう)変(へん)していた。独特の笑い声とともに、透明な片刃の剣を振り上げる。

　それは、ルシフェルの力で空気を押し固めてできたものか。いや、刻まれた黒い《刻印》で捉えたのは、圧縮された「風」だった。小さな体に不釣り合いな、三メートルもの太刀である。それを彼女はててっ、と垂(た)れたイヌミミを振り乱し、助走をつけて。

　――ずごんっ!!　強烈な音を立てて、振り下ろした。

　放たれた一撃に、周囲の木々も、土もずたずたに裂かれる。彼女が狙(ねら)った、正面にあるそそり立つ岩壁も、だ。硬い岩肌の足元が、獣の爪(つめ)痕(あと)のように抉り取られる。

「くふふふふ！　まだ戦わない？　一方的にやっちゃうよー、くふふ!!」

　げらげら笑いながら、またグラシャが風の太刀を叩(たた)きつけた。

　その破壊力にぞっとしながら、斬(き)られて飛んでくる木や岩から、護狼たちは慌てて逃げる。距離を取ってグラシャを見た。何をしているのか、さっぱりわからない。

（戦わない？　それって、登っていったベルゼのことか？）

　グラシャの力では追いかけていけないから、ヤケになって岩壁を揺るがしているのか。

　だが、どうにも違う気がした。グラシャは頭上を気にしない。何度も、一心不乱に岩壁だけを狙っていて――。

　そして護狼たちはついに、その真意を知ることになる。グラシャの攻撃を受けるたびに、揺るがされる岩壁。その岩肌があからさまに、ぐらり、と震えた。

　あまりに大きな揺れだった。なんと、岩壁を縦に裂け目が走る。真上では順調に登っていたベルゼビュートが、岩肌に摑(つか)まっていた。落ちそうなその姿に、護狼もザガンも「あっ」と呻(うめ)く。いや、揺れの被害に遭ったのは、赤毛の魔王少女だけでなくて。

「なっ……なんですのなんですのなんですの―――！」

　その遙(はる)か上から、絶叫とともに落ちてくる影があった。三枚の翼を広げるのは、あのルシフェルだ。だが彼女はさきほどのフェネクスと違い、自由落下しているわけではなかった。ひたすら真っ直ぐに、自分で下へと飛んでいるのだ。

　あっという間の出来事だ。途中にいたベルゼビュートの側(そば)を通過し、一気に護狼たちのもとへと降りてくる。と、「あら」と護狼と目が合った。銀髪の魔王少女は地面すれすれで勢いを殺し、スカートの裾(すそ)をひらりと鮮(あざ)やかに翻(ひるがえ)す。

　見えないか見えるかぎりぎりのところで裾を押さえ、そして。

「ちょうどよかったですわ、ゴローさま！」

「え、なに？」

「いいですから、ほら。えいっ」

　ひょい、とルシフェルが背後に回り、護狼を両手で突き飛ばした。おわ！　といきなりのことに護狼一人が、木々が折れて拓けた、岩壁の根本に転がった。

　なぜ、そんなことをしたのか。転んだ痛みに顔をしかめつつ、護狼は「耳」で理解した。ぶーん、というものすごい羽音がしたのだ。――それも、無数に。

「まさか……まさか！」

　倒れたまま急いで見上げた明るく輝く岩壁の中腹。そこからルシフェルが逃げ飛んできた原因が、群れをなして真っ逆さまに降りてきていた。

　それはたくさんの蜂たちだ。が、最初はいくつかの点でしかなかったそれらは、すぐにはっきりと、黒と黄色が識(しき)別(べつ)できるようになる。と、護狼はある違和感を覚えた。

　蜂たちは岩壁に摑まったままの、ベルゼビュートの脇(わき)を、目もくれずに通過した。

　その時点で、それぞれの色や形がはっきりと見て取れたのだ。

（あああ――これは！）

　よくよく考えてみれば、どうして今まで気付かなかったのか。なぜ小麦の草原にいたときも、遠くから「蜂だ」と認識できたのか。

　それはこの奇妙な地下空間に起きる、ありふれた「異常」だった。蜂たちのサイズが、明らかに大きいのだ。それもおそらく、一メートル以上もあるだろう。鶏や小麦や、その他の草木がそうであったように、蜂も巨大化していたのだ。その巨大蜂が、大群で真っ逆さまに降りてくる――。ちょうど「囮(おとり)」として突き飛ばされた、護狼のもとへと。

「ぎゃあ!?　ちょっ、ルシフェル――――！」

「うふふ。ですからわたくし、慌てて一時撤退してきましたのっ。……でも、なんですのあれ？　巣は『亀裂』の近くに見つけましたのに、執(しつ)拗(よう)に刺そうとしてくるから近づけませんし。と思ったら、この揺れで巣から、大量に飛び出してくるんですもの！　ゴローさま、身代わりになってくださいね？」

「いや、身代わりって。嫌だ嫌だ嫌だ！」

　あんなのに刺されたくない！　護狼は迫ってくる巨大蜂の大群を見て、しかし恐怖のあまり足がすくんだ。うまく逃げ出せない。一方でルシフェルときたら、側にいたザガンの後ろに隠れようとする。ザガンはフェネクスを抱いたまま、困惑の様子だ。

　護狼にできたのはせいぜい、地面に伏せることくらいで。だが――。

「！　……えっ」

　ぶうん！　と羽音は護狼の手前で遠ざかった。下まで降りきらずに、空中で散開したのだ。恐る恐る頭を上げて、護狼は散り散りになりながら地下空間へ消えていく、蜂たちの群れを見送る。――もちろん護狼だけでなく、ルシフェルの頭上も素通りだ。あら？　と肩すかしに遭い、銀髪の魔王少女がザガンの後ろできょとんとした。

「なんですの？　わたくしを狙ってたんじゃあ……？」

「いや、まるで」

　何かから逃げるように？　そんな呟(つぶや)きを護狼は飲み込む。――それが、実は的中していた。ごっ！　と地響きさえ上げて、またもや岩壁が大きくぐらついた。

「うおわわわわっ!?」

　それはさきほどの比ではない。立ち上がりかけた足元が揺らぎ、護狼は再び地に伏せる。今度は岩壁だけでなく、地面さえも揺れていた。と、大きな音がするのは真上だ。

「どけっ、ゴロ――――!!」

　ベルゼビュートの絶叫が聞こえた。はい？　と護狼は這(は)いつくばったまま上を見る。するとそこには、ぱっくりと剝(は)がれ落ちた岩肌の欠片(かけら)ごと、落ちてくる赤毛の魔王少女がいて――。真上からの光さえ遮り、影が護狼を包み込む。「ひゃあ!?」と転がるように護狼は逃げた。その直後、護狼がいた場所に、数メートル四方はある岩の欠片が突き刺さった。その他の破(は)片(へん)も、地面に次々とめり込む。

　最後に、強(きよう)靱(じん)な脚力で見事な着地を決めたのは、その岩の欠片さえ踏み砕いたベルゼビュートだ。一人平然と、凜(り)々(り)しくすっくと立ち上がる。

　もっとも、さすがにその表情は険しかった。

「いったいなんだというのだ……これはっ!?」

　そう彼女が吐き捨てたところで、岩壁の震えは収まらない。それどころか、ついには大きく裂け目が入った。いいや、それはあらかじめ「刻まれていた」分割線だ。めきめきと音を立てて、縦はちょうど光源のある百メートルほど、横はその半分程度に垂直の岩壁が剝がれた。そのまま、岩壁は――動いた。その根本をまるで、二本の足に分割して、一歩大きく踏み出すように。

　土砂が飛び散り木々が折れ、踏み潰(つぶ)され、ベルゼビュートもルシフェルも護狼も一瞬で「跨(また)がれ」た。

「う、噓、だろ……!!」

　あまりのことに呆(ぼう)然(ぜん)と、護狼はその光景を、見上げることしかできなかった。



















†




　それはとんでもなく巨大で、圧倒的な存在だった。

　地底空間を、その頂上に輝く『亀裂』からの光で照らしつつ、剝がれた岩壁が歩いていく。護狼たちはしばし、その平べったくも切り立った背中を見送って。

「いや。……なに、あれ？」

　護狼が口を開いた。と、同時に思い至るのは、あの潰された小麦粉の草原だった。

「あああ、そうか！　なんで小麦が粉になってたのか、疑問だったけれど。こ、こいつが歩いて踏んづけたのか!?」

　その一歩はゆっくりだが、樹木をへし折り、地面を踏み固めていく。岩壁の周囲が荒れていたのも、これが理由なのだろう。定期巡回でもしていたのか。

「ゴーレム、ですわ。でもなんて、大きなっ」

　答えたのは揺れのせいで、護狼の側に投げ出されたルシフェルだった。尻(しり)餅(もち)をついたまま、彼女は二足歩行の岩壁に呻く。

「これも罠(わな)の一種、ということですの？　……そうですわ、人間界からの侵入者を防ぐための代物で――なるほど、『亀裂』の側に仕掛けるなんて、道理ですわ！」

「ご、ごーれむ？」

　聞き慣れない単語に、護狼は声が裏返る。

「……父上の魔力の匂(にお)い、だ」

　その隣でベルゼビュートが呟いた。彼女は強く舌打ちまでする。

「クっ、なぜ気付かなかったのか！　休眠状態にあったからか？　今ならわかるぞ、あれは我の父上が仕込んだものだ。間違いない！」

「なんて規格外ですの？　ゴーレムなんて、膨(ぼう)大(だい)な魔力を練り込む必要があるくせに一定の命令しか仕込めない、でくの坊でしょうに。でも動いたということは、自動反撃のきっかけがあったということ？　さっきの『はち』とかいうののせいですの？　でも」

　おかしいですわ。とルシフェルが首を捻(ひね)る。

「あの程度で反応していたのなら、巣なんか、おちおちつくれていないはずですわっ」

「フン。キサマが余計なことをしたからじゃないのか？」

「なんですって？　わたくしはなにもしてませんわ！　――まだ」

「もしかして、それって……」

　あれなんじゃあ。言い争う二人の魔王少女たちに、護狼は突き進むゴーレムの、足元を指し示した。

　そこに、さっきからちょろちょろする、一体の魔族がいた。巨大な岩の足が迫っても、関係なく風の太刀を振るい続ける、「くふくふ！」と笑うイヌミミ幼女だ。

「やっぱり、強い強ーい！　たっのしい――――～～～!!　くふくふくふふ！」

「って、なにやってますのっ、あのコ――――!?　ああっ」

　風の太刀を与えた張本人である、ルシフェルが目(め)眩(まい)を起こした。「なるほど」と原因を知り、ベルゼビュートが苦々しい顔をする。だが。

「まあ理由などどうでもいい。ゴーレムが、あの戦闘狂に夢中になっているのなら、それはそれで好都合だ！」

「へ？　なんで、ベルゼ？」

「フン。あそこに、『はちみつ』とやらがあるのだろう？」

　赤毛の魔王少女はこんなときなのに、不敵に微笑(ほほえ)んだ。そして「ザガン！」と鋭く呼ぶ。フェネクスを抱えたまま、折れた巨木の陰に伏せていたザガンが身を起こした。

「ははーっ！　なんでござろうか？」

「フェネクスは使えぬか。とりあえずそこに残して、こっちに来い。お主の腕を貸せ」

　急いでやってきたザガンの腕を、ベルゼビュートが取った。と、そのまま彼の手を導いて、ぎゅっと摑ませたのは――側にいたルシフェルの翼だった。は？　と銀髪の魔王少女が唖(あ)然(ぜん)とする。

「な、なんですの、これ？」

「いえ、拙者にも……？」

「これでいい。しっかり捕まえておくのだぞ、ザガン。我の邪魔をせぬようにな！」

　そう告げるやいなや、いきなりベルゼビュートが疾(しつ)駆(く)した。なんと、あの巨大ゴーレムを真っ直ぐ目指す。

「！　な、なに考えてるんだ？」

　ぎょっとするのは護狼と、ルシフェルを捕まえたままのザガンだ。

　一方、ルシフェルが「あっ！」と叫ぶ。

「は、放しなさいな！　ベルゼったらこの隙(すき)に、巣を奪ってくるつもりなんですわー！」

「えええ、こんなときに!?」

　護狼は耳を疑った。だがその間にも、俊敏なベルゼビュートは、背後からゴーレムに接近する。そのまま、巨大な足に取り付いていた。蹴飛ばされる危険などお構いなしだ。踏み出す動きを読み切って、うまく岩肌にしがみつく。

　ゴーレムは巨体の割には、足は意外と短めだった。全長百メートルのうち、足の長さは二十メートル程度か。ベルゼビュートはそのまま、胴体へと這い上がろうとする。

　ところがその直後、予期せぬ事態が突然起きた。ベルゼビュートの動きを感知してか――ゴーレムの側面が、がばっと割れた。瞬(またた)く間に生まれたのは、身の丈と同じくらいの長さを持つ、合計二本の岩の腕だ。それらは複雑に折れ曲がりながら、取り付いた魔王少女を叩こうとする。それだけでは終わらない。いきなり地下空間を照らす光源の色が、ぎらりと強く輝いたかと思うと。

　一(いつ)閃(せん)――。ものすごい光が、平たいゴーレムの肌を舐めるように走った。

「な、な……うぷっ！」

　激しい熱風が、離れている護狼たちにも襲いかかる。「なんですのー！」とルシフェルが叫んだ。周囲の空気さえ熱したのは、ゴーレムの岩肌でさえ真っ赤に染める灼(しやく)熱(ねつ)の「ビーム」だった。さすがにたまらず、赤毛の魔王少女は逃げる。追いかけてくる熱線をかわし、ついにはしがみついていた手を放した。ゴーレムの足元に落ちる。

　だが、ゴーレムは容(よう)赦(しや)しない。赤いビームの先が動いた。ベルゼビュートを追いかけて、自らの足元を焼く。土が焼け焦げ、木々が燃えた。火の海と化す。

　そこから全力で、ベルゼビュートが逃げてきた。

　真っ直ぐになぜか、護狼たちのもとへと滑り込むように帰ってきて――。

「なんでこっちへ戻ってきますの！　やられるならベルゼだけにしてくださいまし！」

「たまたまだたまたま！　なんだったら、キサマを巻き込むのも一興だなルシフェル？」

「って、二人して俺の後ろに回って騒ぐな―――っ！」

　いつしか、護狼は二人の魔王少女に押される形で、前に出される。

「待て待て待て、盾にするならザガンの方がまだ――」

　そう思って振り返ったが、なんとルシフェルの後ろにいたはずの、あの巨漢の魔族の姿はなかった。いや、ばったりとなぜか倒れている。熱線が吹き飛ばした、無数の固めた土の破片。それらのひとつが熱風とともに飛んできて、ザガンに直撃したらしい。頭にかぶっていた鍋が、見事にべっこりへこんでいた。完全に目を回している。

「あ、ああああ。ザガンー！」

（いや、他人の心配をしてる場合じゃなくって！）

　人間界との『亀裂』から入る光を、エネルギー源にしているのか。収束された光のビームがベルゼビュートの軌(き)跡(せき)を追って、ついに護狼たちに迫った。「はっ、ベルゼビュー……わぷうっ!?」と、ようやく目を覚ましたフェネクスが、近くを通ったビームの熱波に吹き飛ばされた。んぅうー！　と悲鳴を上げながら、周囲の土砂ごと転がっていく。

　護狼は青ざめるしかない。直撃を喰らえば、確実に即死する自信があった。

（いや、まあ。俺はどうせ生き返るんだろうけど……）

　そうだ。護狼は覚悟を決める。自分は、盾になるのだ。後ろに回ったベルゼビュートと、ルシフェルの体温を背中で感じる。だから。

「仕方ない……二人とも。俺ができるだけ、守るから」

　護狼はこの窮(きゆう)地(ち)に、告げた。えっ、と背後で二人が息を呑(の)むのがわかる。

「ゴロー？　キサマは」

「？　ゴローさま？」

「お、俺は、死ぬのは怖いけど。痛いし。けれど、生き返るからっ。……盾にしては貧弱で、役に立たないかもしれないけれど、でも」

　逃げない。護狼は誓う。

「――俺は教師だから。生徒を見捨てるような真似は、しない！」

　また死にます、父さん。心の中でそう呟いて、護狼は目と鼻の先に迫ったビームに目を閉じた。熱気と飛んでくる土砂などで、もう見ていられない。髪の毛がじりじりと焼けて、嫌な臭(にお)いを放ったが、それさえもすぐ吹き飛ばされる。

　すぐにビームの輝きが、護狼の体を貫いて――。




　しかし、弾(はじ)けて消滅した。

「う、わっ!?」

　何が起きたのか。護狼には最初、わからなかった。だが熱波が掻き消えて、恐る恐る目を開けると、護狼に届こうとしたビームはなんと――物理法則すら無視するように、ほんの数メートルほど先の空間で、ねじ曲がって四(し)散(さん)したのだ。その残(ざん)滓(し)さえ護狼には届かない。いきなりのことに、護狼はぽかんと事態を見守る。

「な……なんだこれ？　俺っ」

「どうなっている？」

　全身を黒い鱗で覆って、防御力を高めていたベルゼビュートが、困惑の顔で護狼を見る。彼女が何かをしたわけではないのだ。そしてその後ろに隠れた、ルシフェルでもない。当然、気を失ったままのザガンや、どこかへ飛んで行ったフェネクスも違った。

　この現象を引き起こしたのは、護狼自身だ。

「魔法で収束された光を、当たる前に拡散させてる？　もしや、勇者の力ですの!?」

　ルシフェルがそう叫んだ。それは一度、彼女がその金色の目で、護狼に魔法をかけたことがあるからか。あ、と護狼もようやく理解する。

「そうか。このビームが魔法の力によるものなら。――俺は、無効にできるんだ」

　これが勇者の力なのか！　護狼は自分で感心する。何しろ勇者としての実践訓練を受けていないため、よく知らないのだ。やがて――ゴーレムは諦(あきら)めたのだろうか。そのビームの照射を途切らせた。護狼のわずかな周囲を残して、燃えるものもないくらいの焦土だけが残される。その中で護狼は、はあっ、と息を吐いた。がっくりと膝(ひざ)を折る。

「ゴロー!?」

「ああ、いや。大丈夫。ほっとしただけさ」

「なんだ、そうか」

「もしかして、心配してくれた？」

　倒れかけた護狼を、咄(とつ)嗟(さ)にベルゼビュートの腕が支えた。その力強さに護狼はそんなことを感じる。が、訊(き)いたとたんにベルゼビュートの鼻が赤くなって。

「そんなことはない！　意外に使えた盾が、まだ使えるかどうか確かめただけだっ」

「勘弁してよ……。ほんと、死ぬかと思ったんだから」

「死なぬくせに。フン！」

「それはそうだけどさ。――ゴーレムが攻撃をやめてくれて、よかったよ。でもなんで」

「……やめたわけではなさそうですわ。おそらく、攻撃範囲の外に出たか。わたくしたちより、優先すべき攻撃対象に切り替えたか、ですわね！」

　そう言ったのは、いつの間に飛び上がったのか、十メートルほどの高さに飛翔してゴーレムに目を向けたルシフェルだった。あっ、と護狼もその意味に気付く。

　灼熱のビームは、未だゴーレムの頭頂部より放たれていた。ただし護狼たちにではなく、その前方の足元へ。そこではさきほどから変わらず、どうやら太刀を持ったグラシャがちょろちょろしているようだった。などと、思ったら。

「あ、武器を飛ばされましたわ！　……すぐ消えるんですから、あのコったらもうー！」

　ルシフェルがぶつくさ伝える。どうやらグラシャは押し負けて、すぐに退散したようだ。けれども巨大ゴーレムは止まらない。まだ反応すべき敵がいるのだ。それは――。

「!?　なに？」

　遠巻きながら、護狼の耳にも届いてくる。それは、「わー！」「ぎゃー！」といった悲鳴だ。ゴーレムの足元で、ぱらぱらと宙に舞ったりする者たちがいた。どうやら、地下空間内に散らばっていた魔族たちである。

　ああああ。と、護狼は惨(さん)劇(げき)を目撃する。ここからだと粒のようにしか見えない彼らだが、逃げ惑い、いいように蹂(じゆう)躙(りん)される様子はわかった。空を飛んで逃げようとした者も、巻き上げられた土砂などに弾かれ、墜(つい)落(らく)していく。見ていられないほどの大(だい)惨(さん)事(じ)だ。

「ちょっと、二人とも！　あれー！」

「当然だな。我らとてあれだけの力のゴーレムと、まともにやり合うのは難しいからな」

「皆、食材探しで光の近くまで来ていたのですわっ。それが災(わざわ)いしましたわね」

　焦(あせ)る護狼とは対照的に、なぜか二人の魔王少女は平然としていた。えっ？　と護狼は狼狽(うろた)える。

「おい、なに？　みんながやられてるんだぞ、止めなくていいのか？」

「この程度でやられるような魔族ではない。まあ、少しは手傷を負う者も出るだろうが」

　ベルゼビュートが素っ気なく答えた。

　と、そこに真上から降りてきて、にっこりと微笑んだのはルシフェルだ。

「ここで死ぬような者なら、それはそれで仕方ありませんわ！」

「え、えええええ？」

「それより、やっかいですわね。あの光がある限り、飛んでも頂上には近づけませんし」

「はい？　まだ蜂の巣を狙うつもり？　こんなときに」

「こんなときでも、ですわ！　けど……先に誰かさんが倒されるまで待つ方が、確実かもしれませんわね。うふふ」

「……我よりも、やられぬ自信があると？　フン。父上譲りの体力を舐めるでないぞ。必ず我の方が、最後まで逃げ切ってみせる。見てるがいい！」

　ベルゼビュートがきっぱりと告げた。ルシフェルと睨(にら)み合う。いやいやいや、と頭を抱えるのは護狼で。

「いつの間に……どっちも『逃げ切る』こと前提になってるんだ？　そんな状況!?　なんとかしようって気はないの？」

「キサマは――簡単に言ってくれるな、ゴロー？　あの魔力、尋常ではないのだぞ」

「そうですわ！　ゴローさまや鈍感なベルゼには見えないでしょうけれど、ゴーレムの全身に、魔力の流れが網の目のように走っているのがわかりますわ。あんな複雑な術式……あのアスタロトでも、解読するだけで何日もかかりそうな代物ですのよ？」

　とても無理、とばかりに二人の魔王少女たちは、こんなときだけ同意見で護狼に反論してくる。ぽふ、とルシフェルが手のひらを合わせた。

「なんとかできるのでしたら、それはやってますわ。『はちみつ』のこともありますし」

「フン。ここは持久戦だな。ゴーレムが止まるまで残っていた方が、『はちみつ』を奪う機会を得るということだ」

「ですわね。今度は抜け駆けさせませんわよ、ベルゼ。うふふ」

「今そんな場合？　ああ、もう！」

　こいつらときたら！　護狼は歯がゆさでいっぱいになる。いや。――今、護狼が本当に痛感しているのは自分の非力さだった。

　遠ざかっていくゴーレム。その周囲では、いまだに蹂躙が続いていた。小刻みに向きを変えては追い詰めていく圧倒的な存在に、護狼はしかし為す術がない。

（……俺にはどうやら、魔法の力が遮(しや)断(だん)できる。あのビームはなんとかできるけど）

　しかしいざ近づいたところで、護狼の身体能力では踏まれて終わるのがオチだった。止められない。戦う術を護狼は持っていないのだ。半人前以下の勇者であることを、護狼は痛いほど嚙み締める。最強の父ならばこんなとき、どうしただろうか？　そんな光景すら、見せてもらっていないのだ。

（このまま魔族――俺の生徒たちが、やられていくのを眺めてるだけか？　そんなの）

　できるわけがない。だから、護狼は考える。持ち合わせがないのなら、頭を捻るしかないのだから。――思い浮かんだ手はひとつだった。自分一人でできないならば、力を合わせればいい。ちらりと見たのは、側にいる二人の魔王少女たちで。

（そうだよ。二人がここにいるんだから……！）

「頼む、力を貸してくれ。ベルゼ、ルシフェルっ」

　護狼は二人に懇願した。は？　とベルゼビュートもルシフェルもきょとんとする。

「なにがだ、ゴロー。人間のくせに、あのゴーレムに突っかかっていく気か？」

「ゴローさま。ですから、あれを見て無駄だとわかりませんの？」

「――無駄じゃない。ベルゼと、ルシフェルが協力できるなら」

「「協力？」」

　それは心底意外だったのか、二人の魔王少女たちは、顔を見合わせるほどに驚いた。

　やがて、フン、と苦笑を浮かべたのはベルゼビュートだ。

「共(きよう)闘(とう)するということか？　なぜ我が、こやつなどと」

「ああーら、それはこっちの台詞(せりふ)ですわ。協力、だなんて。くだらないですわっ」

　ルシフェルまでがそう返す。が、護狼は決して引き下がらない。

「でも君は、ブネやグラシャ、だっけ？　彼らと手を組んだじゃないか。ルシフェル！」

「え、わたくし？　……あ、あれはただ、階級(ランク)の低い者が、わたくしに隷(れい)属(ぞく)しただけですわ。それなら、ベルゼだって」

「む。ザガンとフェネクスなら、勝手についてくるのを許しただけだぞ。一緒にするな！」

「喧(けん)嘩(か)してる場合かよ！　君たちは、お互い魔王なんだろうっ!?」

　と――護狼は、切れた。

「力を持ってるんだ、俺なんか以上に！　一人一人じゃ力が及ばなくたって、二人ならどうにかできる、可能性を持ってるんだ！　どうしてやろうとしないんだよ！」

　護狼は一気にまくし立てる。それは怒りの表れだ。二人と、何もできない自分への。

「だいたい……君らは、大魔王を目指してるんだろ？　大魔王って、ただ強ければそれでいいのか？　そうじゃないだろ！」

「なんだと？　キサマ……」

「俺は大魔王がどんなものか、見たことないから知らない。けど、魔族のみんなを統治する存在なんだろ？　魔族と、魔界のすべてを背負うんだ！」

　それはまるで護狼にとっては、父の士(し)輝(き)のようで。ベルゼビュートが何かを言いかけたものの、護狼は構わず必死に説いた。

「その魔族が、好きにやられてるんだ！　これを、大魔王になりたい君らが放っておくのか!?　あり得ないだろッ!!」

　――すべてを吐き出し、はあはあ、と護狼は息切れに肩を揺すった。

　二人の魔王少女たちは、沈(ちん)黙(もく)していた。ただ真っ直ぐに護狼を見つめる。感情的になりすぎたか？　護狼は呼吸が整うにつれて、そんなことをふいに思う。

　いいや。護狼は冷静さを取り戻しつつ、しっかりとそう感じた。言い過ぎた、なんてことはない。

「これが、俺の……教師としての、意見だ」

　怒りを買って、またうっかり殺されるかもしれない。それでもこれだけは譲(ゆず)らない――。護狼は覚悟を決めて、二人を見据えた。

「……キサマは」

　ゴーレムの遠ざかる地響きの中、最初に口を開いたのはベルゼビュートだった。だが、彼女はいきなり殴りかかってくるような真似はせずに。

「フン。二『魔』、と言え」

「へ？　ベルゼ？」

「だから。二『人』ではない、と言っているのだ」

　むっとした顔で彼女は告げる。と、赤い瞳を隣にいる、銀髪の魔王少女に向けて。

「侮(ぶ)辱(じよく)されたものだな。なあ、ルシフェル？」

「教師としての意見……。人間というのは、不思議ですわね。わたくしたちのような、億千倍は力で勝る相手に、まったく怯(ひる)まないなんて」

　ルシフェルが整った眉(まゆ)をひそめた。「わからないですわ」といった様子だ。だが。

「それでも、それが人間のやり方、というものですの？」

「フン。言われなくても、我ら魔王の力、見せつけてやろうではないか！」

「珍しく同感ですわね。人間ごときに言われっ放しというのも、しゃくに障りますし！」

「！　ベルゼ、ルシフェル……？」

　頷(うなず)き合った二人を前に、護狼は胸が高ぶる。それはおそらく魔界に来て、教師としての護狼の意志が初めて伝わった瞬間だった。護狼が、導けたのだ。それは思わぬ感動となって、泣きそうになる。

（俺って、ついに！　魔族とわかり合えたのか!?）

　――などと、勝手に感じていたのだが。

「では、作戦はわたくしが考えますわ。ベルゼはそれを忠実に実行してくださいね？」

「なに？　我が、キサマの思い通りに動く、だと？」

「だって力馬鹿のあなたより、わたくしの方が、よほど頭が切れるでしょう？　うふふ」

「……そうだな。キサマ程度では、ゴーレム相手になにもできないからな」

「な、なんですのっ？　わたくしが、すばらしい策を思いつこうとしてますのに！」

「クク、いつもの行き当たりばったりか？　キサマらしいな」

「あ、あれ？　ちょっと……おい？」

　二人の魔王少女のやり取りに、いきなり不穏な空気を感じ取り、護狼は固まる。

「ちょっと、あの。どうせ協力するんなら、もっと仲良く――」

　が、すでに決別ムードだった。護狼の苦労の甲(か)斐(い)もない。ベルゼビュートはそっぽを向き、ルシフェルが三枚の翼を広げ、そのまま真上に飛び上がる。あああ、と護狼は頭を抱えた。――ところが、「あら？」と頭上でルシフェルが声を上げる。

　彼女は立ち去ろうとしたのではない。そこに留まり、オッドアイの眼を細めて、離れるゴーレムの背中を凝視して。

「よく見れば……魔力の流れが『塊』になった箇所がありますわね？」

「なに？」

　と反応するのは、真下にいるベルゼビュートだ。ただし彼女はルシフェルほど、魔力の流れは読めないらしい。

「いいえ、間違いありませんわ。関節ごとに存在して――おそらく動力として作用するため、そのように部分的に集中するのですわ」

「ふむ。ならばそこを破壊できれば、足止めも可能ということか？」

「膨大な魔力を相手に、簡単にはいきませんわ。術を解除するならともかく、そんな強引な手段なんて……あら？」

　すると、なぜかルシフェルが口をつぐんだ。ふと目を合わせるのは、ベルゼビュートの横にいる、護狼の方で。

「そうですわ！　この手がありましたわっ！」

　ぽふ。と彼女は手を合わせて、そのまま下へと降りてくる。それも護狼の後ろに回り込むように、だ。またいつものように抱きついてくる。

「え、え？　なにー？」

「うふふふ。ゴローさまあ。とーってもいい作戦を考えましたの！　うまくいけばゴーレムを転ばせることができますわ！」

「は？　転ばすって……そんなこと」

「できるのか、ルシフェル？　だとすると――」

　食いついてくるのは赤毛の魔王少女だった。護狼には意味がわからない。

　ええ、と頷くのはルシフェルだ。

「下半身の付け根に、魔力『溜まり』がひとつありますわ。ここをどうにかできたなら」

「ヤツの足を止めて、転ばす作戦か。……単純な命令しかこなせぬゴーレムのことだ。起き上がるための命令が組まれていなければ、そこで機能停止するかもしれぬな！」

「それこそ可能性は、十分にありますわ！」

「……キサマにしてはなかなか、いい案だな。ルシフェル」

「ああら。もっと素直に褒めてくださってもいいですのよ、ベルゼ」

「フン。成功した暁には、な。だが、実際どうする？　魔力『溜まり』とやらを、どうにかするには」

「大丈夫。わたくしたちには、ほら！　ゴローさまがいましてよ？」

　ね？　と笑顔のままで、くっついていたルシフェルが護狼の背中をぽん、と押した。

　ベルゼビュートの方へとつんのめりながら、「はい？」と護狼はぎょっとする。

「なになになに？　お、俺が？　どういう……」

「そうか。ゴローだな？　魔力『溜まり』そのものを、打ち消す存在というのは！」

　察したのはベルゼビュートの方が早かった。「そうですわ」とルシフェルが頷く。

「さっき見せていただいた、勇者の力があれば！　ゴーレムの魔力の一部だって、一瞬で消し飛ばしてしまえますわ！」

「いや、ちょっと!?　そんな簡単にいくわけがっ？」

「もちろん力の効果範囲には、注意しないといけませんわね。きっちり直撃させる必要があると思いますわ！」

「なるほど、ぶつけてやればいいのだな？」

　ちょっと待ってくれ。護狼がそう言おうとする前に、ベルゼビュートの腕が伸びた。彼女は護狼の体をがっしりと捕まえる。と、そのままぶうん、と振り回された。ベルゼビュートは片腕で軽々と、護狼の背中をシャツごと鷲摑みにして、振りかぶったのだ。いつでもぶん投げられるように。――真っ青になるのは、もちろん護狼だ。

「うおわあああっ、な、なになになに―――！」

「あらベルゼ、ここからゴーレムまで届きますの？」

「この程度の軽さなら、たやすいことだ。甘く見るな。それより狙う箇所はどの辺りだ？」

「ああ、それでしたら。ちょうどあの、両足の付け根くらいですわ」

「わかった。……おい、ゴロー！　じたばた暴れるなっ」

「これが暴れずにいられるかあああ！　待てよ、こらー！」

　構えられたベルゼビュートの手のひらの上で、護狼は必死に身をよじった。が、しっかりと摑まれているせいか、微動だにしない。

「マジか？　マジなのか、これえ!?」

「案ずるなゴロー。きちんと我が、寸分違(たが)わず当ててやる」

「無茶だろ！　ここからあんな遠くのゴーレムに、俺を？　死ぬ。死ぬってば絶対ー！」

「うん？　なにを言っている。大丈夫だろう？」

「ええ、大丈夫ですわ」

　二人の魔王少女が、朗らかに声を重ねた。

「だってゴローさま。生き返りますでしょう？」

「勇者だものな」

「馬鹿―――！　そうだけど、嫌だ！　生き返るけど、死ぬほど痛いんだぞ！　あああ」

「そうだ。どうせ、我かルシフェルのどちらかが勝者だ。死体はそのまま、倒れたゴーレムのてっぺんから人間界へと送り返しておいてやる」

「ゴローさまが動きを止めてからが、勝負の再開ですからね。いいですわね、ベルゼ！」

「あの、だから！　人の話を――」

　頼むから聞いてください。護狼は切実に願った。だがその哀(あい)願(がん)は、聞き入れられることはなくて。　ぐうんっ、とベルゼビュートの見た目だけは細い腕が、護狼をぶんぶん振り回し始める。よりによって回転をつけて、思い切りゴーレムめがけて投げつける作戦なのか。「うぐごほっ」と護狼はもう、息が詰まるわ目を回すわで、やがて。

「我らのために潔く、死ぬがいい！　ゴロー!!」

　いっそうの力を込めて、ベルゼビュートが護狼の体を解き放った。

「ぎ……ぎゃあああああああ―――――――――――っ!?」
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　風を切り、護狼は放物線さえ描かずに、一直線に宙を飛んだ。

　――その直後、世界のすべてが「暗転」する。

　痛みを感じる間もなく、即死したのか、と護狼は思った。けれども、いつもの白い空間には飛ばされない――。ただひたすら真っ暗で、空気さえ重く感じた。

（っ？　……これは！）

　ねっとりと肌にまとわりつく抵抗感に、護狼は似た感覚を思い出す。それは初めて魔界に来たとき通った、空間の穴の中だ。投げ放たれた勢いさえ、絡(から)みつく空気に速度を落とした。などと、思った瞬間。

「……うわああああああああ!?」

　黒い世界が消失した。護狼の目の前に現れたのは、なんと石畳の大地である。そこに転がり、派手に滑った。ずざざ――っ、と思い切り腹ばいのままスライディングする。

　当然、ジャージを脱いでいた半(はん)袖(そで)シャツの胸から腹を、摩(ま)擦(さつ)熱(ねつ)が容赦なく焼いて。

「ぎゃー！　熱い熱い熱い!?」

　ぐあああ、とひとしきりのたうって、しかし。あれ？　と護狼は気が付いた。

（俺……生きてる？　あ！）

　周囲の様子が一変していた。あの広大な地下空間は、もうない。仰(あお)向(む)けに転がった護狼が、かわりにまず目にしたのは、抜けるように澄んだ青い空だった。

　いいや、それは空ではない。透明な空色の光を湛(たた)えた天(てん)井(じよう)だった。つるりと塗り固められた表面が、自然な輝きを放っていたのだ。

　その下にあるのは、整然と区切られたミニチュアのような空間だった。広さは野球場ほどもあるだろうか？　その内部は石をブロック状に組んで、縦横に仕切りがつくられていたのだ。中に収められているのは、どうやら種類別に分けられた動植物だ。生い茂る針(しん)葉(よう)樹(じゆ)や、広葉樹のエリアがあった。花畑だけのものもある。かと思えば、見覚えのある鶏が群れるエリアなどもある。

　それはどうやら、見渡せるだけでは終わらないようだ。視線をやれば奥の方で通路が繋がり、同じような空間がまだあるらしい。

「人間界の環境を……模(も)したもの？」

　立ち上がりながら護狼は、そう感じ取る。さきほどまでの「融(ゆう)合(ごう)」した空間とは、まるで違うものだった。しかもよくよく見れば、どれもサイズが護狼の知っている大きさに落ち着いている。そうして、その中に――大勢の魔族たちも存在していて、護狼と同じように何が起きたのかわからず、一様にきょとんとしていた。

「ベルゼ？　それに、ルシフェル！」

「……ゴロー？　これは、いったい？」

「なんですの、ゴローさま!?　ゴーレムは？」

　護狼を投げたままの姿勢だったベルゼビュートと、固(かた)唾(ず)を呑んで見守っていたルシフェルの二人を、空間の真ん中付近で見つける。彼女たちも訳がわからず、顔を見合わせるばかりだ。一方、護狼は投げられたせいだろうか。空間の端に当たる、少し足場が高くなった、石畳で舗装のされた外縁付近に立っていて。

　ふと振り返り、ぎょっとした。そこはなんと、見覚えのある場所だった。あの、地下ダンジョンへの扉が大きく口を開けていたのだ。

「って、ここ……入り口？　あっ」

『にゃっふー！　やーっと、解除できたのだ！』

　開かれた扉の向こう側。そこにぺたりと座り込むのは、黒猫の着ぐるみ姿の幼女魔族、アスタロトである。

　彼女は床に刻まれたたくさんの模(も)様(よう)の上に、両手や二本の尻尾(しつぽ)で握った、太い釘(くぎ)のようなもので溝を彫(ほ)っていたようだ。薄汚れていた表面に、新たな模様が書き加えられていた。護狼は直感的に、突然の異変の原因を察する。

「アスタロト！　まさか君が、なにか？　あの地下ダンジョンはどこに……」

『あー、ゴロちゃんなのだ！　にゃははは！　そうなのだ。アーちゃんが最初に言ってたのだ！　中に入るより、二つの世界をくっつけてるその術式に興味あるのだ、って』

　相変わらず無表情なアスタロトに代わって、着ぐるみの黒猫がけたけた笑った。

『だからアーちゃんががんばって、術を解除してみたのだ！　それにしても、なるほどなのだ。空間を繋ぎ止めやすくするために、奪ってきた人間界の土とか生き物を、運び入れて馴(な)染(じ)ませてたのだ！　それで術式も複雑になってたのだ、って。にゃふふふ！　あー、さすがに疲れたって、アーちゃんが～』

　ぽてん、とアスタロトが前のめりにそのまま倒れた。と、そんな鼻先で動いていたのは――とても珍妙な物体だった。は？　と護狼も我が目を疑う。ひょこひょこと歩くように進んでいた、足の生えた一枚の薄い「板」があった。大きさは、ほんの五十センチくらいのものだ。が、よくよく見て護狼は、その形に見覚えがあることを知る。

「……ゴ、ゴーレム？　ええっ！」

「なに？　まさか！」

「ちょっと、なんですのー！」

　護狼の声に反応してか、離れていたベルゼビュートやルシフェルも、遠目ながらも確認してびっくりする。それは確かに、小さくなったゴーレムだった。おそらく他のものと同じく、本当の大きさに戻ったのか。しかし何より、最初に護狼がその正体に気付かなかった要因は――その頭にくっついたサッカーボールほどの、丸い物体にあって。

　もう、人間界からの光は失われていた。亀裂は塞(ふさ)がった、ということか。そのかわりに、立派な蜂の巣がついていたのだ。おそらく、ゴーレムのてっぺん付近につくられていたものだ。それが元のサイズに戻っても、しっかりとそこに残っていて――。

『にゃう？　なんなのだ、これ？　アーちゃん、知らないものなのだ！』

　きらりと輝くのは、アスタロトのモノクルの縁だ。彼女は寝そべったまま、手を伸ばす代わりに、着ぐるみの口をがばりと開けて。

　ぱくん！　と、蜂の巣をまるごと、黒猫の口に放り込んだ。

『後で調べてみるのだ～。にゃふーん、アーちゃんちょっとオネムみたいなのだ～』

「ま、待て、アスタロト!?　こ、これは……！」

「えええ――どうなりますの？　わたくしの『ベルゼから華(か)麗(れい)に奪い取る』策略がっ!?」

　慌てて駆けつけるのは、跳躍してきたベルゼビュートと、飛んできたルシフェルである。だが彼女たちが護狼のもとに来たときには、残っていたのはもちろん、小さなゴーレムの姿だけで。ゴーレムは、アスタロトの前でこてん、と倒れて動かなくなった。

　――これが、今回の結末だった。あれだけ護狼が死ぬ思いをしたダンジョンは、アスタロトの手で完全に征服され、食材である蜂蜜の入った巣まで奪われて。

「おい、ゴロー。これは……」

　どうなるのだ？　と横に立ったベルゼビュートが視線を向ける。

　ええと、と護狼は考え込んで。

「そりゃ、だって。この勝負は、最も価値のある食材を持ち帰った者が勝者、ってことだから――で、こうしてアスタロトががっちりゲットしたわけで。そりゃ、もう」

　仕方ない。認めざるを得なかった。護狼は息を吸い込んで、ここにいる魔族全員に聞こえる声で宣言する。

「調理実習の最優秀成績者は、アスタロトだ―――っ！」

「……アスタロトさまが？」

「なんと！」

　おおおおお、という感(かん)嘆(たん)の呻きが漏れる。と、それはやがて拍手に取って代わられた。『にゃふ？』と眠そうなアスタロトが、瞼(まぶた)を押し上げ尻尾をぴくん、と反応させる。

　と、「ええええー！」と叫んだ者たちもいた。森の木々をかいくぐって出て来たのは、ようやく目を覚ましたのか。ぼろぼろになったフェネクスとザガンである。

「せ、せっかく、こんなに食材を採りましたですのに―――！」

「無念でござる！　拙者たちの力及ばず……！」

　側には、二人で捕まえてきたのだろう。荷物を背負ったブネもいた。ぱんぱんにふくらんでいた小麦粉の袋や、鶏の丸焼きなどはそのままのサイズである。だが、ブネの手に預けたままだった護狼の上着から、ポケットの大きなふくらみが消えていた。獲ってきたままの卵は、普通のサイズに縮んだようだ。

　どうやら加工されたものは巨大なまま、元には戻らないらしかった――。




「我の敗北、か。仕方ない。これは最初の取り決め通りだ」

　魔族たちの賞(しよう)賛(さん)の声が、ようやく鎮(しず)まる。それを見計らったかのように、ベルゼビュートが潔く認めた。そこに落ち込んだ気配などない。

「はあっ、そうですわね」

　溜息混じりにそう呟いて、長い銀髪を掻き上げたのはルシフェルだ。彼女も無様な真似はしない。かわりににっこりと、護狼に笑みさえ向けてくる。

「まあいいですわ。とりあえずゴローさま、約束は果たしてくださいましね？」

「約束？　あ……」

　言われて、護狼は重大なことを思い出す。

　そうだ、そういう話だったのだ――。「残念ですわ～」と言葉面だけで彼女は告げる。

「ふふ。アスタロトが勝っても、ゴローさまが負けたことにかわりはありませんもの」

「……なんか、にこにこしてるよね？　君」

「えっ。だって――愛(いと)しのゴローさまとのお別れは、笑顔でしたいですもの、ええ」

「それ今考えた言い訳だよね。絶対、そんなこと思ってないよね？」

「わ、わたくしのことなんて、どうでもいいんですの！　ほらアスタロト、寝てる場合じゃありませんわよ？　ゴローさまに『なんでも言うことをきかせる』って約束、あなたが告げるんですから」

『にゃふ？　あー、そうだったのだって、アーちゃんが今思い出したのだ～』

　相変わらず蜂の巣を口に含んだまま、黒猫が器用にしゃべる。起き上がって床にぺたんと座ったまま、アスタロトがモノクルを外し、瞼をこすった。やがていつものような無表情なアスタロトの眼(まな)差(ざ)しが、護狼を見(み)据(す)える。

（！　俺は……）

　それは今の護狼にはまるで、冷たく突き放されたように感じられた。耳に入ってくるのは取り巻く大勢の魔族たちの、喝(かつ)采(さい)の声だ。それが胸に突き刺さる。皆が、護狼の帰(き)還(かん)を喜んでいるのだ。

（やっぱり、こんなにも望まれてなかったのか……）

　少しはわかり合えた気がしたのに。しかし、護狼は思い知らされる。自分は、ここではあくまで「異物」だったのだ。それが哀しくて、悔(くや)しかった。

　けれども、同時にはっとする。どうして、そんな気持ちになる？

（えっ。俺は、帰れるのに？　……そうだよ、仕方がないんだ。大手を振って、やっとのことで、人間界に戻れるのに――）

　まともな食事さえとれないこの魔界から去ることが、嫌なのか？　護狼は初めて、気持ちの変化に勘付いた。魔族たちは、残念ながらこの短い期間では変わることがなかった。変えられなかった。だが、護狼は違うのだ。外見に対する畏(い)怖(ふ)や、偏(へん)見(けん)はない。

　そして、それは単に「父の期待に応(こた)えられなかった」「勇者としての役目を果たせなかった」という、後悔の念だけでなくて。もっと複雑な何かが、護狼の胸に宿っていた。

　が、もう遅い。護狼にはもう、結末を選ぶ権利などないのだ。――しかし。

『人間界にゴロちゃん追い返す、って話だったのだ？　にゃむー、アーちゃん特に、興味ないみたいなのだ』

　小さくあくびをしながらアスタロトは、投げやりにそう告げた。ん？　と固まるのはその他の魔族たちと、護狼である。

『どっちでもいいって、アーちゃんが言ってるのだ！』

「え……は？」

『ゴロちゃんはどうしたいのだ？』

　唐突に言われ、護狼は困惑する。

「お、俺は」

『ゴロちゃんが決めればいいのだ！　それ、アーちゃんが命令するのだー』

「そんなのアリなのか？」

　うん、なのか。『にゃふん！』と黒猫の頭が頷いた。それは、アスタロトの本意だろうか。それとも適当に、着ぐるみに任せた行為なのか。護狼には、それがわからない。アスタロトという少女さえ――。

　魔族たちは静まりかえり、護狼の返事を待っている。誰にとってもこれは、想定外の結末なのだ。ベルゼビュートもルシフェルも、固唾を呑んで見守っている。同じ魔王の決めたことに異議を唱えない。護狼はそんな魔族たちを見渡し、そして。

「俺は、まだ、君たちのことをよく知らない……」

　護狼は自分で考えながら、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「名前の知らない魔族もいる。話したことのない魔族だって。俺は、ここでまだ、たった十日と少しくらいしか過ごしてないんだ」

　そう、護狼は何もわかっていない。己自身の気持ちさえも。だからこそ語りながら、自分の答えを見つけていく。

「そうだ。俺……帰りたくてもまだ、帰れないよ」

　護狼はようやく、そこに行き着く。瞬間、「ああ」と納得した。

（俺は魔族のことを、好きになるにも嫌いになるにも、時間が足りなくて）

　もっとわかり合いたいんだ。ふ、と護狼はみんなの前で破(は)顔(がん)する。

　それは初めて護狼が、自分の未来を選んだ瞬間で――。

「俺は、《五代目》勇者村(むら)雲(くも)護狼は、残る。……ここで、教師を続けるんだ！」

「ええー」

　と、返ってきたのはたくさんのがっかりした、魔族たちの声だった。うっ、と護狼は怯んでしまう。けれども、ちゃんと気を取り直して。

「そういうことに、俺は決めたから。みんな、よろしく！」

　改めて、はっきりと告げた。もう有無は言わせない。不満げな声が上がる中、「で、いいんだよな？」と護狼は側にいる、アスタロトに念を押した。

『にゃう？　好きにすればいいのだー』

　アスタロトが確約した。もっともどうでもいいようで、無表情なまま、また瞼をとろんとさせていたけれど。――護狼はそんな彼女に、そっと囁(ささや)いた。

「……ありがとう」

『にゃはうっ!?』

　と、黒猫の耳が立ち、目が見開かれる。

　護狼を見てモノクルの下で、エメラルド色の瞳がかすかに揺らいだ。

『ありが、とう？』

「え、どうしたの？　アスタロト」

『今の……どういう意味なのだ？　アーちゃん、それ知らないのだ』

「？　ありがとうを、知らない……？」

　まさか。と護狼は今になって明かされる真実に、くらっとくる。

（ほんとに俺、魔族たちのこと、ちっともわかってなくて。はは）

「――ありがとうってのは、お礼の言葉さ。相手に、感謝したいときに贈(おく)るんだ」

『お礼、かんしゃ……なのだ？』

「うっ。もしかしてその概(がい)念(ねん)もないとか、そんなことは」

　護狼は一抹の不安を覚える。だが。

『ありがとう……ありがとう！　なんか気に入ったのだ、ってアーちゃんが！』

　アスタロトが喜んだ。頭の上の黒猫が、にぱっ、と笑う。

『なんか、不思議な響きなのだ～！』

「そう。気に入ってもらえたなら、よかった。え？」

　やがて、アスタロトの頰に、ほんのりと紅がさす。何があっても無表情だったその頰が、わずかだが明らかにほころんで――。
















　あ、り、が、と。彼女の唇がわずかに、そう動いた気がした。護狼に向かって。

「え、アスタロト？　今、もしかして、しゃべっ」

　――しかし、それを確かめている余裕はなかった。

「あああー！　そうですわ！　約束ばかりに気を取られていましたけれど！　勝ったアスタロトに、『くらすいいんちょ』なんて座が、与えられるのでしたわ―――――!!」

　少し拗(す)ねていたようだったルシフェルが、いきなりやかましくわめき出した。くううっ、と彼女は本気で悔しがる。

「次期大魔王への大きな足がかりでしたのに！　く、屈(くつ)辱(じよく)ですわ……！」

「フン。アスタロトが勝っていなくとも、どのみちキサマが勝てるわけでもあるまい？」

　と、ベルゼビュートが口を挟んだ。普段より棘(とげ)のある言い方なのは、彼女も不機嫌だったからか。そこにかちん、とくるのはルシフェルである。

「なっ、なんですの!?　これというのも、わたくしの邪魔ばかりしてくださった、ベルゼのせいで。いいですわ、今日という今日は、徹底的に思い知らせてさしあげますわ!!」

「ほう？　勝負は終わったというのに、わざわざ我に突っかかるか？　ルシフェル」

「グラシェ、どこかにいるのでしょう？　はせ参じなさい！　それと、ブネも！」

　鋭くルシフェルに名を呼ばれた銀色のドラゴンが、ちょうどフェネクスたちが小麦粉の袋などをどかしたのをいいことに、巨体を揺らして駆けてくる。そのブネが着くより早く、すっと姿を現したのは、透明化していたグラシャだった。垂れたイヌミミを揺らして、幼女魔族はルシフェルの側に寄り添う。

「な、なに？　おいー！」

　どうしていきなり！　一触即発の空気に、護狼はその場で身じろぎした。ベルゼビュートが黒い鱗を動かし、全身を覆い始める。完全に戦闘態勢だ。

　もちろん遠慮なく、ルシフェルはやってきたブネに命じる。

「さあ、竜の炎をぶちかましなさい！　わたくしが最強の武器をつくりますわっ！」

「う、うんだよ！」

　ドラゴン型魔族のブネは、どすどすと走りながらもその口を大きく開いて――。

　しかし、そのとき。横から割り込んできた者がいた。三対一の赤毛の魔王少女の窮地に駆けつけたのは、両腕で小麦粉の袋をひとつ抱え込んだフェネクスだ。

「お、お助けいたします、ベルゼビュートさま―――――――！　ん、んぅう――!?」

　けれども普段から飛んでいる彼女は、走るのは不慣れなのか――足を見事にもつれさせた。ずべっ、と盛大に、スカートをめくり上がらせながらすっ転ぶ。

　と同時にばらまかれたのは、持っていた袋から飛び散った、大量の白い粉で。

「うわ!?　待った待った待った、火は駄――」

　駄目、とまで叫ぶこともできなかった。え？　と目玉をぎょろつかせたブネが、そのまま業(ごう)火(か)を吐いて。

　空中に舞い上がった小麦粉に、引火した。

　炎は一瞬で、爆発的に広がって――。

















（がはっ！　ま、また死んだあ！　だから粉じん爆発だって教えただろ！　ああああ）

　粉とともに、肺に熱風を思い切り吸い込んだ直後。護(ご)狼(ろう)はまた、あの白い精神世界へと飛ばされていた。しまった、と護狼は今になって苦悩する。

（決断、早まったかもしれない……帰れるうちに堂々と帰っておいた方が!?　うわ！）

『相変わらずぽんぽん死んでやがるなー、護狼』

　と、そこに寄り添うのはもちろん、白い光の塊(かたまり)となった父の士(し)輝(き)だ。

（父さん!?　そりゃあ死ぬよ！　相変わらずぶっそうなところだしっ、くそー！）

『ふーん。で、どうなったんだ？　魔族の、地下ダンジョンってヤツはよ？　確かそういう話をしてただろ』

（あ。それは……どうにか、なんとかなったというか。はは、そんな感じで）

『へえ？　ハ！　なんだよ護狼、お前も意外とやるじゃねえか！』

　すると上機嫌に父が笑った。

『で、追い出されずには済んだわけだ！』

（う。まあ、そうなんだけど……まさか自分から、残(ざん)留(りゆう)を進んで決意したとは、父さんには言いづら――あ、ああああっ！）

　後悔したときにはもう遅い。この白い精神世界では、護狼の本音は筒抜けなのだ。『へえ』と父が感心する。

『なんだよ。嫌がってた割には、やる気あるじゃねーか。それはよかったぜ！』

（いや、違う違う違う！　単なる成り行きってゆーか、そんなもんで！　絶対違……）

『――ハ！　まだこの期(ご)に及んでじたばたしてんのか？　いい加減、腹括(くく)れっての！　いまさらだろ？　まあいい。そんなお前のやる気を、もっと引き出してやるよ』

（えっ？）

『ほら。この間言い損ねてた、「いいこと」ってヤツさ』

　父が促(うなが)す。そういえば、そんな話をしかけておいて、前回は護狼が復活してしまったのだ。完全に聞きそびれていた。

（……。どうせ、たいしたことじゃないんだよね？）

『お前なあ、ほんっと、こっちだと言いたい放題だな！　まあいいけどよ。だが、聞いたら間違いなく驚くぜ？　そんなことあり得るのか、ってな。実はな――大魔王バアル・ゼブブと勝手に進めてた話なんだが。お前、一年後に新たな大魔王が決まったら、その娘と結婚することになってるから！　ハハハ』

（？　な……）

　絶句、だった。護狼はしばし、白い世界で自分の意識が飛んだかと思った。

　けれども変わらずに、目の前には光り輝く父の存在がいるわけで。

『どうだ、驚いただろう？　いやな、次期勇者と次期大魔王が婚(こん)姻(いん)を結ぶ！　ってのが、わかりやすい和平の象徴となるわけよ。よかったな護狼、お前どうせもてないだろ？　労せず新妻ゲットだぞ、このこのー！　心配しなくても抜かりないぜ？　俺も大魔王のヤツから、有力候補の魔王三人のことは聞かされてるから。全部かわいい女の子じゃねえか。誰に決まっても文句ねえよな？』

（あ……あるわあああああ―――――っ!!　なっ、なに勝手にそんなもん決めてるんだよ！　結婚？　魔族と、俺が!?）

『ちなみに、和平のためだからな。お前には逆らう権利ないからなー、護狼。まあいいよな？　オレだったらよろこんで飛びつくぜ！』

（お、俺と父さんは違うって―――！　いや、そもそも、最初っからそういうことだったのかよ!?　魔族たちの教師になれとか言っておいて、それもう――ある種の、巨大なお見合いみたいなもんじゃないかっ!?）

『ああ、そうだぜ？　だからちゃーんと、結婚相手を見(み)極(きわ)めろよな！　ああ、教師ってのはつまり、自分好みに「教育」するのも込みでって話だからな？』

（お、俺はなにからつっこめば……！　でもそれ。あの三人には、ちゃんと知らせてるのかよ!?）

『魔王の三人にか？　あのバアルのことだから、まだ言ってないと思うぞ。んー、でも大魔王の命令は絶対だからな！　命じられたら逆らわないって。ハハハ』

（いや、父さん大事なこと忘れてるよ！　大魔王が代替わりしたら、新大魔王の言うことがすべてだろ？　こんなの破(は)棄(き)されるだけだってばー！　だいたい俺、魔族連中からは嫌われてるし！　こっちの女の子たちと結婚どころか、恋愛だなんて……！）

　そんなのアリなのか!?　護狼は精神だけの状態なのに、火(ほ)照(て)ったような感覚になる。三人の魔王少女だけでなく、なんとフェネクスやグラシャといった、他の少女魔族の顔も思い浮かんだ。――が、同時にあることにも気が付いて。

（？　あれ、でも。魔族って、女の子ばかりじゃなくて。予言だと、どの魔族が大魔王になるかわかんないんだよね？　じゃあもし次期大魔王が、男の魔族に決まったら？）

　どうなるの？　と護狼は疑問をぶつけた。その指(し)摘(てき)に父が、『へ？　あ、あー』と口ごもる。だが、ここは精神世界だ。護狼だけでなく、父の士輝も隠し事はできなくて。

『やっべ。そのケースは、さっぱり考えてなかったぜ――あ。もしそうなったら、お前がホモにでもなれ！　いや、友情だ。ちょっと行きすぎた、異種族間の交配ってことで』

（父さん！　今適当に考えながらしゃべってるの、丸わかりだよ！　ず、杜(ず)撰(さん)すぎー！）

『うるせえ！　せめて相手が異性になることを祈っとけ！　いいな、護狼！』

（よくないよ！　父さん、前々から思ってたことだけど、いい機会だからきっちり）

　文句を言わせてもらおう、とした護狼だったが。残念ながらそれより早く、意識は急速に、白い世界より離れていって――。
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「……言い損(そこ)ねた!!」

「！　なっ、なんだなんだ!?」

　がばっ、と叫びながら跳ね起きた護狼に、目を白黒させたのは側(そば)にいた少女だった。

　玉(ぎよく)座(ざ)に腰掛けた赤毛の魔王、ベルゼビュートだ。と、彼女は急に真っ赤になって。

「すぐに起き上がるな、ゴロー！　かっ、隠せ！」

「へ？　……うわわわ！」

　指摘されたとおり。寝かされていた護狼は半(はん)裸(ら)状態で、その上に魔界で着替えに使っている、簡素な寝間着がかけられている状態だった。なになに？　と狼狽(うろた)えながら、護狼は大事なところが見えないように必死で押さえる。

「ちょ、俺なんで、ほぼ素っ裸なんだ!?　 ――あ」

　すぐに理由は見て取れた。わずかにひっついていた、ジャージの残(ざん)骸(がい)がこぼれ落ちる。焼け残った、黒い切れ端状態だ。

「これ、俺丸焼けになったってことか？　うわ」

　あの爆発を間近で浴びたのだ。どうやら見事に燃え尽きたらしい。

　そんな護狼がいたのは、あの地下ダンジョンの入り口付近ではない。そこから隠し階段を上がった、見覚えのある大広間だった。そこに三つある玉座のひとつ。その側に、護狼は転がされていたようだ。

　他の二つの玉座にも、それぞれ見覚えのある魔王少女たちが座っていた。すやすやと寝息も立てずに、肘掛けに頭を載せて眠るのはアスタロトだ。身を包む着ぐるみが、なんだか毛羽立っている。どうやら彼女も多少は炎に巻き込まれたらしい。

　また、美しい銀髪が自(じ)慢(まん)だったルシフェルときたら。

「なんですの。これ、ほんとに、美しくない……美しくありませんわ！　もうっ、もう！」

　目覚めた護狼のことなど気にもかけずに、一心不乱に宝石のついた櫛(くし)で、髪を丁寧にとかしていた。

　それでも焼けたせいだろうか？　ドレスこそ着替えたのか真新しいものになっていたが、ストレートだったその髪の先は、くるりとどれもが跳ねていて――。

「話しかけても無駄だぞ。さっきから、あやつはずっとあの調子だ」

　ルシフェルを横目に、ベルゼビュートが教えてくれた。ああ、と護狼は理解する。

「もしかして、ずいぶん派手に爆発した？」

「そこそこな。巻き込まれたのは我らくらいで、死んだのはひ弱なキサマだけだ」

「うっ。……他の魔族たちは、大丈夫だったの？」

「ブネが目を回した程度か。グラシャは、そのブネの後ろに隠れてうまくやりすごしおったな。フン、なかなか姑(こ)息(そく)なヤツだ」

「はあー、それで逃げ損ねたのがルシフェルと、アスタロトで」

　あれ？　と護狼はあることに気付く。それは側にいる、悠(ゆう)然(ぜん)と座ったベルゼビュートの恰(かつ)好(こう)だ。そのどこにも、焼けたような箇所はなくて。

「ベルゼは咄(とつ)嗟(さ)に避(よ)けたのか？　さすがと言うか……」

「うん？　まあ、良い『盾』があったからな」

「――ちょっと待て。なんか嫌な予感がするぞ。それって、まさか」

「隠れるには少し小さかったが。十分役に立てたぞゴロー。誇りに思え」

「ははは……やっぱり、そうかい。……いいけどさ」

　一度は自ら、盾になろうとした護狼だ。過ぎたことだし、もうこの際諦(あきら)める。が、ベルゼビュートがなんと「仕方あるまい」と玉座から身を乗り出し、耳打ちしてきた。

「わ、我は、ほら。絶対に、他の魔族の前で怪(け)我(が)はできないからなっ」

「あ……」

　そうか。護狼は納得する。ベルゼビュートの血は、赤い。人と魔族の混血だから。そのことがばれれば――彼女は、魔族の中で威(い)厳(げん)を失う。

　だからこそ、絶対に死守したかったのだ。そのためには人間の護狼のことなど、容(よう)赦(しや)なく利用する――のだが。ん？　と護狼は引っかかりを覚えた。

「待てよ？　じゃあなんで、そのままずっと俺の側に……？」

「なに？」

「ああ。もしかして、罪悪感はあった？　さすがに悪いと思ったから、こうして俺が起きるまで、付き合ってくれて――そういえば最初のときもそうだったよな？」

「ち、違うぞ！　違うからな！　これはただ、待っているだけでだな！　地下ダンジョンで、他の魔族どもは疲(ひ)弊(へい)したせいで、今はまとめて食堂の方に行っている！　ザガンが獲ってきた食材で、料理を準備しているのだ！　できあがれば呼びに来るというから、こうして玉座に座っているだけで！」

　ベルゼビュートが全力で否定した。

　ところがしゃべればしゃべるほど、彼女の顔面は赤くなるばかりで。

「って、なぜ我が言い訳などせねばならない!?　し、死ねー!!」

「うわわわ！　マジで死ぬ、また死ぬからっ！」

　ぶうん！　と椅(い)子(す)に座ったまま放たれた一撃を、護狼は転がるようにかわした。と、そのはずみでかけられていた衣服が、体から離れて。

「おわわわわ！　見える、見えるってー！」

「――～～～～～!?　しっ、痴(し)れ者め！　さっさと服を着るがいい！」

「い、言われなくてもそうするよ！」

　さすがに目を逸(そ)らしたベルゼビュートの隙(すき)をついて、護狼はあたふたと服を着た。

　ようやく人心地着いた、そのとき。

「べ、ベルゼビュートさま！　す、すごいのをザガンがつくりましたです―――!!」

　と、いきなり大広間に飛び込んで来た魔族がいた。蒼(あお)い炎の翼を持つフェネクスだ。が、せっかくのその翼は、今は使われていない。とある料理が載せられた大皿を持って、それを見せに来たのである。ぷうん、ととてもいい匂(にお)いが広がって、はっとしたのは護狼やベルゼビュートだけでない。「えっ」とルシフェルまでもが髪から手を離し、『にゃふ!?』とアスタロトが目を覚ました。

　そして、護狼は目を見張ることになる。

「えっ。それって、まさか――!?」




　黒い空に、三つの月が浮かんでいる。その下で、《パンデモニウム学園》の食堂前に集まった魔族たちは舌(した)鼓(つづみ)を打っていた。

　彼らが各々の体格に合わせたテーブルについて囲むのは、なんと「ホットケーキ」の皿であった。もちろん、体の大きな魔族には大きなものを、小さい者には小さいサイズのホットケーキがあてがわれる。ふっくらと焼き上がった香ばしい表面には、とろり、と蜂(はち)蜜(みつ)がかけられていて。

「うま――――――い!!」

　三人の魔王少女たちと同席した護狼は、遠慮なく声を上げた。

「おいしい、甘い！　蜂蜜が、やっぱり最高だあ！」

「うむ、うむっ！　これは、なかなかだな……！」

「なんですの？　あまい？　これが人間の料理ということですの！　むぐむぐ」

『にゃはー！　うまいとかおいしいって、こういう味のことなのか!?　初体験なのだって、アーちゃんが！』

　ベルゼビュートもルシフェルもアスタロトも、何枚も重ねられたホットケーキに手(て)摑(づか)みでむしゃぶりつく。

　ごつい顔をほくほくさせているのは、追加のおかわりを配る料理人のザガンだった。

「いやー、どうでござる？　聞いただけではござったが、あの粉と『ワインの種』に入った水とを混ぜて、試行錯(さく)誤(ご)をしてみたでござるよ。こんな感じに仕上がり申したが、うまく再現できているでござるか？」

「うんうん！　ほんとによくつくったもんだ。上等だよ！　ほら、俺だけじゃなくて」

　本当は牛乳やバターがあれば、もっといいものになっただろう。けれども今の護狼には十分すぎるおいしさで、ザガンの労(ろう)をねぎらった。そして、他の魔族たちを指し示す。

　三人の魔王少女たちだけではない。オープンテラスのテーブル席で、誰(だれ)もが恍(こう)惚(こつ)とした表情をしていて。

「これが人間界の味……なんという！」

「心が、虜(とりこ)にされそうだあ～。はああー」

「……この『はちみつ』とやら、まるで魔の薬――魔薬だ！」

　しかしなぜか盛り上がった彼らの結論は、「人間とは恐ろしい面もあるのだな」「このような、魔薬を生み出すとは！」などと、妙な感じになったけれど。

「いや、そういう方向に行くの？　まあいいけどさ……」

　護狼としては、まともな食事ができただけで感(かん)涙(るい)ものだ。そして魔族たちがどういう形であれ、人間を認めるのは嬉(うれ)しかった。と、はたと考えるのはこれからのことだ。

「あ。そういえばあの地下ダンジョン！　確かまだいろんな食材があったよね？」

「そうでござるよ！　あの中に持ち込まれたものは、たくさんあるようでござるから。拙(せつ)者(しや)もこれからばりばり、人間界の料理を試作してみるでござるよ！」

「ううっ、よかった。これでどうにか、俺の食うぶんくらいはなんとかなるか――！」

「で、でござるな。その」

　こほん。とふいにザガンが、咳(せき)払(ばら)いして改まった。

「よければその際に、助言をもらいたく思うでござるが……センセイ」

「えっ。今、なんて？」

「拙者、珍妙な呼び方をしたでござるか？　確か、そう呼ぶようにと、最初に貴(き)殿(でん)が？」

「ああ……」

　センセイ。その初めての響きに、護狼は喜色満面になる。きっと、わかり合えた第一歩の証(あかし)だった。それは、まだほんの小さなものだろう。けれども。

（こんなに、じんとくるものだなんて思わなかった！）

「……わかった。当然、俺にできるだけのことはするよ」

　護狼はもちろん快(かい)諾(だく)した。――まだまだ、魔族たちとわかり合うには時間がいる。それでもこうして護狼のことを、形からでもいい。「教師」として呼んでくれるのなら。

（きっとそのうち、なんとかなる……かも？）

　と、にぱっと黒猫を笑顔にするのは、向かいに座る口元を汚したアスタロトで。

『ゴロちゃん！　また、おいしーいものお願いって、アーちゃんが言ってるのだ！　にゃふふー』

「へ？　ああ、そりゃもちろん。俺が知ってる限りのことは、ザガンに伝えて……」

「確かに、人間界の料理というものは悪くないですわね。少しは見直しましたわ！　ああっ、食べるたびに、髪に滋(じ)養(よう)が行き渡りますわ～！　もう、髪どころか！」

　そう身(み)悶(もだ)えるのはルシフェルである。いきなり彼女は「ほらほら！」と、護狼にドレスの胸元をつまんで見せた。自慢の巨乳がぷるん、と震える。

「わたくしのお肌も、張りが出て億千倍もつやつやですわ！　うふん、ゴローさまあ」

「うわ！　ちょっと、わざわざそんなとこ見せなくていいから！」

　隣に座るルシフェルに迫られ、反射的に護狼は横に逃げた。と、必然的にそこにいた、ベルゼビュートに軽くぶつかる。

「あ。ベルゼ、ごめん！」

「フン？　……まあ、この料理のデキに免じて、許してやる」

　ベルゼビュートは珍しく、わずかに眉(まゆ)をひそめただけで終わる。かなり上機嫌なようだ。どうやらホットケーキの効果は絶大だった。護狼は殴られずに済んで、ほっとする。

　だが、それ以上に護狼には、感じ取るものがあって。

「……。ベルゼ、おいしいかい？」

「？　なんだ、キサマは。我の顔をじろじろ見て」

「ううん、別に。ただ――人間のものも、いいもんだろって」

　護狼は知っている。この赤毛の魔王少女に、半分は人間の血が流れていることを。

　だから、きっと。彼女が「おいしい」と感じることは、他の魔族たちよりも、ずっと大切な意味がある――。そう思いたいのである。護狼はそっと微笑(ほほえ)んだ。が、そうやってつい見つめすぎただろうか。ベルゼビュートがさすがに、むっとした顔になって。

「なんなのだ？　きっかけをつくったキサマを褒(ほ)めて欲しいのか、ゴロー？　フン！」

「え？　そうじゃないけどさ……」

『違うのだ～、ベルベル！』

　すると、そこになぜかいきなりアスタロトが割り込んできた。頭の上の黒猫までにホットケーキを食べさせながら、その口をにかっ、と大きく笑わせて。

『こういうときは、「ありがと」って言うのだ、ってアーちゃんが注意してるのだ！　感謝の気持ちもちゃーんと込めて、なのだっ。にゃはは』

「あり……？　アスタロトが気に入ったという、人間の言葉か。感謝、だと？」

　アスタロトに促され、「ううむ」と一瞬戸惑ったベルゼビュートだが、護狼の方に向き直る。そして、おずおずと唇を動かした。

「あ、あり……あり、が……」

　ところが、なかなか言い切れない。言われたとおり気持ちを込めたせいなのか、赤い瞳が護狼から、何度も逸らされる。おどおどして、赤毛の魔王少女は頰(ほお)さえ赤らめ、はにかんで――。うわあ、とどぎまぎするのは護狼であった。思い切り照れてしまう。
















「なんだよ。そ、そんなかわいいところも――あっ」

「!!　か、かわいいだと!?　だからキサマ！　言うでないと言っておろうが―――！」

「ちょっと待って。今の、うっかりだから。謝るから……！」

「黙れ！　死ぬがいい―――――っ!!」

「げはあっ!?」

　ごっ！　とベルゼビュートの一撃が当たった。彼女の拳(こぶし)が思い切り、逃げる暇もなかった護狼の顔面にめり込んだ。そして護狼は座ったまま、椅(い)子(す)ごと派手に宙に舞う。鮮(せん)血(けつ)とともにぐるぐる空中で回りながら、意識がすぐに遠ざかった。

　走馬燈のように思い出すのは――父の告げた「結婚」のことで。

（次期大魔王の魔族と、俺が結婚って……あ、あり得ないだろ……）

　何回死んだらいいと思ってんだ。魔界の三つの月に照らされる中、護狼はこれから会いに行くだろう父への罵(ば)倒(とう)を考える。正直、ベルゼビュートもルシフェルも、アスタロトも御免だった。

　そもそもどうして自分は、あのとき「ここに残る」と決めたのか。唯一帰れる機会を、自ら破(は)棄(き)してしまったのか――？

（もしかして、俺。……やっぱり早まったかも!?）













●魔界日誌１３日目

　まだ１３日。魔界に来て、二週間も経(た)っていない。

　なのに、いろいろ考えさせられることばかりだ。

　いや、考えていかないと、死ぬ。絶対死ぬ！

　地下迷宮の件だけでも、いくつかの教訓があった。忘れないようにメモしておく。




　いや、これは俺の「勇(ゆう)者(しや)心(こころ)得(え)」だ。

　俺が必死に、魔界で生きていくための。




　その５００。




『一番信じちゃいけないのは、自分自身だ。たぶん』




勇者ノ心得　完










　あとがき




　はじめまして。ファミ通文庫に初登場の、ひびき遊(ゆう)です！

　さて、『勇(ゆう)者(しや)ノ心(こころ)得(え)』――いかがだったでしょうか？

　主人公で半(はん)熟(じゆく)（以下？）勇者な護(ご)狼(ろう)くんの四苦八苦ぶりを、にやにやして楽しんでいただければなー、といったところです。

　まあ書いている私の方も、護狼くん並みに苦労させられたわけですが（汗）。

　いえね？　やっぱりファンタジーを書くのは、大変だなーと。……いわゆる、「誰も見たことのない異世界」を構(こう)築(ちく)していくわけですから。実際に書いてみるまでわからないこともありました。一時はシーンの描写だけで枚数が増えて、頭を抱えるはめになったりも……。何度か改(かい)稿(こう)を重ねて、どうにかこうして完成したのでした。ふう～。

　そんな『勇者ノ心得』、読まれた方は気付かれたとは思いますが、ちょっと変わったファンタジーに仕上げております。

　いや。昔から私は、一般的なファンタジー作品に、ある疑問を持っていまして。それは、「どうして異世界なのに言語体系が同じなの？」「なんで現代社会の食べ物があるの？」といったものです。

　ですからそこを逆手に取って、今回この話をつくってみたわけです。

　――まあでも、ファンタジーには変わりありませんから。お話の行き着く先としては、「なぜ魔界や魔族が存在するのか？」という、いわゆる『世界の謎(なぞ)』を解き明かしていくことになります。たぶん、うん。きっと、そうでしょう（←何？）。

　だ、大丈夫。一応そういった世界背景は、きちんと考えているつもりですのでー！

　というか、そのあたり実は――原(げん)稿(こう)を最初に書いたときに、ですね。いきなり、冒(ぼう)頭(とう)から全力でぶち込んでしまいまして。担当のＳさんから、「ちょっ、やりすぎですよ！」とたしなめられたのでした。なので……皆さん。この話が読みやすくなっているのは、私の暴走をコントロールしたＳさんの手(て)柄(がら)ですよ（笑）。

　そうそう。それと魔族のモチーフに、『ソロモン７２柱の悪魔』を使うことを提案してくださったのもＳさんでした。いえ、もともと私も興味があって、資料は揃(そろ)えていたのですけれどね？　――とにもかくにも、あーでもないこーでもない、と二人三脚でがんばりました！　ありがとうございます＆いつも苦労をかけます、Ｓさん（ぺこり）。

　そして、そんな作品に最後の彩(いろど)りを与えてくれたのが、イラストを担当してくださった雪(ゆ)月(づき)佳(けい)さんです！　もうね、大感謝ですよっ！

　本当に、雪月さんには私、頭が上がらないですよう。今回、ラフの段階で、私の方から我(わ)が儘(まま)に近いような修正指示を出させていただきました。いえ……本来はそこまでしないし、また今までしたこともなかったのですけれど。それでも雪月さんは全力で応(こた)えてくださり、見事な魔王三人娘をデザインしてくれました！　そんなベルゼ、ルシフェル、アスタロトの三人を、皆さんも気に入っていただければ嬉(うれ)しいです。

　あと、脇(わき)役(やく)の魔族もどんどん出していきたいですねー。だって、せっかくモチーフとなる悪魔が、７２種類もいますから！

　……とは言うものの。実際に調べてみると、ソロモンの悪魔って、けっこういい加減につくられたものが多かったりするんですよね……。設定が丸かぶりしていたりとか、古い文(ぶん)献(けん)の情報ですから、他の悪魔や神様と妙にずれてクロスオーバーしていたりとか。ひどいものだと、そもそも名前くらいしか決まっていなかったりと――え、もしかして途中で、面倒臭くなって投げた!?

　といった感じですので。まあ、もうすでに、比(ひ)較(かく)的(てき)自由にアレンジさせてもらっています。はは、は。

　いや、だって。まずベルゼとかルシフェルとか、この二人は７２柱の悪魔内には収まっていないキャラですし。そういった部分は悪魔マニア（？）な人には怒られそうですが……むしろおおらかな気持ちで「ははあ、こういう要素を活(い)かしてきたか」と、逆にアレンジ具合を楽しんでもらえればな、と思います。すみませーん！

　そんなところで、そろそろあとがきの行数も限界でしょうか？

　――それではまた、二巻でお会いしましょう。では～。




２０１０年11月　ひびき遊
















著者

ひびき遊

Yu Hibiki




２００３年に富士見書房よりデビュー。関西在住。

ファミ通文庫では初めて書かせていただきます。その割には、昨年初顔合わせのつもりでひょっこり参加したＥＢさんのパーティにて、ビンゴ大会で大型液晶テレビをかっさらうことに。大顰蹙でした！

……ようやく「原稿料の前払いですね（にっこり☆）」の言葉に、応えられた、か、な？







イラスト

雪月 佳

Kei Yuduki




愛知県在住。２月６日生まれ。

イラストレーター兼某社で２ＤＣＧグラフィッカーとして毎日描き散らしております。

将来の夢はたくさんの猫と暮らすこと。現在家に遊びに来る野良猫集団と縄張り争いを展開中。現在の戦績は０勝５敗。いつか喉をゴロゴロ言わせてやりたいと思います。
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